
















































































































211, 21%

207, 20%

261, 26%

231, 23%

98, 10%

合合計計

QQ77 通通学学（（自自宅宅をを出出ててかからら大大学学到到着着ままでで））ににどどののくくららいい時時間間ががかかかかりりまますすかか。。
11.. ３３００分分未未満満 22.. ３３００分分以以上上１１時時間間未未満満 33.. １１時時間間以以上上１１時時間間３３００分分未未満満
44.. １１時時間間３３００分分以以上上２２時時間間未未満満 55.. ２２時時間間以以上上

３０分未満

１時間以上１時間３０分未満

１時間３０分以上２時間未満

２時間以上

３０分以上１時間未満

65, 23%

50, 17%

85, 29%

63, 
22%

26, 9%

1年年生生

46, 19%

60, 25%

54, 22%

65, 27%

18, 7%

2年年生生

51, 21%

48, 19%

63, 26%

55, 22%

30, 12%

3年年生生

49, 21%

49, 21%
59, 26%

48, 21%

24, 11%

4年年生生

（（人人数数,,割割合合））

198, 20%

546, 54%

160, 16%

79, 8%
24, 2%

合合計計

QQ88 ごご自自身身のの生生活活環環境境（（学学生生生生活活をを過過ごごすす環環境境、、大大学学のの健健康康ササポポーートトやや食食堂堂
売売店店ななどど））ににつついいてて満満足足ししてていいまますすかか。。
11.. 大大いいにに満満足足ししてていいるる 22.. ままああままああ満満足足ししてていいるる 33.. どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり満満足足ししてていいなないい 55..  全全くく満満足足ししてていいなないい

大いに満足している

どちらとも言えない

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

79, 27%

159, 
55%

31, 11%
16, 6%

4, 1%
1年年生生

40, 16%

134, 
55%

41, 17%

21, 9%

7, 3%
2年年生生

30, 12%

133, 54%

45, 18%

29, 12%

10, 4%
3年年生生

49, 21%

120, 
53%

43, 19%

13, 6%
3, 1%

4年年生生

（（人人数数,,割割合合））

－ 52 －



396, 39%

611, 61%

合合計計

QQ99 今今年年度度かからら高高等等教教育育のの修修学学支支援援新新制制度度のの支支援援がが拡拡充充さされれ、、多多子子世世帯帯もも対対
象象ととななっったたここととははごご存存じじでですすかか。。１１ ははいい、、２２ いいいいええ

いいえ

はい

93, 32%

196, 
68%

1年年生生

72, 
30%

171, 
70%

2年年生生

56, 23%

191, 
77%

3年年生生

175, 
77%

53, 23%

4年年生生

（（人人数数,,割割合合））

934, 93%

74, 7%

合合計計

QQ1100 ここここほほっっととルルーームムををごご存存じじでですすかか。。
１１ ははいい、、２２ いいいいええ

いいえ

はい

276, 
96%

13, 
4%

1年年生生

227, 
93%

16, 
7%

2年年生生

220, 
89%

27, 
11%

3年年生生

211, 92%

18, 
8%

4年年生生

（（人人数数,,割割合合））

－ 53 －



524, 52%484, 48%

合合計計

QQ1111 ハハララススメメンントト相相談談窓窓口口ががああるるここととははごご存存じじでですすかか。。
１１ ははいい、、２２ いいいいええ

いいえ はい

106, 
37%183, 

63%

1年年生生

154, 63%

89, 
37%

2年年生生

140, 
61%

89, 
39%

4年年生生

124, 
50%

123, 
50%

3年年生生

（（人人数数,,割割合合））

373, 37%

505, 50%

96, 10%
25, 2%

8, 1%
合合計計

QQ1122 対対人人関関係係（（学学外外もも含含めめたた友友人人関関係係、、アアドドババイイザザーーをを含含めめたた教教職職員員ととのの関関
係係ななどど））にに満満足足ししてていいまますすかか。。
11.. 大大いいにに満満足足ししてていいるる 22.. ままああままああ満満足足ししてていいるる 33.. どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり満満足足ししてていいなないい 55..  全全くく満満足足ししてていいなないい

大いに満足している
どちらとも言えない

あまり満足していない
全く満足していない

まあまあ満足している

122, 42%
136, 
47%

23, 8%

7, 3% 1, 0%
1年年生生

80, 33%

136, 
56%

23, 10%

3, 1% 1, 0%

2年年生生

85, 34%

123, 
50%

24, 10%

10, 4% 5, 2%
3年年生生

86, 
38%

110, …

26, 11%

5, 2% 1, 1%
4年年生生

（（人人数数,,割割合合））

－ 54 －



269, 27%

489, 48%

230, 23%

11, 1%

9, 1%

合合計計

QQ1133 薬薬物物乱乱用用防防止止にに対対すするる本本学学のの取取りり組組みみににつついいてて
11..  ととててもも評評価価ししてていいるる 22..  評評価価ししてていいるる 33..  どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり評評価価ししてていいなないい 55..  全全くく評評価価ししてていいなないい

とても評価している全く評価していない

どちらとも言えない

評価している

あまり評価していない

90, 
31%

140, 49%

58, 20%

1, 0%
1年年生生

63, 26%

123, 
51%

55, 23%

1, 0% 1, 0%
2年年生生

55, 22%

120, 
49%

64, 26%

2, 1% 6, 2%
3年年生生

61, 27%

106, 
46%

53, 23%

7, 3%
2, 1%

4年年生生

（（人人数数,,割割合合））

396, 39%

313, 31%

188, 19%

70, 7%
41, 4%

合合計計

QQ1144 キキャャンンパパスス禁禁煙煙にに対対すするる本本学学のの取取りり組組みみににつついいてて
11..  ととててもも評評価価ししてていいるる 22..  評評価価ししてていいるる 33..  どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり評評価価ししてていいなないい 55..  全全くく評評価価ししてていいなないい

とても評価している
全く評価していない

どちらとも言えない

評価している

あまり評価していない

174, 60%
76, 26%

32, 11%

5, 2% 2, 1%
1年年生生

73, 30%

81, 
33%

50, 21%

28, 11%
11, 5%

2年年生生

76, 31%

83, 
34%

55, 22%

18, 7%
15, 6%

3年年生生

73, 32%

73, 
32%

51, 22%

19, 8%
13, 6%

4年年生生

（（人人数数,,割割合合））

－ 55 －



QQ1155 留留年年生生にに対対すするる本本学学のの取取りり組組みみににつついいてて（（※※留留年年生生ののみみ回回答答））
11..  ととててもも評評価価ししてていいるる 22..  評評価価ししてていいるる 33..  どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり評評価価ししてていいなないい 55..  全全くく評評価価ししてていいなないい

とても評価している全く評価していない

どちらとも言えない

評価している

あまり評価していない

1, 
100%

1年年生生

1, 10%

5, 
50%

4, 
40%

2年年生生

6, 19%

11, 
34%

9, 28%

4, 13%
2, 6%

3年年生生

2, 11%

2, 12%

10, 
59%

2, 12%

1, 6%

4年年生生

9, 15%

19, 32%23, 38%

6, 10%
3, 5%

合合計計

とても評価している全く評価していない

どちらとも言えない

評価している

あまり評価していない

（（人人数数,,割割合合））

QQ1166 自自身身のの卒卒業業後後のの進進路路ににつついいてて、、どどののよよううなな業業界界にに関関心心ががああるるかか教教ええてて
くくだだささいい。。（（複複数数回回答答可可））

158

192

92

19 23

44

20
8

23

155 152

72

11
19

26

6 6

26

145

171

83

20

32 28

7 11

30

139
147

71

35

21

33

8 2
25

1. 病病院院 2. 薬薬局局 3. 製製薬薬企企業業 4. 治治験験企企業業 5. そそのの他他企企業業 6. 公公務務員員 7. 大大学学院院進進学学 8. 留留学学 9. わわかかららなないい

関関心心ののああるる業業界界
（（人人））

－ 56 －



748, 74%

260, 26%

合合計計

QQ1177 部部活活動動（（又又はは同同好好会会・・愛愛好好会会））にに入入っってていいまますすかか。。
１１ ははいい、、２２ いいいいええ

いいえ

はい

260, 
90%

29, 
10%

1年年生生

201, 
83%

42, 
17%

2年年生生

165, 67%

82, 
33%

3年年生生

122, 
53%

107, 
47%

4年年生生

（（人人数数,,割割合合））

243, 24%

379, 38%

299, 30%

61, 6%
26, 2%

合合計計

QQ1188 ごご自自身身のの正正課課外外活活動動（（ククララブブ活活動動やや体体育育祭祭やや学学園園祭祭ななどどのの課課外外活活動動））にに
つついいてて満満足足ししてていいまますすかか。。
11.. 大大いいにに満満足足ししてていいるる 22.. ままああままああ満満足足ししてていいるる 33.. どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり満満足足ししてていいなないい 55..  全全くく満満足足ししてていいなないい

大いに満足している

どちらとも言えない

あまり満足していない
全く満足していない

まあまあ満足している

90, 31%

119, 
41%

62, 22%

12, 4%
6, 2%

1年年生生

52, 21%

102, 
42%

70, 29%

15, 6%
4, 2%

2年年生生

43, 17%

90, 37%
82, 

33%

23, 9%

9, 4%
3年年生生

58, 25%

68, 
30%

85, 37%

11, 5%

7, 3%
4年年生生

（（人人数数,,割割合合））

－ 57 －



QQ1199 現現在在、、アアルルババイイトトははししてていいまますすかか。。職職種種をを教教ええててくくだだささいい。。

36

86

2 8 4 4

33

4 9

129

41

120

4

20

2 1

29

9 7

4448

98

5
12

7 0

50

7
17

49

27

94

2
13 10 2

45

8
16

51

塾塾講講・・家家庭庭教教師師 飲飲食食店店 病病院院・・医医院院 日日払払いい 受受付付 運運送送業業 小小売売業業 娯娯楽楽施施設設 そそのの他他 ししてていいなないい

アアルルババイイトトのの職職種種
（（人人））

104, 10%

201, 20%

243, 24%174, 17%

286, 29%

合合計計

QQ2200 ススママーートトフフォォンン又又ははゲゲーームムをを11日日どどれれぐぐららいい利利用用ししまますすかか？？
11.. １１時時間間未未満満 22.. １１時時間間以以上上２２時時間間未未満満 33.. ２２時時間間以以上上３３時時間間未未満満
44.. ３３時時間間以以上上４４時時間間未未満満 55.. ４４時時間間以以上上

1時間未満

2時間以上3時間未満

3時間分以上4時間未満

4時間以上

1時間以上2時間未満

33, 11%

53, 18%

69, 24%
54, 19%

80, 
28%

1年年生生

20, 8%

52, 21%

67, 
28%

44, 18%

60, 25%

2年年生生

19, 8%
46, 19%

62, 25%
42, 17%

78, 31%

3年年生生

32, 14%

50, 22%

45, 19%
34, 15%

68, 30%

4年年生生

（（人人数数,,割割合合））

－ 58 －



ー以下、自由意見（抜粋）－

QQ11 ごご自自身身のの修修学学環環境境（（自自身身のの学学びびのの到到達達度度やや大大学学のの施施設設ややオオフフィィススアアワワーー
ななどどのの学学習習環環境境））ににつついいててごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• 一人暮らしのためスマホを格安SIMにしており、学校内の電
波も悪いと提出課題等の作業もなかなかできません。

• ラウンジが冬は寒く、夏は暑い。自習室はエアコンはその逆
なので改善してほしい。

• 冷房を朝から、また夕方の時間帯まで教室でつくようにして
欲しいです。

• Wi-Fiの強化をしてほしいです。出席登録の際繋がらず、焦
ることが何度もありました。もしくは出席確認制度を前のカー
ドリーダーに戻してほしいです。

• 試験前は日曜日も図書館が空いているとありがたいです。

など計36件

－ 59 －



QQ22 アアドドババイイザザーー制制度度ににつついいてて、、ごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• もう少し関わりを増やしたい。

• アド会を必須にしてほしい。やっている場所とやっていない場
所があり不公平である。

• 教授によって差がある。

など計13件

QQ33 ピピアアササポポーートト制制度度ににつついいてて、、ごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• どのように利用できるのか分からない。

• 分からない質問をしにいくと答えてくれて嬉しかったです。ま
た行きます。

など計3件

－ 60 －



QQ44 ごご自自身身のの生生活活環環境境（（学学生生生生活活をを過過ごごすす環環境境、、大大学学のの健健康康ササポポーートトやや食食堂堂
売売店店ななどど））ににつついいてて、、ごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• 通学についてですが、あまりにもバスなどの利用者が多いた
め本数を増やすなどしていただけると助かります。

• 学内に運動できるジムを作って欲しい。

• もっと安価な売店があるとより良い。

• 周りにコンビニがないのに売店が閉まるのが早すぎる。フー
ドの自販機があれば土曜や日曜でも食べ物に困らない。

• 100円支援キャンペーンにより400円で学食が食べれるのは
良かったです。

など計18件

QQ55 進進路路支支援援ににつついいてて、、ごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• 薬学部在籍中に取るべき資格などを知りたい。

計1件

－ 61 －



QQ66 ごご自自身身のの生生課課外外活活動動（（ククララブブ活活動動やや体体育育祭祭やや学学園園祭祭ななどどのの課課外外活活動動））ににつつ
いいてて、、ごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• アリーナあついです。エアコンが必要だと思います。

• サッカー部なのですがグランドがでこぼこなので整備して欲
しい。できたら芝生にしてほしい。

• 野外活動の資金が欲しい。

など計6件

• 講義棟1階に水筒に水を汲むところがあるが、非常に重宝し
ているので各階に設置して欲しい。

• 後期の定期試験が、成人の日の翌日に被ってしまっていて
成人式がいけない可能性が出てきているので翌日だけはな
くしてほしいです。

• 成瀬駅から大学までの専用のバスがほしい。

など計10件

QQ77 上上記記QQ11～～QQ６６以以外外のの内内容容でで意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

－ 62 －



22002244後後期期学学生生支支援援アアンンケケーートト結結果果

22002244後後期期学学生生支支援援
アアンンケケーートト回回答答者者数数

学年 1年生 2年生 3年生 4年生 合計

回答者数 286 227 251 181 945

学生数 296 259 267 254 1076

回答割合 96.6% 87.6% 94.0% 71.3% 87.8%

－ 63 －



124,
13%

533,
56%

165,
18%

100,
11%

23,
2%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ11 ごご自自身身のの修修学学環環境境（（自自身身のの学学びびのの到到達達度度やや大大学学のの施施設設ややオオフフィィススアアワワーー
ななどどのの学学習習環環境境））ににつついいてて満満足足ししてていいまますすかか。。
11..  大大いいにに満満足足ししてていいるる 22..  ままああままああ満満足足ししてていいるる 33..  どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり満満足足ししてていいなないい 55..  全全くく満満足足ししてていいなないい

大いに満足している

どちらとも言えない

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

53,
19%

157,
55%

46,
16%

23,
8%

7,
2%

1年年生生

28,
12%

127,
56%

35,
15%

31,
14%

6,
3%

2年年生生
21,
8%

138,
55%

55,
22%

31,
12%

6,
3%

3年年生生

22,
12%

111,
62%

29,
16%

15,
8%

4,
2%

4年年生生

47 47

42

20

33

27

40

20

13 14

20

3

21
19 20

12

1年年生生 2年年生生 3年年生生 4年年生生

ごご自自身身のの修修学学環環境境にに満満足足ししてていいなないい理理由由
（（人人））

QQ22 （（QQ11でで33．．44，，55をを選選択択さされれたた方方））満満足足ししてていいなないい理理由由をを教教ええててくくだだささいい。。（（複複数数回回答答可可））
11.. 自自身身のの学学びびのの到到達達度度にに満満足足ででききてていいなないい 22.. 大大学学のの施施設設がが不不十十分分
33..  オオフフィィススアアワワーーななどどのの学学習習環環境境にに不不満満ががああるる
44..  勉勉強強方方法法ががわわかかららなないいななどど

－ 64 －



246,
26%

513,
54%

130,
14%

32,
3%

24,
3%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ33 アアドドババイイザザーー制制度度ににつついいてて、、満満足足ししてていいまますすかか。。
11.. 大大いいにに満満足足ししてていいるる 22.. ままああままああ満満足足ししてていいるる 33.. どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり満満足足ししてていいなないい 55..  全全くく満満足足ししてていいなないい

大いに満足している

どちらとも言えない

あまり満足していない
全く満足していない

まあまあ満足している

90,
32%

152,
53%

35,
12%

4,
1%

5,
2%

1年年生生

53,
23%

128,
56%

30,
13%

10,
5%

6,
3%

2年年生生

63,
25%

129,
52%

33,
13%

16,
6%

10,
4%

3年年生生

40,
22%

104,
57%

32,
18%

2,
1%

3,
2%

4年年生生

10

15

20

8

10

8

17

5

31 31
32

16

1年年生生 2年年生生 3年年生生 4年年生生

アアドドババイイザザーー制制度度にに満満足足ししてていいなないい理理由由

QQ44 （（QQ33でで33．．44，，55をを選選択択さされれたた方方））満満足足ししてていいなないい理理由由をを教教ええててくくだだささいい。。（（複複数数回回答答可可））
11.. アアドドババイイザザーーとと良良いい関関係係性性をを築築けけてていいなないい。。
22.. ググルルーーププ内内ののアアドドババイイジジーー（（学学生生））とと良良いい関関係係性性をを築築けけてていいなないい。。
33.. アアドドババイイザザーー制制度度をを理理解解ででききてておおららずず、、有有効効活活用用ででききてていいなないい。。

（（人人））
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409,
43%

377,
40%

159,
17%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ55 勉勉強強場場所所のの確確保保ののたためめにに、、現現在在2200時時のの退退校校時時間間をを延延長長ししててほほししいいととのの意意見見ががあありり
ままししたた。。ももしし、、退退校校時時間間がが11〜〜11..55時時間間延延長長さされれたた場場合合、、ああななたたはは大大学学にに残残りりまますすかか。。
11.. 残残っってて勉勉強強すするる 22.. ここれれままでで通通りりにに退退校校すするる 33.. どどちちららとともも言言ええなないい

130,
46%95,

33%

61,
21%

1年年生生

119,
52%75,

33%

33,
15%

2年年生生

88,
35%

124,
49%

39,
16%

3年年生生

残って勉強する

これまで通りに退校する

どちらとも言えない

72,
40%

83,
46%

26,
14%

4年年生生

600,
63%

139,
15%

109,
12%

76,
8%

21,
2%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ66 科科目目でで指指定定さされれたた教教科科書書をを持持っってていいまますすかか。。
11.. 全全科科目目ももっってていいるる 22.. 33//44のの科科目目でで持持っってていいるる 33.. 11//22のの科科目目でで持持っってていいるる
44.. 11//44のの科科目目でで持持っってていいるる 55.. 全全科科目目ももっってていいなないい

全科目もっている

の科目で持っている

の科目で持っている
全科目もっていない

の科目で持っている

251,
88%

26,
9%

8,
3%

1, 0%

1年年生生

148,
65%31,

14%

22,
10%

19,
8%

7,
3%

2年年生生

114,
45%

50,
20%

45,
18%

39,
16%

3,
1%

3年年生生

87,
48%

32,
18%

34,
19%

18,
10%

10,
5%

4年年生生
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179,
19%

512,
54%

148,
16%

87,
9%

19,
2%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ77 ごご自自身身のの生生活活環環境境（（学学生生生生活活をを過過ごごすす環環境境、、大大学学のの健健康康ササポポーートトやや食食堂堂
売売店店ななどど））ににつついいてて満満足足ししてていいまますすかか。。
11.. 大大いいにに満満足足ししてていいるる 22.. ままああままああ満満足足ししてていいるる 33.. どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり満満足足ししてていいなないい 55..  全全くく満満足足ししてていいなないい

大いに満足している

どちらとも言えない

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

68,
24%

154,
54%

37,
13%

23,
8%

4,
1%

1年年生生
42,

19%

121,
53%

37,
16%

23,
10%

4,
2%

2年年生生

39,
16%

139,
55%

46,
18%

19,
8%

8,
3%

3年年生生

30,
17%

98,
54%

28,
15%

22,
12%

3,
2%

4年年生生

406,
43%539,

57%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ88 次次年年度度かからら高高等等教教育育のの修修学学支支援援新新制制度度のの多多子子世世帯帯のの学学生生にに対対すするる支支援援
のの一一部部がが改改正正さされれ、、国国がが定定めめるる一一定定額額ままででのの授授業業料料おおよよびび入入学学金金がが所所得得制制限限
ななくく無無償償化化すするるここととははごご存存じじでですすかか。。１１ ははいい ２２ いいいいええ

いいえ
はい

125,
44%161,

56%

1年年生生

99,
44%128,

56%

2年年生生

94,
37%157,

63%

3年年生生

88,
49%

93,
51%

4年年生生
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591,
63%

354,
37%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ99 ハハララススメメンントト相相談談窓窓口口ががああるるここととははごご存存じじでですすかか。。
１１ ははいい ２２ いいいいええ

いいえ
はい

172,
60%

114,
40%

1年年生生

154,
68%

73,
32%

2年年生生

152,
61%

99,
39%

3年年生生

113,
62%

68,
38%

4年年生生

353,
37%

470,
50%

100,
10%

16,
2%

6,
1%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ1100 対対人人関関係係（（学学外外もも含含めめたた友友人人関関係係、、アアドドババイイザザーーをを含含めめたた教教職職員員ととのの関関
係係ななどど））にに満満足足ししてていいまますすかか。。
11.. 大大いいにに満満足足ししてていいるる 22.. ままああままああ満満足足ししてていいるる 33.. どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり満満足足ししてていいなないい 55..  全全くく満満足足ししてていいなないい

大いに満足している
どちらとも言えない

あまり満足していない
全く満足していない

まあまあ満足している

118,
41%138,

48%

25,
9%

5,
2%

1年年生生

94,
41%

116,
51%

13,
6%

3,
1%

1,
1%

2年年生生

90,
36%

116,
46%

37,
15%

4,
1% 4,

2%

3年年生生

51,
28%

100,
55%

25,
14%

4,
2% 1,

1%

4年年生生

－ 68 －



283,
30%

467,
49%

172,
18%

17,
2%

6,
1%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ1111 薬薬物物乱乱用用防防止止にに対対すするる本本学学のの取取りり組組みみににつついいてて
11..  ととててもも評評価価ししてていいるる 22..  評評価価ししてていいるる 33..  どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり評評価価ししてていいなないい 55..  全全くく評評価価ししてていいなないい

とても評価している

全く評価していない

どちらとも言えない

評価している

あまり評価していない

115,
40%149,

52%

22,
8%

1年年生生

70,
31%

110,
49%

41,
18%

5,
2%

1, 0%

2年年生生

58,
23%

122,
49%

64,
26%

6,
2%

1, 0%
3年年生生

40,
22%

86,
48%

45,
25%

6,
3%

4,
2%

4年年生生

341,
36%

294,
31%

181,
19%

78,
8%

51,
6%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ1122 キキャャンンパパスス禁禁煙煙にに対対すするる本本学学のの取取りり組組みみににつついいてて
11..  ととててもも評評価価ししてていいるる 22..  評評価価ししてていいるる 33..  どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり評評価価ししてていいなないい 55..  全全くく評評価価ししてていいなないい

とても評価している全く評価していない

どちらとも言えない

評価している

あまり評価していない

153,
53%79,

28%

34,
12%

16,
6%

4, 1%
1年年生生

77,
34%

68,
30%

36,
16%

24,
10%

22,
10%

2年年生生

61,
24%

83,
33%

73,
29%

20,
8%

14,
6%

3年年生生

50,
28%

64,
35%

38,
21%

18,
10%

11,
6%

4年年生生
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206,
22%

366,
39%

252,
27%

79,
8%

42,
4%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ1133 出出席席不不正正にに対対すするる本本学学のの取取りり組組みみににつついいてて
11.. ととててもも評評価価ししてていいるる 22.. 評評価価ししてていいるる 33.. どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり評評価価ししてていいなないい 55..  全全くく評評価価ししてていいなないい

とても評価している全く評価していない

評価している

あまり評価していない

どちらとも言えない

83,
29%

116,
41%

61,
21%

20,
7%

6,
2%

1年年生生

53,
23%

91,
40%

57,
25%

15,
7%

11,
5%

2年年生生

45,
18%

84,
33%

83,
33%

27,
11%

12,
5%

3年年生生

25,
14%

75,
42%

51,
28%

17,
9%

13,
7%

4年年生生

175

188

99

28
22

41

21

13

31

120

154

65

16

23 21

8 11

28

159
163

57

23 24
29

11 4

27

100

127

64

24
21

25

10 4 8

1. 病病院院 2. 薬薬局局 3. 製製薬薬企企業業 4. 治治験験企企業業 5. そそのの他他企企業業 6. 公公務務員員 7. 大大学学院院進進学学 8. 留留学学 9. わわかかららなないい

関関心心ののああるる業業界界

QQ1144 自自身身のの卒卒業業後後のの進進路路ににつついいてて、、どどののよよううなな業業界界にに関関心心ががああるるかか教教ええてて
くくだだささいい。。（（複複数数回回答答可可））

（（人人））
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662,
70%

283,
30%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ1155 部部活活動動（（又又はは同同好好会会・・愛愛好好会会））にに入入っってていいまますすかか。。
１１ ははいい ２２ いいいいええ

いいえ

はい

247,
86%

39,
14%

1年年生生

187,
82%

40,
18%

2年年生生

147,
59%

104,
41%

3年年生生

81,
45%100,

55%

4年年生生

217,
23%

338,
36%

303,
32%

67,
7%

20,
2%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ1166 ごご自自身身のの正正課課外外活活動動（（ククララブブ活活動動やや体体育育祭祭やや学学園園祭祭ななどどのの課課外外活活動動））にに
つついいてて満満足足ししてていいまますすかか。。
11.. 大大いいにに満満足足ししてていいるる 22.. ままああままああ満満足足ししてていいるる 33.. どどちちららとともも言言ええなないい
44..  ああままりり満満足足ししてていいなないい 55..  全全くく満満足足ししてていいなないい

大いに満足している

どちらとも言えない

あまり満足していない
全く満足していない

まあまあ満足している

82,
29%

114,
40%

59,
20%

26,
9%

5,
2%

1年年生生

58,
26%

82,
36%

61,
27%

18,
8%

8,
3%

2年年生生

52,
21%

89,
35%

93,
37%

13,
5%

4,
2%

3年年生生

25,
14%

53,
29%90,

50%

10,
5%

3,
2%

4年年生生
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32

112

2

22

8 2

28

9

25

79

37

110

2
11

3 2

20

7

20

42
46

94

5

33

7 1

27

7

27

50

30

72

4

17

8 0

18

4

22

42

塾塾講講・・家家庭庭教教師師 飲飲食食店店 病病院院・・医医院院 薬薬局局・・DRG 受受付付 運運送送業業 小小売売業業 娯娯楽楽施施設設 そそのの他他 ししてていいなないい

アアルルババイイトトのの職職種種

QQ1177 現現在在、、アアルルババイイトトははししてていいまますすかか。。職職種種をを教教ええててくくだだささいい。。

（（人人））

69,
7% 132,

14%

237,
25%160,

17%

347,
37%

合合計計(人人数数，，割割合合)

QQ1188 ススママーートトフフォォンン又又ははゲゲーームムをを11日日どどれれぐぐららいい利利用用ししまますすかか？？
11.. １１時時間間未未満満 22.. １１時時間間以以上上２２時時間間未未満満 33.. ２２時時間間以以上上３３時時間間未未満満
44.. ３３時時間間以以上上４４時時間間未未満満 55.. ４４時時間間以以上上

時間未満

時間以上 時間未満
時間分以上 時間未満

時間以上 時間以上 時間未満

18,
6%

34,
12%

74,
26%53,

19%

107,
37%

1年年生生
16,
7%

28,
13%

62,
27%41,

18%

80,
35%

2年年生生

20,
8% 40,

16%

59,
23%

39,
16%

93,
37%

3年年生生

15,
8% 30,

17%

42,
23%

27,
15%

67,
37%

4年年生生
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－以下、自由意見（抜粋）－

QQ11 ごご自自身身のの修修学学環環境境（（自自身身のの学学びびのの到到達達度度やや大大学学のの施施設設ややオオフフィィススアアワワーー
ななどどのの学学習習環環境境））ににつついいててごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• Wi-Fi接続をもっとよくして欲しい。
• 学校内にインターネットの繋がりが悪いところがあるのがあ
まり好ましくない。勉強スペースが多いようで限られていて少
し残念。

• 冷房や暖房の効きがよくないときがある。

など計10件
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QQ22 アアドドババイイザザーー制制度度ににつついいてて、、ごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• 縦の関係を築く機会が少ないように感じています。

• 優しいアドバイスしてくださるので感謝しています。

• アドバイザーという身近な先生がいるのでいいと思います

• 食事会などで他学年との交流の場が設けられていたのはと
ても有り難かったです。

• 勉強の方法がわからないことがあるため、質問しやすく助か
っています。

など計14件

QQ33 勉勉強強場場所所のの確確保保ののたためめのの退退校校時時間間のの延延長長ににつついいてて、、ごご意意見見ががあありりままししたた
ららおお願願いいししまますす。。

• もう少し延長してもいいのかとは思う。

• もっと延長してくれたらありがたい。

など計22件
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QQ44 ごご自自身身のの生生活活環環境境（（学学生生生生活活をを過過ごごすす環環境境、、大大学学のの健健康康ササポポーートトやや食食堂堂
売売店店ななどど））ににつついいてて、、ごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• 売店の商品が高すぎる。周りに店がないのだから学割など
あって良いと思う。女子からしても学食が少ないです。

• 売店にセルフレジが欲しいです。

• もっと安価な売店があるとより良い。

• 売店のメニューがカップ麺多めで偏っているのでもう少し調
整していただきたいです。

• 学食の支援がとてもありがたい

など計16件

QQ55 進進路路支支援援ににつついいてて、、ごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• 大学院や公務員など薬局や病院以外の進路教育にも力を
入れてほしいです。

計1件
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QQ66 ごご自自身身のの生生課課外外活活動動（（ククララブブ活活動動やや体体育育祭祭やや学学園園祭祭ななどどのの課課外外活活動動））ににつつ
いいてて、、ごご意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。

• 今年なるせだいまつりに学生が参加しました。地域の人が学
園祭に出店を出していても面白いなと思いました。

• 学園祭が中間試験の1週間前だと学生の参加率が大きく下
がってしまうので中間の後にすることを考えていただきたい
です。

など計6件

• テスト期間が長くなったのは良かった。1日二科目はやめて
ほしい。

など計6件

QQ77 上上記記QQ11～～QQ６６以以外外のの内内容容でで意意見見ががあありりままししたたららおお願願いいししまますす。。
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（4）入学試験委員会
委員会の開催

活動概要、現状

１．入学試験
　（1）2025 年度指定校制・学校推薦型選抜（追試験なし）

　（2）2025 年度公募制・学校推薦型選抜（追試験なし）

　（3）2025 年度一般選抜（追試験合格者無し）

　（4）2025 年度 1年次入学者

令和 6年 5月 10 日（金）：次年度入試に関する件
令和 6年 10 月 1 日（火）：推薦入試担当業務に関する件
令和 6年 11 月 21 日（木）：学校推薦型選抜の合否判定案に関する件
令和 6年 12 月 9 日（月）：共通テスト・担当試験室等に関する件
令和 6年 12 月 18 日（水）：指定校推薦に関する件
令和 7年 1月 8日（水）：一般入試・試験監督体制に関する件
令和 7年 1月 15 日（水）：共通テストに関する件
令和 7年 2月 6日（木）：入学試験B方式 _合否判定案
令和 7年 2月 8日（金）：�入学試験A・C・D方式 _合否判定案、アドミッションポリシー見直しに関

する件

募集人員 70 名
選考期日 2024 年 11 月 16 日（土）

推薦依頼校 400 ＋附属高校

試験結果
志願者（女子） 受験者（女子） 合格者（女子） 入学者（女子）

68（48） 68（48） 68（48） 68（48）

募集人員 30 名
選考期日 2024 年 11 月 17 日（日）

試験結果
志願者（女子） 受験者（女子） 合格者（女子） 入学者（女子）
188（137） 186（135） 100（72） 39（29）

募集人員 Ａ方式 15 名 ・ Ｂ方式 85 名 ・ Ｃ方式 30 名 ・ Ｄ方式 10 名

選考期日
Ｂ方式　2025 年 2 月 4 日（火）
Ｃ方式　2025 年 2 月 3 日（月）

試験結果 志願者（女子） 受験者（女子） 合格者（女子） 入学者（女子）
Ａ 方 式 525（335） 525（335） 233（159） 19（17）
Ｂ 方 式 667（417） 619（392） 300（184） 116（73）
Ｃ 方 式 138（86） 129（79） 47（28） 7（3）
Ｄ 方 式 101（63） 95（59） 41（27） 4（3）

計 1,431（901） 1,368（865） 621（398） 146（97）

クラスＡ クラスＢ 合　　計
127（87） 126（87） 253（174）
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２．大学説明会
　　2024 年 6 月 28 日（金）14 時
　　スライド説明、個別相談（希望者）
　　28 名参加、個別相談 9名

３．受験生向けイベント
　（1）ミニオープンキャンパス [ 事前登録制 ] （各 25 組 50 名）10 時 30 分の部・13 時 30 分の部
　　　4月 20 日（土）、5月 18 日（土）、6月 29 日（土）、7月 30 日（火）、8月 1日（木）、
　　　10 月 26 日（土）　
　　　・スライド説明
　　　・キャンパス案内（希望者）
　　　・個別相談（希望者）
　　　・在学生との懇談（希望者）

　（2）オープンキャンパス [ 事前登録制 ]
　　　2024 年 9 月 15 日（日）、16 日（月・祝）10 時の部、13 時の部（各回 100 組 200 名）
　　　・スライド説明
　　　・キャンパス案内
　　　・個別相談
　　　・模擬講義

　（3）期間限定入試対策講座 [ 事前登録制 ]
　　　予備校講師による入試対策講座（化学・数学）
　　　大学ホームページで動画公開
　　　2024 年 7 月 31 日（水）、8月 2日（金）、19 日（月）各日 10 時〜 15 時

　（4）キャンパス見学 [ 事前登録制 ] 　自由見学
　　　4月〜 10 月　土曜日 10 時 30 分
　　　　4月 6日、4月 13 日、7月 6日、9月 7日
　　　8月実施分　各日　10 時 30 分・13 時 30 分
　　　　2日（金）、19 日（月）
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４．入学試験結果　都道府県別
※備考：内申評定値の平均

都道府県 入試区分 学科
志願者 受験者 合格者 入学者 備考

全体 女子 浪人 全体 女子 浪人 全体 女子 浪人 全体 女子 浪人

01 北海道 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 16 7 1 16 7 1 8 3 1

02 青森 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 5 4 5 4 4 4 1 1

03 岩手 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 8 4 3 8 4 3 5 3 2 3 1 2

04 宮城 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 5 4 1 5 4 1

05 秋田 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 8 7 8 7 2 2 1 1

06 山形 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 5 5 5 5 1 1 1 1

07 福島 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 5 1 5 1 2 1 1

08 茨城 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 38 26 5 36 26 5 16 10 3 3 1

09 栃木 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 33 16 4 33 16 4 17 9 1 5 4

10 群馬 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 38 23 1 37 23 1 13 4 1 4 3 1

11 埼玉 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 109 61 12 103 58 12 44 27 7 10 5 2

12 千葉 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 32 19 10 30 19 8 9 8 3 3 2

13 東京 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 520 332 74 487 315 59 220 137 28 69 48 6

14 神奈川 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 615 414 46 607 408 45 310 222 28 117 85 6

15 新潟 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 15 9 5 15 9 5 8 5 3 3 1 2

16 富山 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 2 2 2 2

17 石川 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 3 2 3 2 1 1 1 1

19 山梨 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 16 10 3 15 9 2 6 3 1 2 1

20 長野 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 45 28 11 42 25 11 19 10 10 3 2 1

21 岐阜 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 6 2 1 6 2 1 3 1 1 1

22 静岡 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 78 49 6 78 49 6 49 35 3 11 8

23 愛知 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 10 10 2 10 10 2 6 6 2 1 1

24 三重 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 1 1 1

25 滋賀 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 1 1 1 1 1 1 1 1

26 京都 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 4 2 2 4 2 2 1 1

27 大阪 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 3 3 3 3 2 2

28 兵庫 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 2 2 1 2 2 1 2 2 1 1 1

29 奈良 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 3 3 3 3 2 2 1 1

31 鳥取 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 1 1 1 1

33 岡山 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 9 4 7 9 4 7 4 2 3 1 1

34 広島 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 4 1 4 4 1 4 3 1 3

35 山口 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 2 2 2 2

38 愛媛 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 3 3 3 3 2 2 1 1

39 高知 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 4 1 4 1 2

40 福岡 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 5 5 1 4 4 1

42 長崎 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 2 1 2 1 2 1 1 1

43 熊本 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 4 4 4 4 4 4 1 1 1

44 大分 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 4 3 3

45 宮崎 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 1 1 1 1

46 鹿児島 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 1 1

47 沖縄 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 29 24 4 26 21 3 9 6 1 4 3 1

51 高卒認定 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 12 8 11 7 5 3

52 外国 ◆◆◆県計◆◆◆ 計 15 12 11 13 10 9 5 4 3 2 2

◆◆◆合計◆◆◆ 計 1722 1110 222 1657 1072 200 789 518 108 253 174 24

－ 79 －



５．大学入試センター試験関係活動

６．高校訪問，進学相談会関係活動

自己点検・評価
　学生募集活動について、高校で行う模擬授業，東京 4薬科大学合同相談会をはじめとする学外の進学相談
会へ対応したほか、学内イベントとして推薦指定校の教員を対象とする大学説明会を 6月に実施、少人数制
のミニオープンキャンパスを毎月 1回のペースで行いつつ模擬講義も含めたオープンキャンパスを 9月に開
催し、精力的に学生募集活動を進めることができた。
　優秀な学生獲得を目的に注力している指定校については、新規の推薦指定校へ入試委員が個別訪問して進
路指導担当の教員と面談，情報交換を行い、紐帯強化を図った。
　2025 年度の学校推薦型選抜について、指定校制は志願者数が 68 名，公募制は 188 名の生徒が受験し合格
者 100 名、受験倍率は 1.9 倍となった。一般選抜をみると受験者は 1,622 名となり、昨年度の 1,507 名に比
して 107.6%，人数としては 115 名増加した。
　本年度入試は大きな傾向として年内入試である学校推薦型選抜で志願者が減少して一般選抜が増加する動
きがみられた。

今後に向けて
　進路決定の早期化により年内入試である推薦入試の重要度が高まりつつあるなかで、今後も少子化が進み
受験者増は望みにくい環境が続くため、本学で学びたい意欲を高くもつ指定校推薦での志願者獲得による質
の維持も企図しつつ募集活動を進めていきたいと考えている。
　なお当委員会は適正に機能しているものと思料しており、今後も入学試験管理委員会をはじめとする関係
委員会と緊密に連携を図りながら、高い資質を有する学生の入学に寄与すべく多様な施策を展開していきた
い。

（5）実務実習委員会
委員会関係
第１回　2024 年 5 月 8 日（水）
　議題　1．委員長挨拶
　　　　2．幹事の選出
　　　　3．臨床実習事前学習Ⅰについて
　　　　4．Ⅰ期の実務実習について
　　　　5．OSCEについて

第２回　2024 年 5 月 23 日（木）
　議題　1．実務実習の中止について
　　　　2．臨床実習事前学習Ⅰについて
　　　　3．配慮が必要な学生について

時　期 内　容 場　所
6 月 令和 6年度大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会 オンライン開催
9月 令和 7年度大学入学共通テスト入試担当者連絡協議会 オンライン開催
1月 大学入学共通テスト監督者等説明会（第 1回） 本学
1月 大学入学共通テスト監督者等説明会（第 2回） 本学

内　容 校数，会場数 内　訳
高校説明会，模擬授業等 39 校 神奈川 21，東京 13，埼玉 2，その他 3

指定校訪問 57 校 神奈川 16，東京 14，新潟 4，その他 23
進学相談会 23 会場 東京 7，神奈川 4，埼玉 2，その他 10
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第３回　2024 年 7 月 4 日（木）
　議題　1．実務実習期間中の学会の参加について

活動概要
外部団体の会議（オンライン含む）への出席など
　1）病院・薬局実務実習関東地区調整機構総会
　　　2024 年 4 月 12 日（金），2024 年 12 月 26 日（木）
　2）関東地区調整機構（指導薬剤師養成小委員会）
　　　2024 年 8 月 27 日（火月），2025 年 1 月 22 日（木）
　3）東京都薬剤師会（薬局実務実習担当者会議）
　　　2024 年 4 月 22 日（月）、2024 年 6 月 3 日（月）、2024 年 7 月 3 日（水）、
　　　2024 年 9 月 2 日（月）、2025 年 1 月 20 日（月）、2025 年 3 月 17 日（月）、
　　　2025 年 3 月 19 日（水）、
　4）東京都薬剤師会（伝達講習会）
　　　2025 年 2 月 2 日（日）
　5）東京都薬剤師会情報共有ワーキンググループ
　　　2025 年 3 月 17 日（月）
　6）神奈川県薬剤師会（実務実習委員会）
　　　2024 年 6 月 14 日（金）、2024 年 10 月 28 日（月）
　7）神奈川県薬剤師会（実務実習委員会・担当者会議）
　　　2024 年 12 月 20 日（金），2025 年 3 月 19 日（水）
　8）神奈川県薬剤師会（県薬・病薬 ･大学との懇談会）
　　　2025 年 1 月 29 日（水）
　9）神奈川県薬剤師会（各委員会との意見交換会）
　　　今年度は無し
　10）実務実習教科担当教員会議
　　　2024 年 5 月 11 日（土）
　11）聖マリアンナ医科大学との意見交換会
　　　2025 年 3 月 5 日（木）
　　　　
病院・薬局実務実習関係（資料 1，2）
1．2024 年度病院・薬局実務実習履修者内訳

2．2024 年度病院・薬局実務実習者への説明会
　（1）2024 年 5 月 7 日（火）	 第Ⅱ期　直前教育、WebSystem説明会（薬局）
　　　2024 年 5 月 15 日（水）	 第Ⅱ期　直前教育（薬局・病院）
　（2）2024 年 6 月 22 日（土）	 第Ⅱ期　実務実習成果報告会説明会および中間報告会
　　　2024 年 7 月 29 日（月）	 第Ⅲ期　直前教育、WebSystem説明会（薬局）
　（3）2024 年 8 月 3 日（土）	 第Ⅲ期　直前教育（薬局・病院）
　（4）2024 年 9 月 21 日（土）	 第Ⅲ期　実務実習成果報告会説明会および中間報告会
　（5）2024 年 11 月 13 日（水）	 第Ⅳ期　直前教育（病院）
　（6）2024 年 12 月 21 日（土）	 第Ⅳ期　実務実習成果報告会説明会および中間報告会

※ 1 名の学生が 2施設に実習に行く場合、施設数は 2、学生数は 1で計上している。
※�各期に同じ施設に実習に行く学生が 2名以上いる場合でも施設数は 1として計上している。ただし、合計においては、複数期実習を
受け入れていても施設が同じであれば 1施設とする。

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 合計
施設数 学生数 施設数 学生数 施設数 学生数 施設数 学生数 施設数 学生数

契約病院 0 0 26 70 28 68 33 74 36 212
調整機構 0 0 7 6 4 4 5 4 15 14
病院合計 0 0 33 76 32 72 38 78 51 226
薬　　局 75 76 69 72 76 77 0 0 184 225
合　　計 75 76 102 148 108 149 38 78 236 226
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3．2024 年度病院・薬局実務実習成果報告会
　（1）2025 年 2 月 22 日（土）	 第Ⅰ〜Ⅳ期病院・薬局実務実習成果報告会

4．2025 年度 病院・薬局実務実習者への説明会
　（1）2024 年 6 月 12 日（水）	 実習先指定ワクチン説明会
　（2）2024 年 9 月 10 日（火）	 病院・薬局実務実習に関する書類説明会
　（3）2024 年 10 月 30 日（水）	 病院・薬局実務実習に関する概要説明会
　（4）2024 年 12 月 19 日（木）	 病院・薬局実務実習に関するガイダンス
　（5）2025 年 2 月 1 日（土）	 病院・薬局実務実習のための全体説明会
　（6）2025 年 2 月 1 日（土）	 Ⅰ〜Ⅳ期薬局・病院実務実習のための連絡会
　（7）2025 年 3 月 22 日（土）	 第Ⅰ期　実務実習 成果報告会説明会および中間報告会
　
5．2025 年度 病院・薬局実務実習予定者への説明会
　（1）2025 年 1 月 23 日（木）	 2026 年度 病院・薬局実務実習に関するエントリー説明会

6．実務実習新任教員説明会
　（1）2025 年 1 月 9 日（水）

7．2024 年度　実務実習事前学習（資料 3）
　（1）臨床実習事前学習Ⅰ（前期）
　　　・実務実習ガイダンス・講義・演習　2024 年 5 月 20 日〜 5月 30 日の 6日間
　　　・症例検討　症例①入院患者，症例②在宅患者，学生は 1症例 2日間
　　　　実習日：6月 4日（火），6日（木），7日（金），10 日（月）
　　　・技能系実習　学生は 1日 2項目（実施 4日間）
　　　　実習項目：①フィジカルアセスメント，②デバイス，③簡易懸濁法，④製剤（軟膏剤）
　　　　　　　　　⑤医薬品情報（錠剤鑑別含む），⑥TDM・抗菌薬選択，⑦配合変化，
　　　　　　　　　⑧手洗い・希釈
　　　　実習日：6月 13 日（木），17 日（月），18 日（火），20 日（木），24 日（月），25 日（火），
　　　　　　　　27 日（木），7月 1日（月）
　（2）臨床実習事前学習Ⅱ（後期）
　　　・実務実習ガイダンス・講義　2024 年 9 月 5 日（月）
　　　・技能系実習　学生は 1日 1項目（実施 3日間）
　　　　実習項目：①散剤・水剤，②無菌調剤，③計数調剤・軟膏剤
　　　　実習日：9月 6日（金），9日（月），10 日（火），12 日（木），17 日（火），19 日（木）
　　　　　　　　の 13:00 − 18:10
　　　・症例検討　実習日：9月 24 日（火），26 日（木）
　　　・コミュニケーション系実習　学生は 1日 1項目（実施 3日間）
　　　　実習項目：�①（病院）患者応対・持参薬チェック・多職種への情報提供／（病院）服薬指導・退院

時指導，②（薬局）患者応対・疑義照会／（薬局）服薬指導・レセコン・ジェネリック
医薬品，③（薬局）OTC／（在宅）在宅問診・フィジカルアセスメント

　　　　実習日：9月 30 日（月），10 月 1 日（火），3日（木），4日（金），7日（月），10 日（木），
　　　・保険請求　2日
　　　　実習日：9月 19 日（木）（Yクラス）、30 日（金）（Sクラス）の 13:00 − 17:20
　（3）総合実習　学生は 1日 1項目（実施 7日間）
　　　　実習項目：�①患者応対，②散剤・水剤，③軟膏剤・計数，④無菌調製，⑤薬剤監査・持参薬チェッ

ク，⑥服薬指導，⑦疑義照会・OTC
　　　　実習日時：�10 月 21 日（月），22 日（火），24 日（木），28 日（月），31 日（木），11 月 11 日（月），

12 日（火），14 日（木），15 日（金），18 日（月）、19 日（火）、21 日（木）22 日（金），
25 日（月）の 13:00 − 17:00

　（4）薬学共用試験OSCE自主練習会
　　　　11 月 28 日（木），12 月 2 日（月），3日（火）の 12:30 − 17:00
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8．多職種連携教育セミナー
　（1）杏林大学医学部（杏林会場、昭薬会場）
　　　2024 年 6 月 28 日（水）	 9 時 30 分〜 13 時 15 分
　　　杏林大学 131 名，昭和薬科大学 120 名
　　　A，B，C，D，Eで各 6グループ：各 7〜 8名
　（2）聖マリアンナ医科大学・東京純心大学（聖マリ会場，昭薬会場）
　　　2024 年 9 月 13 日（土）	 13 時 00 分〜 17 時 35 分
　　　（アイスブレイク Zoom　17 時 30 分〜 18 時 30 分）
　　　聖マリアンナ医科大学 119 名，東京純心大学看護学部 67 名，昭和薬科大学 120 名
　　　Aグループ（20 班），Bグループ（20 班）：各班 7〜 8名
　（3）東京大学・聖路加国際大学（東大会場，オンライン会場）
　　　2024 年 11 月 28 日（金）	 14 時〜 17 時
　　　�東京大学（医学科 109 名，薬学科 11 名，健康総合学科 5名），聖路加国際大学看護学部 131 名，昭和

薬科大学 124 名
　　　東大会場（40 班）：各 6〜 7名，オンライン会場（24 班）：各 5〜 6名
　（4）東海大学（昭薬会場）
　　　2024 年 4 月 27 日（土）　　13 時 00 分〜 17 時 00 分
　　　2024 年 5 月 11 日（土）　　10 時 00 分〜 17 時 20 分
　　　�東海大学（医学科（5年次）98 名，看護学科（4年次）83 名，健康マネジメント学科（3年次）（保

険福祉学専攻含む）22 名），昭和薬科大学 104 名
　　　A，B，C，Dで各 10 グループ：各 8〜 9名

行　事
1．病院・薬局実務実習に関する連絡会等
　　第Ⅰ〜Ⅳ期　実習施設対象　2025 年 2 月 1 日（土）
　　　1．実習全般について、実務実習確認
　　　2．担当教員の訪問指導について
　　　3．実習終了後の報告会について

2．2025 年度（令和 7年度）白衣授与式
　2025 年 2 月 12 日（水）

3．実務実習成果報告会
　2025 年 2 月 22 日（土）、薬局と病院実務実習計 22 週間で「学んできたこと、成長できたこと」をまとめ、
ポスター形式での発表を体育館にて行った。実習先の指導薬剤師にも案内を行い、約 20 名の参加があった。
　
自己点検・評価
　実務実習委員会は、4年次事前学習、5年次実務実習に関わる諸事についての企画、立案、運営、および
実務実習に関して発生する諸問題についての対応策の検討およびその実施を行っている。
　今年度は問題なく行うことができた。
　多職種連携についても、聖マリアンナ医科大学−東京純心大学、杏林大学で行う課題（症例）は、作成当
初から本学教員も携わっている。また、学生も他職種の役割などを習得するなど、大きな収穫があった。
　5年次実務実習は、226 名の学生が 2024 年 2 月 19 日から翌 2025 年 2 月 9 日までの 4期に分かれて病院・
薬局実務実習を行った。5類感染症に分類され世の中マスク着用は薄れてきたが、医療機関での実習のため、
「衛生的手洗いの励行・アルコール手指消毒・咳エチケットに努め、感染予防を徹底、不要不急の外出はし
ないことなど医療人としての自覚を持って行動する」ように大学として指導を行った。特に個人情報・法人
機密情報の保護に関しては、実習直前におこなわれる説明会以外にも、4年次でも説明を行なった。
　今年度も、「2024 年度病院・薬局実務実習報告書」では、患者さんとの関わりを多く持てたからと思うが、
服薬指導を多数実施できた、在宅医療に多数関わることができたなど、実習を行えた喜び、感謝の言葉がつ
づられていて、実務実習が充実していたことが伺えた。また、CD（電子版）を作成し、各実習施設ならび
に配布した。
　実務実習が実社会に触れる初めての機会であることから、適応に時間がかかる学生が年々増えてきている
様に感じる。特に今年の学生は、2020 年 4 月入学学生で入学式中止、講義もオンラインで開始、部活動も
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数年できなかった学年であり、それだけの理由ではないが、コミュニケーション力が不足している学生や、
社会への適応能力が十分でない学生が多く感じられた。その様な学生に対し、きめ細かな教育が求められ
る。その為には 1年次からのアドバイザー制度によるサポート体制の下、低学年からの実習、4年次の事前
学習、そして 5年次の実務実習につなげていくような対策を講じることが課題であると感じている。
　
今後に向けて
実務実習事前実習（4 年次）
　事前学習の日誌（レポート）で、FUJIFILMのシステムを本格使用するため、運用方法を探りながら実
施していきたい。令和 9年度から始まるコアカリに準拠する事前学習の構築を検討していきたい。
病院・薬局実務実習（5 年次）
　実習に関して直前教育を行っているが、個人情報の保護に関して 100％守られていないため、繰り返し教
育を行っていきたい。また、コミュニケーションをとることが難しい学生がおり、実習先でトラブルになる
ケースがあるため、早めに対処できるよう、訪問担当教員にも周知し、これまで以上に臨床薬学教育研究セ
ンター教員と連携できるようにしたい。
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資料 1
2024年度　実務実習　病院

No. 病　　院　　名 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 合計

1 聖マリアンナ医科大学病院 28 23 23 74

2 川崎市立多摩病院 5 5 5 15
3 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 5 5 4 14
4 町田市民病院 0 2 2 4
5 医療法人社団明芳会　横浜旭中央総合病院 1 0 1 2
6 医療法人社団三喜会　横浜新緑総合病院 2 2 1 5
7 神奈川県厚生農業協同組合連合会　相模原協同病院 1 1 1 3
8 社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス　海老名総合病院 1 1 1 3
9 社会医療法人社団三思会 東名厚木病院 0 0 1 1
10 大和市立病院 1 1 1 3
11 公立大学法人　横浜市立大学附属病院 3 2 3 8
12 公立大学法人 横浜市立大学附属市民総合医療センター 1 1 1 3
13 社会医療法人財団互恵会　大船中央病院 1 1 1 3
14 医療法人徳洲会　湘南鎌倉総合病院 0 1 1 2
15 公益社団法人　地域医療振興協会　横須賀市立市民病院 1 1 1 3
16 藤沢市民病院 2 2 2 6
17 小田原市立病院 0 1 2 3
18 医療法人徳洲会　湘南藤沢徳洲会病院 1 1 1 3
19 国家公務員共済組合連合会　平塚共済病院 1 2 2 5
20 東海大学医学部付属病院 1 1 1 3
21 東京医療生活協同組合　新渡戸記念中野総合病院 0 1 1 2
22 杏林大学医学部付属杉並病院 0 1 1 2
23 国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院 1 1 1 3
24 東京大学医学部附属病院 2 4 4 10
25 群馬大学医学部附属病院 2 0 0 2
26 筑波大学附属病院 1 0 1 2
27 東京慈恵会医科大学附属第三病院 3 3 2 8
28 地方独立行政法人神奈川県立病院機構　神奈川県立足柄上病院 1 1 1 3
29 さがみ林間病院 0 1 0 1
30 埼玉医科大学総合医療センター 2 1 2 5
31 埼玉医科大学病院 1 1 1 3
32 埼玉医科大学国際医療センター 1 0 0 1
33 公益財団法人　横浜勤労者福祉協会　汐田総合病院 0 1 1 2
34 東京女子医科大学附属足立医療センター 0 0 2 2
35 横浜市立市民病院 0 0 1 1
36 国家公務員共済組合連合会 横浜栄共済病院 1 0 1 2
37 社会福祉法人白十字会　白十字総合病院 1 0 0 1
38 水戸赤十字病院 0 0 1 1
39 地方独立行政法人　新小山市民病院 0 1 0 1
40 独立行政法人地域医療機能推進機構　群馬中央病院 1 0 0 1
41 独立行政法人国立病院機構　高崎総合医療センター 0 1 1 2
42 厚生連　新潟医療センター 0 1 0 1
43 新潟県立中央病院 1 0 0 1
44 医療法人徳洲会　白根徳洲会病院 (1) 0 0 (1)
45 国立大学法人　山梨大学医学部附属病院 1 0 0 1
46 地方独立行政法人山梨県立病院機構　山梨県立中央病院 0 0 (1) (1)
47 医療法人慈光会　甲府城南病院 0 0 1 1
48 飯山赤十字病院 1 0 0 1
49 岡谷市民病院 0 1 0 1
50 地方独立行政法人長野県立病院機構　長野県立信州医療センター 1 0 0 1
51 白根保健生活協同組合　新潟白根総合病院 0 0 1 1

合計 76 72 78 226
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資料 2
2024年度　実務実習　薬局

No. 都県 エリア 薬局名 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 合計
1

茨　城

水戸 ケンコー薬局堀町店 0 0 1 1
2 潮来 アイン薬局神栖店 1 0 0 1
3 つくば アイン薬局つくば上横場店 1 0 0 1
4 筑西 まごころ薬局筑西店 0 0 1 1
5

栃　木
宇都宮１西 ピノキオ薬局鶴田店 0 1 0 1

6 宇都宮２中央 ピノキオファーマシーズ東武宇都宮店 0 0 1 1
7

群　馬

前橋東部 かなで薬局 1 0 0 1
8 前橋西部 一般財団法人同愛会　同愛会薬局 1 0 0 1
9 前橋西部 前橋市薬剤師会　会営薬局 0 0 1 1
10 高崎西部 コスモファーマ薬局　並榎店 0 1 0 1
11 伊勢崎 アイン薬局　伊勢崎はしえ店 1 0 0 1
12

埼　玉

埼玉県央 クオール薬局西宮下店 0 0 1 1
13 埼玉県央 アイン薬局北本宮内店 0 0 1 1
14 埼玉県央 薬局アポック北本店 0 0 1 1
15 埼玉県央 かすが薬局 0 0 1 1
16 埼玉南西部 ウイン調剤けやき薬局 0 1 0 1
17 さいたま市 サン＆グリーン薬局だいたくぼ 0 1 0 1
18 秩父・埼北 ㈱熊谷市薬剤師会会営薬局石原店 1 0 0 1

19 坂戸鶴ヶ島・
比企 とまと薬局 1 1 0 2

20 越谷・春日部 わかば薬局春日部店 1 0 0 1
21 埼玉東部 リボン薬局 0 1 0 1
22 埼玉東部 かりん薬局 0 0 1 1
23 埼玉東部 みやこ薬局八潮店 1 0 0 1
24

千　葉

柏 つくし薬局光ヶ丘店 1 0 0 1
25 柏 ヤックスドラッグ北柏薬局 0 0 1 1
26 松戸 薬局ユーエスファーマシー２号店 0 1 0 1
27 市川 薬剤師会市川薬局 0 1 0 1
28 習志野 谷津薬局 0 0 1 1
29

東　京

千代田区 いけだ薬局番町店 0 0 1 1
30 中央区 クオール薬局日本橋店 1 0 0 1
31 新宿区 薬樹薬局 高田馬場 1 0 0 1
32 新宿区 アイン薬局西新宿店 0 0 1 1
33 新宿区 ワカマツ薬局 0 0 1 1
34 台東区 みすじ薬局 0 1 0 1
35 台東区 めぐみ薬局 0 1 0 1
36 墨田区 りんご薬局立花店 0 1 0 1
37 墨田区 田辺薬局墨田押上店 1 0 0 1
38 品川区 ミユキ薬局 0 0 1 1
39 大田区 エース薬局大森店 0 1 1 2
40 世田谷区 経堂みどり薬局 1 0 1 2
41 世田谷区 ニイナ調剤薬局 0 1 1 2
42 渋谷区 薬局　恵比寿ファーマシー 1 0 0 1
43 豊島区 ㈱タサキ薬局 0 0 1 1
44 板橋区 志村薬局 0 0 1 1
45 板橋区 ひまわり薬局 0 1 0 1
46 足立区 梅田調剤薬局 0 0 1 1
47 足立区 田辺薬局　足立江北店 0 1 0 1
48 江戸川区 グリーン薬局 0 0 1 1
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No. 都県 エリア 薬局名 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 合計
49

東　京

江戸川区 アイ調剤薬局 1 0 0 1
50 西多摩 みどりヶ丘薬局 1 0 0 1
51 西多摩 みどり薬局 0 0 1 1
52 八王子 いちょう薬局 0 0 1 1
53 八王子 三崎薬局 1 0 0 1

54 八王子 ハートフルファーマシーサザンスカイタ
ワー店 0 1 0 1

55 八王子 長房調剤薬局 0 0 1 1
56 南多摩 多摩センター調剤薬局 0 1 0 1
57 南多摩 イオン薬局多摩平の森店 0 1 0 1
58 南多摩 クローバー薬局永山店 0 1 0 1
59 北多摩 くにたち中薬局 1 0 0 1
60 北多摩 ぞうしき薬局 0 0 1 1
61 北多摩 多摩薬局 0 1 0 1
62 北多摩 なかや薬局拝島駅前店 0 1 0 1
63 北多摩 マロン薬局にしき店 0 0 1 1
64 北多摩 十字堂薬局 0 0 1 1
65 町田 あさひ調剤薬局町田店 1 1 0 2
66 町田 ケーエム薬局山崎店 0 0 1 1
67 町田 クオール薬局成瀬台店 2 2 1 5
68 町田 能ケ谷調剤薬局 0 1 0 1
69 町田 薬樹薬局町田旭町 0 2 2 4
70 町田 薬樹薬局オガワ 0 1 0 1
71 町田 薬樹薬局忠生 1 2 1 4
72 町田 健ナビ薬樹薬局成瀬 1 1 0 2
73 町田 おれんじ薬局 1 0 0 1
74 町田 たまさかいエール薬局 0 0 1 1
75 町田 イワナガ大蔵薬局 0 0 1 1
76 武蔵野 やすらぎ薬局 0 0 1 1
77 西武 明治薬科大学附属薬局 1 0 0 1
78 府中 府中町薬局晴見町店 0 1 0 1
79 調布 しんわ薬局国領店 1 0 0 1
80

神奈川

神奈川 しんまち薬局 1 0 0 1
81 西 シンワ薬局市民病院前店 0 1 0 1
82 中 有限会社　日の出薬局 1 0 0 1
83 南 あけぼの薬局 0 0 1 1
84 南 庄子薬局 0 0 1 1
85 南 ひばり薬局浦舟店 0 0 1 1
86 港南 パンダ薬局 0 0 1 1
87 保土ヶ谷 みねおか調剤薬局 0 1 0 1
88 旭 明日花薬局 0 1 0 1
89 磯子 ハックドラッグ杉田調剤薬局 0 1 0 1
90 金沢 ファーコス薬局能見台 0 1 1 2
91 金沢 薬樹薬局　富岡 0 0 1 1
92 港北 オリーブ薬局 0 1 0 1
93 港北 菊名ふじ薬局 0 0 1 1
94 港北 調剤薬局ツルハドラッグ岸根公園店 0 1 0 1
95 港北 坂本薬局妙蓮寺店 1 0 1 2
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No. 都県 エリア 薬局名 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 合計
96

神奈川

港北 アクア薬局 0 1 0 1
97 緑 さなえ薬局中山店 0 1 1 2
98 緑 望星横浜みどり薬局 1 1 2 4
99 青葉 荏子田ファーマシー 1 0 0 1
100 青葉 まごころ薬局市ヶ尾店 0 1 0 1
101 青葉 龍生堂薬局あざみ野店 1 0 0 1
102 青葉 みどり薬局 1 1 0 2
103 青葉 みんなのくすり屋さん 0 1 0 1
104 都筑 せせらぎ薬局 1 0 0 1
105 都筑 せせらぎ薬局センター南店 0 0 1 1
106 都筑 トップファーマシー 0 0 1 1
107 都筑 みなみ調剤薬局 1 0 0 1
108 都筑 都筑せきれい薬局 1 0 0 1
109 戸塚 あい薬局 0 1 0 1
110 戸塚 ひだまり薬局 1 0 0 1
111 戸塚 ユニスマイル 戸塚店 1 0 0 1
112 栄 シーガル調剤薬局本郷店 1 0 0 1
113 栄 アップル薬局港南台店 0 1 0 1
114 泉 クリエイトエスディー立場店薬局 0 1 0 1
115 泉 薬樹薬局いずみ中央 2号店 1 0 0 1
116 泉 トマト薬局大通り店 1 0 0 1
117 瀬谷 カワセ薬局ふたつ橋店 1 0 0 1
118 川崎 川崎すみれ薬局 1 0 0 1
119 川崎 ひばり薬局川崎店 0 1 0 1
120 幸 健ナビ薬樹薬局古市場 1 0 0 1
121 高津 クスリのナカヤマ薬局久地駅前店 0 1 0 1
122 宮前 パル薬局鷺沼店 1 0 0 1
123 宮前 薬樹薬局宮前平 2号店 1 0 0 1
124 宮前 クリエイトエス・ディー川崎野川店薬局 0 1 0 1
125 多摩 クオール薬局聖マリアンナ医大前店 0 1 1 2
126 多摩 クスリのナカヤマ薬局　登戸駅前店　 1 1 0 2
127 麻生 しま薬局 0 0 1 1
128 麻生 フジ薬局新百合山手通り店 0 1 1 2
129 麻生 さつき台薬局 1 0 0 1
130 麻生 あすか薬局 1 0 1 2
131 麻生 フジ薬局柿生店 1 0 0 1

132 横須賀・逗葉・
三浦 有限会社平作薬局 1 0 0 1

133 横須賀・逗葉・
三浦 薬樹薬局横須賀 1 0 0 1

134 横須賀・逗葉・
三浦 有限会社石黒薬局 0 0 1 1

135 横須賀・逗葉・
三浦 はまゆう薬局 1 0 0 1

136 横須賀・逗葉・
三浦 アモン薬局 0 1 0 1

137 平塚 株式会社アサヒファーマシー追分薬局 0 0 1 1
138 平塚 ナカジマ薬局ららぽーと湘南平塚 0 1 0 1
139 平塚 湘南調剤薬局 0 0 1 1
140 鎌倉 すばる中央薬局大町店 0 0 1 1
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No. 都県 エリア 薬局名 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 合計
141

神奈川

藤沢 湘南台薬局 0 1 0 1
142 藤沢 湘南あおぞら薬局辻堂店 1 0 0 1
143 小田原 夏目薬局 1 1 0 2
144 小田原 ひかり薬局本店 1 2 0 3
145 小田原 わかば薬局小田原店 0 0 1 1
146 小田原 一般社団法人芙蓉薬局 0 0 1 1
147 小田原 くすのき薬局 0 0 1 1
148 小田原 まごころ薬局栄町店 1 0 0 1
149 小田原 つくし薬局 0 0 1 1
150 茅ヶ崎 旭が丘薬局 0 0 1 1
151 茅ヶ崎 桜道薬局 0 1 0 1
152 相模原 かもめ薬局 1 1 0 2
153 相模原 いろは堂薬局東口店 1 0 0 1
154 相模原 東聖薬局相模原店 0 1 1 2
155 相模原 星が丘西薬局 1 1 1 3
156 相模原 かもめ薬局相模が丘店　 0 0 1 1
157 相模原 かもめ薬局相模大野店 1 0 0 1
158 相模原 いろは堂薬局 1 1 0 2
159 相模原 オレンジ薬局鹿沼台店 1 1 1 3
160 相模原 フロンティア薬局麻溝台店 1 0 0 1
161 相模原 大岡薬局 1 0 0 1
162 相模原 日本調剤麻溝薬局 1 1 0 2
163 秦野 神原薬局渋沢店 0 1 1 2
164 秦野 佐野十全堂薬局南が丘店 0 0 1 1
165 秦野 サクライ薬局 0 1 0 1
166 伊勢原 中央堂伊勢原薬局 0 0 1 1
167 伊勢原 リブラ薬局ひまわり店 0 0 1 1
168 厚木 薬樹薬局厚木水引 1 0 0 1
169 厚木 薬樹薬局厚木旭町 1 0 1 2
170 厚木 なかよし薬局愛甲店 1 0 0 1
171 海老名 ガーデン薬局 1 1 0 2
172 海老名 ガーデン薬局中央店 0 1 0 1
173 海老名 ガーデン薬局ViNAGARDENS 店 0 0 1 1
174 大和綾瀬 薬局双葉堂 0 0 1 1
175 大和綾瀬 健ナビ薬樹薬局南林間 0 1 0 1
176 大和綾瀬 薬樹薬局光が丘 0 0 1 1
177 大和綾瀬 薬樹薬局南林間 0 0 1 1
178 大和綾瀬 グリーン薬局 1 0 0 1
179

新　潟
新潟 1 ケンユウ学校町薬局 0 0 1 1

180 上越 1 オタケ薬局 1 0 0 1

181
山　梨

中巨摩東 一般財団法人医薬分業支援センタ - 会営調
剤薬局 0 0 1 1

182 南アルプス こまの薬局 1 0 0 1
183

長　野
長野 一般社団法人あおぞら企画あおぞら薬局 1 0 0 1

184 飯水 アイン薬局飯山店 1 0 0 1
合計 76 72 77 225
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資料 3
2024年度　4年生事前実習　外部講師一覧

講 師 氏 名 所　　　　　　属
1 池島　秀明 医療法人社団鵬友会湘南泉病院
2 桜井なおみ キャンサー・ソリューションズ株式会社
3 大野　郁子 公益財団法人日本医療機能評価機構
4 山口　育子 認定NPO法人ささえあい医療人権センター　COML　理事長
5 大口　　顕 カミヤ健康薬局
6 広池　暁子 トライアドジャパン株式会社
7 佐藤　幸栄 トライアドジャパン株式会社
8 鎌田　勝久 トライアドジャパン株式会社
9 野田和多流 トライアドジャパン株式会社
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（6）公開講座委員会
委員会の開催
　第 1回：令和 6年 5月 23 日〜 29 日　メール委員会
　　2024 年度の講座開催 ( 公開講座・市民講座 ) に向けての日程・オーガナイザーについて
　第 2回：令和 6年 7月 9日　
　　�第 1 回公開講座についての報告及び反省点の確認、第 2回公開講座について、受講者増加対策につい
て、独自性に関する案について

活動概要・現状
　本年度は第 1回公開教育講座と第 2回公開教育講座で、引き続き新システム PECS の導入や有料化を行っ
た。第 1回公開講座「多様化するがん化学療法の最前線」は 6月 9日に開催した。勝俣範之氏は「多様化す
るがん薬物療法の最前線」に関する講演を行い、縄田修一氏は「多職種で患者さんを支える化学療法の進歩
〜薬剤師だからできること・薬剤師でもできること〜」についての講演を行った。
　第 2回公開講座「感染症治療薬の医薬分子化学と臨床」は 10 月 6 日に開催した。伊藤俊将氏は「感染症
治療薬投与後の化学」に関する講演を、大塩崇次氏が「感染症に関わる認定薬剤師の役割」に関する講演を
行った。第 1回と第 2回公開講座のアンケート結果から臨床現場の薬剤師にとって有益な内容であったと考
えている。
　昭和薬科大学・町田市共催市民講座「身体の疾患を可視化し「寿命の質」を高める」に関する講演を 12
月 21 日に実施した。本学の唐澤悟氏は「疾患を強調する造影剤と元素の話」に関する講演を行い，量子医
科学研究所の青木伊知男氏は「MRI の最先端研究：がんと認知症を超早期に発見したい」に関する講演を
行った。

自己点検・評価
　新システム PECS の導入や有料化は、例年通り問題なく実施された。
　第 1回公開教育講座はがん薬物治療について、第 2回公開教育講座は感染症治療についての公開講座であ
り、期待した通り臨床現場で働く薬剤師にとって有益な内容であり、アンケート結果も好評であった。昭和
薬科大学・町田市共催市民講座に関しては、疾患の発見方法についての講座で、一般の参加者のわかりやす
くかつ知的好奇心を満たす内容であり、アンケート結果も好評であった。学習意欲の高い一般市民にとっ
て、魅力的なプログラムであったと考えている。一方、コロナ以前と比較して参加者の減少が目立ち、今後
の課題となった。

今後に向けて
　第 1回公開教育講座と第 2回公開教育講座の受講者の満足度は高い反面、参加者数については、コロナ以
前と比較して減少した。要因として有料化、マンネリ化、コロナによるオンライン化が挙げられる。公開講
座のオンライン化は参加者数確保への有効な手段の一つであるが、オンライン化による質・教育効果の低下
も考慮されるべきである。また、今までとは違う視点や取り組みを行う等、様々な観点から本学の公開講座
の在り方を検討する。

（7）自己点検・評価委員会
委員会の開催
令和 6年 4月 8日（月）（メール委員会）
令和 6年 5月 13 日（月）
令和 6年 5月 22 日（水）
令和 6年 6月 6日（木）
令和 6年 7月 1日（月）（メール委員会）
令和 6年 7月 5日（金）（メール委員会）
令和 6年 8月 21 日（水）
令和 6年 8月 26 日（月）（メール委員会）
令和 6年 9月 27 日（金）
令和 7年 1月 21 日（火）
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令和 7年 2月 10 日（月）
令和 7年 3月 4日（火）

活動概要・状況
　令和 6年度は、前年度に受審した大学基準協会及び薬学教育評価機構からの評価結果に対応するための改
善活動を中心に進めた。特に、大学基準協会からの重大な指摘事項である「内部質保証体制」に関する諸課
題を整理し、6月上旬に全教員を対象とした説明会を開催し、今後の対応方針を伝えた。その後、各担当委
員会等において改善策の検討を進めるよう依頼した。
　本委員会としても具体的な取り組みについての改善案を策定し、各種委員会報告書に「前年度の振り返
り・目標」欄と「自己点検・評価委員会の検証」欄を加え、達成度を検証できるフォーマットに改めた。さ
らに、教員が提出する「授業評価に基づく改善計画」を「授業の自己点検・評価」に変更し、ここにも自己
点検・評価委員会の検証欄を設定し、PDCAが機能するフォーマットに変更した。これにより学内の委員
会活動や教員の自己点検・評価に基づく授業の改善計画が活かされる仕組みとなった。さらに、アセスメン
トプラン及びアセスメント・チェックリストの素案を作成し、学内に展開した。
　例年の取り組みとしては、学内関係部署に前年度の自己点検・評価に係る執筆を依頼し、「昭和薬科大学
教育・研究年報 2023 年度版」の編集・冊子体での出版業務を行い、同時に本学Web サイトでも公開した。

自己点検・評価
　前年度の第三者評価結果を踏まえ、これまで十分に機能していなかった内部質保証体制の再構築に取り組
み、その方向性を見出すことができた。しかし、体制整備に伴う各種規程や内規の改正は未だ十分に進んで
おらず、道半ばであることは否めない。
　また、委員会報告書と教育研究・年報の関連性をはじめ、従来からの教育・研究年報のあり方については
十分な検証が行えなかった。今後は、より効果的な評価項目の設定と内容の充実を図り、年報の質的向上を
目指していく必要がある。

今後に向けて
　令和 7年度も本委員会が中心となり、教育・研究活動が発展を支える「内部質保証体制」の再構築を進め
るとともに、各種改善に向けた取り組みを実行していく。さらに、それらの活動の有効性を検証し、PDCA
が確実に機能する体制を構築する。こうした活動を継続し、令和 8年度末に再提出が求められている自己点
検・評価に係る改善報告書が実効性のある内容になるよう努めていく。

（8）将来計画委員会
委員会の開催
令和 6年 4月 22 日（月）
令和 6年 5月 7日（火）
令和 6年 5月 13 日（月）
令和 6年 5月 27 日（月）
令和 6年 6月 3日（月）
令和 6年 6月 10 日（月）
令和 6年 6月 17 日（月）
令和 6年 8月 20 日（火）
令和 6年 9月 17 日（火）
令和 6年 10 月 7 日（月）
令和 6年 10 月 28 日（月）
令和 6年 12 月 2 日（月）
令和 7年 1月 28 日（月）
令和 7年 3月 3日（月）

活動概要・状況
　令和４年度に策定した教育研究組織体制を基に、本学のディプロマ・ポリシーに基づく教育および薬学教
育モデル・コア・カリキュラム（令和 4年度改訂）に準拠した教育のための組織体制、研究室の在り方や教
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員配置、加えて主任教授の定年退職に伴う補充等について検討し、さらに前年度未充足となった「臨床薬物
治療学研究室（仮称）」を含む５研究室の教授公募を展開した。その結果、「薬用植物資源研究室」を除く４
研究室の教授適任者を決定することができた。
　また、令和７年度以降の体制を検討すべくロードマップの素案を作成した。

自己点検・評価
　令和６年度の教員採用を進めたが一部未充足となり、次年度の検討課題となった。
　また、教育研究組織の見直しについては、今後の状況に照らし合わせた改革がさらに求められることから
毎年度継続して検討を重ねる必要がある。

今後に向けて
　令和６年度からスタートした改訂モデル・コア・カリキュラムに即した教育研究組織のあり方について
は、今後も継続して検討を行い、社会に役立てる人材輩出を行うために将来を見据えた組織構成について、
さらに検討を行っていく。

（9）国家試験対策委員会
委員会の開催
令和 6年 4月 10 日（水）（メール委員会）
　1．令和 6年度後期第 1回演習試験のスケジュールについて
　2．第 109 回国家試験の結果について

令和 6年 4月 25 日（木）（メール委員会）
　1．令和 6年度後期薬学演習試験の合格基準について

令和 6年 5月 8日（水）
　1．幹事の選出
　2．令和 6年度委員会活動の担当について
　3．第 2〜 4回薬学演習試験問題作成の依頼
　4．6年次国試確認試験および 5年次確認試験の作問担当について
　5．6年次 1月の最終総合演習試験と国家試験合格率について
　6．スタートアップ模擬試験成績不良者対象の面談について

令和 6年 6月 3日（月）（メール委員会）
　1．第 1回国試模擬試験（スタートアップ模試）の結果について

令和 6年 8月 22 日（木）
　1．令和 6年度 6 年次留年生 最終総合演習の成績について
　2．令和 6年度 薬学演習試験問題（誤字脱字）チェックについて
　3．成績不良者対象の 9月面談について
　
令和 6年 10 月 11 日（金）（メール委員会）
　1．第 3回国試模擬試験（統一模試Ⅰ）の結果について
　
令和 6年 11 月 18 日（月）（メール委員会）
　1．令和 6年度における 6年次生の冬期における第 2講義棟使用に関する件

令和 6年 12 月 13 日（金）（メール委員会）
　1．直前補講の授業形態に関する件

令和 6年 12 月 20（金）
　1．令和 6年度第 1，2回薬学演習試験採点パターンについて
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　2．令和 6年度 6年次集中補講について
　3．冬期施設開放の見回りについて
　4．冬期施設開放のガイダンスと誓約書について

令和 7年 1月 15 日（水）
　1．令和 6年度第 3回薬学演習試験採点パターンについて
　2．令和 6年度 6年次集中補講について
　3．令和 7年度 6年次生日程案について
　4．令和 6年度 2月の特別補講について

令和 7年 2月 6日（木）
　1．令和 6年度第 4回薬学演習試験合否判定について
　2．�令和 7年度後期 6 年次生 薬学演習試験出題責任者 兼 最終総合演習講義調整責任者（案）と最終総合

演習・薬学演習試験について
　3．�令和 7年度前期 6 年次留年生 薬学演習試験出題責任者 兼 最終総合演習講義調整責任者（案）と最終

総合演習・薬学演習試験について
　報告
　1．令和 7年度 5年生の基礎薬学総合演習第 2部について
　2．令和 7年度 6年次留年生日程（案）
　3．令和 7年度 5年次生 国家試験対策に関するお願いについて
　4．令和 7年度 6年次生 国試模擬試験の模試振り返り票について
　5．第 110 回薬剤師国家試験の解説書の作成について
　6．令和 7年度 6年次生の学習確認シートについて
　7．第 5回国試模擬試験（統一模試Ⅲ）の結果について

令和 7年 3月 7日（金）（メール委員会）
　1．第 110 回薬剤師国家試験の解説書の作成について

活動概要
＜ 5年生に対する対策＞
　①模擬試験：3月に 1回実施した。
　②�実習空期の確認試験：国家試験勉強への意識を促すことを目的として、去年に引き続き、実務実習の無
い 2つの期それぞれに 1回受験する確認試験を行なった。

＜ 6年生に対する対策＞
　①国試確認試験：4、5、6月に 1回ずつ、計 3回実施した。
　②�模擬試験：4月 17 日、7 月 31 日・8 月 1 日、10 月 2-3 日、10 月 23-24 日、11 月 21-22 日、1 月 27-28 日
に計 6回実施した。

　③�基礎学力補講：4〜 7 月にかけて外部講師による講義を計 13 日間実施した。講義形式は全て対面とし
た。

　④�総合学力補講：8〜 11 月に計 34 日間、外部講師による全科目の補講を実施した。本年度も昨年度に引
き続き基本的には講義形式を全面対面とした。

　⑤�直前補講：1〜 2 月に 10 日間、外部講師による全科目の補講を実施した。総合学力補講では講義形式
を全面対面としたが、国家試験も間近に迫っているので感染リスクを考慮し、対面とライブ配信を併用
して希望する形式で受講できるようにした。

　⑥�集中補講：今年度も昨年度に引き続き、1月下旬の 3日間（本年度は 21 〜 23 日）で、医療系科目を中
心に集中補講を行なった。今年度においては、従来の医療系科目（薬理、病態・薬物治療、薬剤、実
務）に加えて、衛生と法規・制度・倫理についての補講も行った。受講に関しては、基本的に受講対象
者を絞り、講義形式としては全面対面とした。

　⑦ �2 月の特別補講：今年度は、国家試験が予想より 1週間後ろにずれたので、例年行われている直前補講
が終わった後の 2月の 3日間に、外部講師による必須問題に特化した補講を実施した。

　⑧�面談：第 1回模擬試験の成績をもとに対象者を選び出し（面談対象者 53 名）、委員による面談を 6月か
ら定期的に実施した。面談結果を点数化し、低得点の学生がいれば特別の対応をとるという対応は、今
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年度も継続して行った。委員による面談はその他に、希望者などに対して年間を通じて適宜行った。10
月には薬学ゼミナールの専任講師による個人面談会も行なった。

　⑨�国家試験ガイダンス：基本的に、模擬試験などの 6年生が全員集まる日にあわせて、年間を通じ適宜
行った。また、8月の閉鎖期間に入る前にもガイダンスを行った。

　⑩�閉鎖期間中の教室開放：冬期の閉鎖期間については自教室と学習室を開放した。ただし、申請した学生
のみが利用できることとし、申請者には事前にガイダンスを行い、感染症対策などの利用時における注
意事項を説明した。

　⑪�第 109 回薬剤師国家試験問題解説書の作成：本学の正答率が全国平均と比べて低かった問題を中心に解
説書の作成を教育職員に依頼し、6年生に提示した。

　⑫�学習確認シート：6年生がアドバイザーとコミュニケーションをとり続けやすい環境を作ることを目的
として、国試対策で使用している参考書の勉強の進捗を、2週間に 1回の頻度でアドバイザーに報告さ
せるようにした。

＜ 5年次生科目　基礎薬学総合演習＞
　�　実務実習空き期の 5年生に対し、manaba に代えて新たに ESS システムを用いた演習を試みた（基礎
薬学総合演習第 2部）。また、物理、化学、生物の講義を実施するために、講義担当者とその内容の調整
を行った（基礎薬学総合演習第 1部）。

＜ 6年次生科目　最終総合演習＞
　�　最終総合演習の講義担当者とその内容の調整を行った。また、最終総合演習の単位取得試験である薬学
演習試験の出題者と出題内容の調整を行った。

自己点検・評価
　6年生に対しては国試対策で使用している参考書の勉強の進捗をアドバイザーに報告させているが、教員
の負担を少しでも減らすことができるように、今後、学習確認シートについては、来年度に向けて対象学年
や頻度などを再検討する必要があると考える。教室開放については、光熱費の高騰などにより夏期閉鎖期間
では実施できなかったが、冬期閉鎖期間では教室の利用を希望する 6年生に対して個別にガイダンスを行
い、利用上の注意を十分に説明した上で実施した。1日当たり利用者数はおよそ 20~30 名であったが、多い
ときでは 30 名を超えることもあり、学年の 1割またはそれ以上が利用しており、学習の場の提供も重要で
あることを感じた。昨年度に引き続き今年度の総合学力補講に関しては、COVID-19 を含む感染症の影響は
少なくなっているので、11 月いっぱいまで全面対面で行った。また、今年度で 3年目となる新たな取り組
みとして、1月下旬の連続した 3日間で医療系科目を中心に集中補講を行なった。受講人数を絞った授業で
あるため実施当日の学生たちの評判もよく、非常に頑張っている様子がうかがえた。また、集中補講実施後
アンケートにおいてもかなり好評であり、来年度も引き続き実施したいと考えている。模擬試験について
は、その結果を学生が自己分析する際に利用するものとして、模試振り返り票と称し、科目ごと、問題区分
ごとの得点を入力すると正答率が表示されるエクセルシートを用意した。この模試振り返り票の利用は以前
より行っているが、3年前から本格的に始動させた。利用した学生には、自身の弱点を把握し、学習計画を
立てるのに役立っていたようである。ガイダンスについても 3年前から第 1回薬学演習試験が 9月に前倒し
になったことから、夏休みの過ごし方について特に重点的なガイダンスを行ない、その時期の過ごし方の重
要さを伝えた。ただ 9月の第 1回薬学演習試験は、試みとしては十分に定着していないと思われることか
ら、今後、ガイダンスなどを含め情報をしっかりと学生たちに伝えてゆきたいと考えている。
　第 110 薬剤師国家試験は、2月 22、23 日に行われた。学生の自己採点情報からの予想としては前年と比
較して難易度はほぼ同等と考えられたため、合格のボーダラインは去年並みと予想された。結果的にボーダ
ラインは 213 点となり、本学の新卒者合格率は 81.2％で、既卒者と合わせた総合では 73.9％となった。新卒
者合格率としては、昨年度の 83.1％と比較して 1.9 ポイント下がる結果となったが、私大順位としては、去
年と同じ 37 位であった。一方、本年度においては、第 3回演習試験に合格できなかった学生の中からも 2
名の国家試験合格者がでており、昨年度から新たに取り入れた集中補講をはじめとする直前での頑張りや勉
強のやり方次第では、合格ラインに達することが可能であることが示された。

今後の対応
　学習確認シートの利用については費用対効果の観点から継続すべきかどうかについてご意見をいただくこ
とも多いが、今後も引き続き頻度なども考慮しながら継続してゆきたいと考えている。5年生の対応に関し
ては、学生のモチベーションをどう導いてゆくのかいつも頭を悩まされている。今後、より良い効果的な方
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法を検討し、学習効果を促すための方策を検討したいと考える。閉鎖期間の教室開放は、冬期だけでなく夏
期においても実施できるよう努めたいところではあるが、光熱費と学生からの需要を考えた上で適宜検討し
てゆきたい。ガイダンスと面談についてはそれぞれの学年における特徴なども理解した上で、より効果的な
ものを目指し、特に夏休み前のガイダンスについては学生が夏季休暇を有効に使えるように指導を徹底した
い。来年度も引き続き、薬学教育推進センターの協力を得ながら対策の内容を見直し、新たな取り組みにも
挑戦してゆきたい。

（10）英語教育委員会
活動概要
　新入生を対象とするプレイスメントテストを 4月の授業開始前に実施し、英語科目のクラス分けの資料と
した。
　昨年度より、11 月および 12 月に実施される、2年次と 1年次のプレイスメントテストの業者をTOEFL
から ELPA（英語運用能力評価協会）に変更した。変更の主な理由は、後者のほうが学生の英語力をきめ細
かく評価することができる、費用も大幅に節約できる、といったことである。
　担当コマ数の多いイングリッシュ・スピーカーの非常勤講師 1名が今年度末で定年退職するため、新たに
2名の非常勤講師を採用した。
　次年度より、英語教育科目の授業担当者は、非常勤講師であっても科目責任者となる。また授業において
もA-Portal で出欠を記録することになる。以上の大きな変更について非常勤講師に説明し協力をお願いす
るため、2月に説明会を開催した。
　今年度の新 1年生より新カリキュラムがスタートしたため、旧カリキュラムが適用される 1年次留年生に
必要な対応をした。

自己点検・評価
　2年次と 1年次のプレイスメントテストを、昨年度よりELPA（英語運用能力評価協会）を利用して実施
した。これにより、費用を半分以下に抑えることができ、かつ、学生の英語力もより詳細に判定できるよう
になった。
　上記のプレイスメントテストは、特に 2年次において毎年欠席者が多いことが問題となっていたが、今年
度は欠席者に対して追試を実施することにより、受験率を大幅に上げることができた。

今後に向けて
　令和 8年度より 3年生に新カリキュラムが適用されることになるため、3年の英語科目は必修科目から自
由科目となる。それにともない、科目の内容も変わってくるので、具体的に対応する必要がある。

（11）人文社会教育委員会
委員会の開催
◆ 5月 30 日（メール委員会）
　・幹事の選出について
　・リベラルアーツ系科目担当者選出について

◆ 6月 19 日
　・次年度開講科目のうち担当者未定講義について
　・次年度非常勤講師申請手続きに関するスケジュールについて
　・科目担当者と受講学生との連絡の取り方について

◆ 10 月 17 日（メール委員会）
　・次年度開講科目の科目担当者について [ 報告 ]

◆ 11 月 11 日（英語教育委員会との合同開催）
　・「非常勤講師担当科目の運営についての確認」に対する意見について
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　・次年度開講科目のうち担当者未定講義について

◆ 11 月 17 日（メール委員会）
　・「非常勤講師担当科目の運営についての確認」について [ 報告 ]

◆ 12 月 2 日（メール委員会）
　・次年度開講科目の担当者について
　　　グローバルヘルス　1　および 2
　　　実例から学ぶ経済学
　・次年度以降のリベラルアーツ科目を開講するにあたっての不明点について

◆ 12 月 20 日（メール委員会）
　・次年度開講科目担当非常勤講師ついて

◆ 1月 20 日（メール委員会）
　・次年度開講科目担当非常勤講師ついて

◆ 3月 3日
　・次年度開講科目のうち担当者未確定科目について
　・次年度ガイダンスの内容について
　・リベラルアーツ科目担当者の資格などについて
　・人と文化（旧カリ）I〜 IVおよびVI 履修者に対する対応について

◆ 3月 9日（メール委員会）
　・次年度人と文化VI 倫理（旧カリ）の担当者について

◆ 4月 4日
　・令和 7年度人と文化担当者について
　・令和 7年度リベラルアーツ科目（グローバルヘルス 2）担当者について

活動概要、現状
　・�昨年に引き続き、新コアに対応するために、「人と文化」科目を「リベラルアーツ・教養系科目」へと
再編成した。

　・旧カリ科目未修得学生（1，2年生）への対応を行った。

自己点検・評価
良い点：
　・�選択科目におけるミスマッチを減らすために、昨年度より第 1回目の講義を選択する学生全員が視聴で
きるようにしている。これを今年度も継続し、学生の満足度向上に貢献できた。

　・新たに開講する科目（新カリ）の整備を終えることができた。
改善すべき点：
　・次年度科目担当者の早期決定を実施したい。
　・新カリの改善点を学生からのフィードバックを含めて集め、より充実した科目群にしたい。

（12）不正行為防止委員会
自己点検・評価
　令和 6年度も前年度同様、本委員会が取り扱うべき不正事案は発生しなかった。

今後に向けて
　引き続き、研究費のみならず研究全般において、不正や「うっかり」を未然に防止できるよう統括管理責
任者（副学長）、コンプライアンス推進責任者（大学事務長）、研究倫理教育推進責任者（大学院研究科長）
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と連携を図っていく。

〔研究倫理教育推進室〕
委員会の開催
　日　時：令和 6年 5月 27 日（メール委員会）
　　議案 1．2024 年度研究倫理教育について（コンプライアンス研修会以外）

　日　時：令和 7年 3月 11 日（メール委員会）
　　議案 1．研究データ保存確認調査について

活動概要・現状
　1．研究室における教育の実施
　2．�「科学の健全な発展のために−誠実な科学者の心得−」Green Book の通読（新規着任者・大学院 1年

生）
　3．�日本学術振興会　研究倫理 eラーニングコース（e-Learning Course on Research Ethics）[eL CoRE]

の受講（新規着任者）
　4．文部科学省への報告
　　�「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に基づく取組状況に係るチェックリス
ト提出。

　5．1年次科目「薬学リテラシー」（宇都口学長）
　6．研究データ保存確認調査（2025 年 3 月 21 日）

自己点検・評価
　「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」が求める趣旨、内容に沿った取り組みを
継続した。

今後に向けて
　引き続き、文部科学省のガイドラインに沿った管理体制の構築改善に努めたい。

〔コンプライアンス推進室〕
委員会の開催
　日　時：令和 6年 5月 28 日（メール委員会）
　　議案 1．2024 年度コンプライアンス研修会について

活動概要・現状
　1．改正ガイドラインに沿った体制、不正防止基本方針・計画等の確認
　　令和 3年度に構築した改正ガイドラインに沿った体制および不正防止基本方針・計画等の確認をした。
　2．監事との連携、情報提供、意見交換 2024 年 11 月 1 日〜 5日
　3．監査人との連携、情報提供、意見交換 2024 年 11 月 20 日〜 21 日
　4．文部科学省への報告
　　�「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づく「体制整備等自己評
価チェックリスト」提出。

　5．コンプライアンス研修会
　　令和 3年度より、2年に 1度の開催に変更となっており、令和 6年度は開催しなかった。
　6．誓約書の提出
　7．メールマガジン（啓発活動）
　　�平成 28 年 9 月より、月に 1回の頻度で配信を継続している。研究費不正について理解が望まれる情報
は多岐にわたり、集合形式の研修会においても、一度の機会に全ての情報を網羅することは難しい。こ
のため補完的な位置づけとして、メールマガジンを企画し、実行している。毎年のことでも繰り返し、
取り上げることで、理解できるよう工夫している。
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自己点検・評価
　理事会ほか監事や公認会計士との連携など、学校法人が一体となって取り組む点については、継続的な取
り組みが必要である。

今後に向けて
　改正ガイドラインに沿った体制、不正防止基本方針・計画等の確認を行っていき、必要に応じて改訂を行
う。
　　　
学内監査
　1．学内監査の質の向上のための会計士との意見交換・連携・講義 2024 年 11 月 20 日〜 21 日

　2．学内監査の実施
　　公的研究費監査		  2024 年 9 月 9 日
　　一般・公的研究費監査	 2024 年 11 月 12 日、14 日
　　最終監査			   2025 年 3 月 14 日
　　抜き打ち監査		  記載省略

　3．リスクアプローチ監査の実施
No 分　類 No 調査名
1 物品 （1） 業者選定（業者別執行比率調査）

（2） マーキング（事後チェック）
（3） 業者帳簿突き合わせ調査
（4） 換金性の高い物品調査

2 出張 （1） 出張計画ヒアリング調査
（2） 出張実績確認調査

3 非常勤雇用者 （1） 採用時ヒアリング
（2） 支払時ヒアリング

4 その他 （1） 専門的知識を有する者による事後チェック

（13）FD 委員会
委員会の開催
　令和 6年 6月 28 日（金）
　　議題：１）幹事の選出
　　　　　２）第３者評価に対する対応について
　　　　　３）令和６年度ＦＤ研修会について

　令和 6年 7月 22 日（月）（メール委員会）
　　議題：１）令和 7年度予算について

その他
新任講義担当教員教務研修会
　対象：令和 6年度講義担当教員 2名　（原教授、酒井講師）
　日時：令和 6年 4月 10 日（水）　9：00 ～ 12：00

第 1 回ＦＤ研修会
　演題： いま進める内部質保証の仕組みづくり ～ どうしてこれが学生のためになるのか ～
　講師： 桑木 康宏 先生　学びと成長しくみデザイン研究所
　対象： 全教員
　日時： 令和 6年 10 月 28 日（月）15:00-16:30  
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FDer（ファカルティ―・ディベロッパー）養成研修会初級編（FD研修会）
　参加者：唐澤 悟　（FD委員長）
　日時：令和 6年 11 月 30 日（土）　10:00 ～ 17:00
　場所：芝浦工業大学豊洲校舎本部棟
　主催：日本高等教育開発協会（JAED）

活動概要・現状
　講義を担当する 2名の新任教員（教授と講師の先生）が入職され、例年通り新任教員のためのFD研修会
が開催された。
　教員全体へのFD研修会は学びと成長しくみデザイン研究所（学び研）の桑木先生にご講演頂いた。本学
が抱えている内部質保証の課題に関する「いま進める内部質保証の仕組みづくり ～ どうしてこれが学生の
ためになるのか ～」をテーマにご講演頂いた。
　特定教員のFD研修会として、FD委員長（唐澤）が日本高等教育開発協会（JAED）主催のファカルティ
―・ディベロッパー研修会の初級編に参加した。

自己点検・評価
　本年度は教授と講師 1名ずつの新任教員が講師以上の教員として加わり、例年通り新任教員向けのFD研
修会を行った。講師以上の新任教員の研修会開催が定着しつつある。
　学び研の桑木先生にご講演いただいたFD研修会では、内部質保証を取り上げた内容でご講演頂いた。本
学は第 3者評価において、喫緊の課題として内部質保証の改善が求められており、FD研修会を通して教員
全体の内部質保証の取り組みへの関心を持っていただきたい狙いがあった。
　特定教員のFD研修会についてはFD委員長がファカルティ―・ディベロッパー初級編に参加した。多く
の大学のFD担当者が集い少人数のグループを形成し、自身の大学のFDの取り組みや問題点を紹介し、そ
の課題に対してどのように取り組むべきかグループ内で協議した。FD取り組みの知識とスキル向上を目的
に、ファシリテーターから解決のための方法や経験が紹介され、良い教育を継続的に行うための方策につい
て話しあいを行った。

今後に向けて
　「内部質保証の必要性と理解」をテーマに FD研修会を行い、多くの教員が参加した。次年度の研修会に
おいては、教員全員参加ができるように、研修内容やアナウンスの工夫をしていきたい。今年度はFD委員
長が交代し、新委員長となって初年度であった。今までの取り組み内容の学習から始まり、新しいFD企画
を実践できなかった点は今後見直していきたい。
　委員から教育のためのFDに加えて、科研費取得などの研究に関するFD企画の希望が出された。次年度
以降の検討を進めたい。

（14）共用試験委員会
委員会の構成
　OSCE小委員会
　CBT小委員会
　昭和薬科大学 SP会運営ワーキンググループ

委員会の開催
共用試験委員会
　第 1回　令和 6年 5月 14 日（火）
　第 2回　令和 6年 7月 12 日（金）メール会議
　第 3回　令和 6年 9月 2日（月）

小委員会
CBT小委員会
　第 1回　令和 5年 8月 24 日（木）
　第 2回　令和 5年 12 月 21 日（木）
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　第 3回　令和 6年 2月 27 日（火）

活動状況
共用試験委員会
　共用試験委員会はOSCE小委員会、CBT小委員会を下部組織として運営した。共用試験委員会としては、
OSCE 関連、CBT関連の日程確認、それぞれの試験の全体運営を行った。また、SP会の運営については、
昭和薬科大学 SP会運営ワーキンググループが中心となって行った。

OSCE小委員会
1．OSCE評価者養成講習会
　　令和 6年 6月 22 日（土）　12:30 〜 15:30
　　学内教員　0名　学外　12 名／合計 12 名参加
　　参加者（学外のみ）には修了証を発行した。

2．OSCE模擬医師養成講習会
　　令和 6年 6月 22 日（土）　12:30 〜 15:30
　　学外　11 名
　　参加者には修了証を発行した。

3．OSCE直前講習会
　　令和 6年 11 月 27 日（水）　18:00 〜 20:30
　　学内教員 28 名、学外教員 6名、病院薬剤師 26 名、薬局薬剤師 25 名／ 85 名参加
　　令和 6年 11 月 30 日（土）　9:30 〜 12:00
　　学内教員 10 名、学外教員 7名、病院薬剤師 28 名、薬局薬剤師 16 名／ 61 名参加
　　参加評価者　合計 146 名　（予備評価者含む）　※ 1名は別日で実施

4．令和 6年度OSCE本試験及び追・再試験
　　受験学生：256 名
　　【本試験】
　　　①実施日　令和 6年 12 月 7 日（土）　9:00 〜 17:40
　　　②課　題　5領域 6課題
　　　　　　　　各課題 6レーンで実施
　　　③OSCE担当スタッフ数
　　　　1）評価者：147 名（学内教員 39 名、学外教員 13 名、病院薬剤師 54 名、薬局薬剤師 41 名）
　　　　2）SP：38 名
　　　　3）�その他スタッフ：運営、評価入力、誘導、ロールプレイ担当スタッフ、時間管理など教職員 70

名、学生（5年生および大学院生）48 名
　　　④モニター
　　　　武蔵野大学より 1名のモニターが派遣された。
　　　　また、本学からも武蔵野大学の本試験OSCEモニターとして参加した。
　　　⑤会場
　　　　試験会場：領域 1、3、5／第 2講義棟 4階・5階
　　　　　　　　　領域 2-1 ／実習棟 2階　第 1実習室
　　　　　　　　　領域 2-2、4 ／実習棟 2階　第 2実習室
　　　　学生集合室／第 2講義棟 2階　201 教室、202 教室
　　　　終了学生の待機場所／第 2講義棟 3階　301 教室
　　　　評価入力／実習棟 5階　PC演習室
　　　⑥試験実施方法及びタイムスケジュール
　　　　OSCE開始前に、外部評価者を交えてテストラン実施。
　　　　　（課題閲覧：1〜 2分、課題実施：5分、移動後待機：1〜 2分）
　　　　学生を 5グループ（4グループ 56 名、1グループ 32 名）に分けた。
　　　　集合は午前 2グループ、午後 3グループ。
　　　　試験終了学生と他の学生との接触を避けるため、集合時間と解散時間及び使用教室を考慮した。
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　　　　また、集合場所とは別に荷物を置く教室を設け、携帯電話等を保管した。
　　　⑦評価表入力
　　　　評価表は共用試験センターフォーマットで評価者が記入後、入力担当者が PC入力し、入力
　　　　データは試験当日に薬学共用試験センターへ送信した。
　　【追・再試験】
　　　①実施日　令和 7年 2月 15 日（土）　10:10 〜 11:55
　　　②課題　　5領域 6課題
　　　③OSCE担当スタッフ数
　　　　1）評価者：12 名（外部評価者　6名）
　　　　2）SP：4名
　　　　3）その他スタッフ（運営、入力など）：12 名
　　　④モニター
　　　　武蔵野大学より 1名のモニターが派遣された。
　　　⑤会場
　　　　試験会場：実習棟 2階　第 2実習室、実習棟 5階　第 7実習室
　　　　その他、本試験に準じて行った。

　　【本試験、追・再試験結果】
　　　合格基準：細目評価 70%以上、概略評価 5以上
　　　受験者数　256 名、合格者数　255 名（不合格者 1名は本試験、追・再試験ともに欠席）

5．他大学への評価者派遣
　　教員 13 名を評価者としてOSCE本試験に派遣した。
　　　東京薬科大学　3名
　　　日本薬科大学　2名
　　　横浜薬科大学　6名
　　　湘南医療大学　2名

CBT小委員会
1．令和 5年度 CBT体験受験、本試験及び追再試験
　　【体験受験】
　　　①実施日：令和 6年 9月 3日（火）、4日（水）　8：50 〜 17：30
　　　②実施場所：本学 PC演習室
　　　③モニター：帝京大学より各日モニター 1名が派遣された。
　　　　本学から帝京大学のCBT体験受験にモニター 1名を派遣した（令和６年 7月 25 日〜 26 日）。
　　　④�タイムスケジュール等：薬学共用試験センターから提供されたタイムスケジュールに則って行っ

た。
　　　各ゾーン 2時間の試験時間を確保した。
　　【本試験】
　　　①実施日：令和 7年 1月８日（水）、９日（木）　8：50 〜 17：30
　　　②実施場所：本学 PC演習室
　　　③モニター：帝京大学より各日モニター 1名が派遣された。
　　　　本学から帝京大学のCBT本試験にモニター 1名を派遣した（令和 6年 12 月 17 日 ~18 日）。
　　　④�タイムスケジュール等：薬学共用試験センターから提供されたタイムスケジュールに則って行っ

た。
　　　各ゾーン 2時間の試験時間を確保した。
　　【追再試験】
　　　①実施日：令和７年 3月４日（火）
　　　②実施場所：本学 PC演習室
　　　③モニター：帝京大学よりモニター 1名が派遣された。
　　　　本学から帝京大学のCBT追再試験にモニター 1名を派遣した（令和７年 2月 25 日）。
　　　④�タイムスケジュール等：薬学共用試験センターから提供されたタイムスケジュールに則って行っ

た。
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　　　各ゾーン 2時間の試験時間を確保した。
　　【本試験・追再試験　結果】
　　　合格基準：正答率 60%以上
　　　受験者数　256 名、合格者数　250 名

昭和薬科大学 SP会運営ワーキンググループ（昭薬 SP会運営WG）
1．SP養成講習会
　　令和 6年 9月 3日（火）、21 日（土）、10 月 2 日（水）、7日（月）、9日（水）
　　参加者合計：39 名

2．OSCE直前講習会参加
　　令和 6年 11 月 27 日（水）　18:00 〜 20:30
　　　参加者：13 名
　　令和 6年 11 月 30 日（土）　9:30 〜 12:00
　　　参加者：25 名

3．OSCE練習会
　令和 6年 12 月 2 日（月）　時間は参加者の都合に合わせ 1時間程度実施
　　参加者：22 名
　令和 6年 12 月 3 日（火）　時間は参加者の都合に合わせ 1時間程度実施
　　参加者：15 名

4．OSCE本試験・再試験への対応
　�　本試験は領域 1に 15 名、領域 5に 14 名を配置し、1レーンにつき 2名若しくは 3名でローテーション
を組み、1回あたり 4名を担当した。
　�　再試験は 4名（うち 2名は予備）を配置し、再試験当日の午前中に事前練習会を実施したのち、領域 1
は 4名、領域 5は 1名の受験者を担当した。
　
自己点検・評価
1．共用試験委員会全体
　�　共用試験委員会内にOSCE 小委員会と CBT小委員会を設け、業務を分担して実施した。また、SP関
連業務については実務実習委員会の昭薬 SP会運営WGに一任した。これら 3つの体制により、運営が円
滑に実施できた。共用試験委員会としては薬学共用試験センターへの対応、学生の受験手続き、受験環境
の整備、試験結果の通知等の業務を行い、OSCE及び CBTの準備と実施はそれぞれの小委員会が中心と
なって行った。OSCE小委員会では、課題の追加等に伴い、模擬医師養成も行った。また、昭薬 SP会運
営WGは、定期的に SP養成講習会を開催するとともに、OSCEに参加する SPに対してOSCE直前講習
会と練習会を実施した。

2．OSCE関連
　�　今年度は、受験予定の学生が例年より増加したことで、従来の６レーンでは足りなく、７レーンでの運
用になった。レーン増加に伴い、学生誘導の手順など動線の確保及び確認を行い、かつ適切な業務の分担
によりトラブルなく運用できた。以上より、OSCE小委員会は円滑に機能したといえる。またこれら業務
に対して、臨床薬学教育研究センター事務職員の適切な支援があった。
　
3．SP関連
　�　昭薬 SP 会WGを発足し、SP会員確保と講習会など運営活動を一任した。昭薬 SP会会員登録数は 51
名となり、OSCE本試験に参加された SPは 39 名と十分な人数の SPを確保することが出来た。登録数も
多くなり、一見安泰のように見られるが、参加者の年齢層が高く、今後は年齢層を考慮した勧誘が必要に
なると考えられる。今後は、さらに、新規勧誘などの活動を通じて本学 SP会に対する地域の方々の理解
を深め、会員数の増加に繋げて行きたい。

4．CBT関連
　�　今年度は、受験予定者数の増加に伴い、コンピューター演習室での座席及びコンピューターが足りなく
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なることから、受験学生に不利にならないように配慮した運営が必要になった。また、感染症対策にも留
意しながらの運営となった。これらの結果、体験受験、本試験、追再試験のいずれも問題なく運営するこ
とが出来た。一方で、体験受験の欠席が例年より多く見られたことから、一部の学生ではあるが、緊張感
の欠如が危惧された。

今後に向けて
1．円滑なOSCE、CBTの運用
　�　薬学共用試験に関わる様々な業務について、円滑に業務を遂行できる体制を継続する。
　�　今後、必要に応じて、緊急時対応マニュアルの改訂やその他のマニュアルの作成を行うこととする。
CBTにおける、本学の態様に応じた簡易マニュアル「昭和薬科大学におけるCBT試験監督者への注意事
項」についても現状に合わせて適宜修正を行っていく。OSCEでは、新カリに対応した課題の改訂が目前
に迫り、テストランが予定されている。また、課題に沿って模擬医師の養成なども緊急の課題であり、適
宜、対応を行なっていく。

2．SP関連の対策
　�　今後、SPの高齢化による離脱とOSCE 試験への参加人員の減少は続いていくと思われ、新規 SPの募
集は毎年継続的に実施することが大切である。新規勧誘などの活動などを通じて本学 SP会に対する地域
の方々の理解を深め、会員数の増加に繋げて行きたい。来年度も学生数が多くOSCE は 7 レーンで行う
予定であり、今年度同様に多くの SPが必要になるため、必要十分な人数の確保が求められる。

（15）利益相反委員会
活動状況・現状
　利益相反委員会では、外部の競争的資金申請及び共同研究開発について利益相反の有無に関する審議を中
心に活動した。
　令和 6年度は外部資金 2件の審査を行い、いずれも利益相反には該当しないと判断した。

自己点検・評価
　令和 6年度の外部資金 2件に関する利益相反について、いずれも審議がスムーズに行われたことが良い点
として挙げられる。
　また、共同研究等を主管する庶務課が平常時より連携して契約内容等を確認し、利益相反に係る項目を
チェックできていることも良い点として挙げられる。
　問題点等としては、多様な利益相反の内容を正しく評価し、委員会を通して開示するために、さらなる審
議事案の蓄積が今後の課題として挙げられる。

今後に向けて
　今後も、委員会内におけるスムーズな審議運営が引き続き行えるよう、適正かつ迅速な利益相反マネジメ
ントを行う。
　また、個人と組織、あるいは異なる組織間の利益相反を適切に評価の上、正しく開示することが大切なた
め、連携を強化しながら十分注意を払い適切に対応する。
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４．常設運営委員会
（1）図書館運営委員会
委員会の開催
第１回　令和 6年 5月１６日（木）
　　1．令和６年度幹事選任について
　　2．選書について
　　3．選書ツアーについて
　報告
　　1．OA出版MDPI の登録解除について
　　2．令和５年度決算報告
　　3．令和６年度予算報告
　　4．令和５年度図書館利用統計報告
　　5．電子ジャーナル利用状況報告

第２回　令和６年５月２７日（月）メール委員会
　　1．選書のお願い ( 令和６年度第１回 )

第３回　令和６年６月２４日（月）メール委員会
　　1．購入希望図書について

第４回　令和６年８月２３日（金）メール委員会
　　1．選書のお願い ( 令和６年度第２回 )

第５回　令和６年９月１７日（火）
　　1．令和７年度図書館予算案について
　　2．図書館特集展示について
　報告
　　1．選書ツアー日程について

第６回　令和６年９月２０日（金）メール委員会
　　1．令和７年度予算案について

第７回　令和６年１０月８日（火）メール委員会
　　1．購入希望図書について

第８回　令和６年１１月２０日（水）メール委員会
　　1．選書ツアー学生選書リストについて

第９回　令和６年１２月４日（水）
　　1．選書のお願い ( 令和６年度第３回 ) について

第 10 回　令和６年１２月１６日（月）メール委員会
　　1．購入希望図書について

第 11 回　令和７年２月５日（水）メール委員会
　　1．選書のお願い ( 令和６年度第４回 ) について

第 12 回　令和７年２月２０日（木）メール委員会
　　1．寄贈図書受入について
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第 13 回　令和７年３月３日（月）メール委員会
　　1．購入希望図書について

活動概要・現状
・�今年度は、図書館運営委員会委員の選書および教職員・学生からの購入希望等により、医学・薬学分野
358 冊、自然科学分野 149 冊、その他 441 冊の図書を受け入れた。
・�昨年度に引き続き２回目の学生選書ツアーを 11 月 16 日に開催し、2年～ 4年次の計 6名の学生が参加し
た。これにより小説、教養書など計 91 冊購入した。
・�10 月 2 日に 1年次薬学リテラシーにおいて、図書館やインターネットを利用して学習や研究に必要な情
報等を収集できることを目標に講義を実施した。

自己点検・評価
・�2 年目となった学生選書ツアーは予定人数より少なかったため、1人あたりの予算を増額して実施した。
選書した図書により特集展示をしたが、昨年と比較して貸出数が増え、概ね好評であった。選書ツアーは
土曜日に実施しているが、休日にも拘わらず参加してくれる学生には感謝している。この行事も定着して
選書ツアーに行く学生が増えてくれればと思う。一方、開催時期が遅かったため、特集展示の時期が年末
となり、学生がいない時期に開始となってしまった。
・�図書館員が講義する 1年次薬学リテラシーは定着してきたと考える。1年生には入学時に図書館ガイダン
スを行っているが、学生生活に不慣れな時期であり図書館への関心が向きにくいことから、後期実施のこ
の講義は関心を向けてもらう一助となっている。図書館を学業の情報収集場所として活用してもらうよう
努めたい。

今後の対応
　学生選書ツアーは 1年目より購入図書が増え特別展示も充実して、利用者の興味をひいていた。参加者は
10 名程度可能なので、来年度は参加してくれる学生を増やしたい。それが図書館へ興味を持って利用して
くれる学生を増やすことにつながればと考える。また、開催日程を早めて後期試験より 1か月以上前に特集
展示できるようにしたい。
　図書館へ足を運ぶ機会を増やし、興味を持ってくれることを目的としたイベントとして、セルフ館内ツ
アーを予定している。
　来年度以降、図書館予算が抑制されることが決定した。これは海外の電子ジャーナル・学術情報データ
ベースの契約解除を伴うことから、今後、予算に合わせた学術研究環境の検討が必要である。

（2）薬用植物園運営委員会
委員会の開催
第 1回（メール会議）
開催日：2024 年 4 月 19 日（金）
　審議事項　1．令和 5年度運営委員会報告書について

第 2回 ( メール会議 )
開催日：2024 年 5 月 10 日（金）
　審議事項　1．令和 5年度教育研究年報について

第 3回（メール会議）
開催日：2024 年 9 月 5 日（木）
　審議事項　1．令和 7年度予算について

第 4回（薬用植物園にて）
開催日：2025 年 1 月 24 日（金）
　審議事項　1．薬用植物園規定の文言について
　　　　　　2．令和 7年度薬草教室の講演担当者について
　　　　　　3．団体見学の申込みに関して
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第 5回（メール会議）
開催日：2025 年 1 月 31 日（金）
　審議事項　1．薬用植物園規定の改定に関する資料について

令和 6 年度（2024 年度）来園者数実績

月 薬草教室 団体見学
漢方薬生薬
認定薬剤師
薬草園研修

土曜日
自由見学 計

（人） ( 団体） （人） （人） （人） （人）

4 月 32 0 0 - 86 118
5 月 53 2 29 23 53 158
6 月 43 0 0 - 41 84
7 月 38 1 6 - 13 57
8 月 - 0 0 - 13 13
9 月 49 2 47 27 15 138
10 月 - 0 0 - 39 39
11 月 77 4 83 - 32 192
12 月 - 1 11 - 14 25
1 月 - 　 　 - 19 19
2 月 - 1 4 - 40 44
3 月 - 1 19 - 27 46
計 292 12 199 45 392 933 

「薬草教室」の詳細
開催日 テーマ 講　師 人　数
4 月 13 日 レンギョウ 中野　美央 32
5 月 18 日 ウズベキスタンのマオウ 中根　孝久 53
6 月 22 日 辛い（からい）薬用植物 篠崎　淳一 43
7 月 27 日 食を通じて自律神経を整える 中里　朱根 44
9 月 21 日 晩秋から冬にむけての冬芽の楽しみ方 磯田　　進 82
11 月 9 日 シダ 中池　敏之 77
計 331

7/27 の参加者には 44 名には，団体見学の 6名を含む．
9/21 の参加者 82 名には，団体見学の 33 名を含む．

団体見学の内訳
来園日 団体名 人数
5/4（土） 都市俳句会 20
5/22（水） 株式会社NHK文化センター町田支社 9
7/27（土） 桜台クラブ 6
9/14( 土） 横浜植物会 14
9/21（土） 日本樹木医会神奈川県支部 33
11/13（水） 神戸薬科大学薬用植物園 5
11/14（木） 里山ウォーキング 33
11/23（祝） 横浜市立奈良小学校おやじの会 40
11/26（火） 町田市立第 5小学校　ふれあいでー 10
12/14（土） 東京遊歩Ⅱ 11
2/12( 水） かわさき自然調査団植物班 4
3/29（土） 町田観光コンベンション協会 19
計 204
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漢方薬・生薬認定薬剤師薬草園研修
来園日 担　当 人数
5/19（日） 中根　孝久 23
9/22（日） 中根　孝久 27

活動概要、現状
１．薬草教室：
　　予定どおり全 6回の薬草教室が開催され、参加者は計 331 名であった。
２．団体見学：
　　12 件の申込みが有り、延べ 204 名の見学者を受け入れた。
３．日本薬剤師研修センター主催の漢方薬・生薬認定薬剤師講座の植物園研修：
　　5月と 9月に実施し、計 50 名の薬剤師が参加した。
４．土曜日の一般開放：
　　来園者数は，計 392 名であった．
　　以上の結果、令和 6年度の利用者数は合計 933 名であった。

自己点検・評価
１．植栽植物の充実：
　　交流のある学外の植物園などから 10 種の植物を導入することができた。
２．対外的な活動：
　　町田市第 5小学校ふれあいデー (11/26) に今年も協力参加した。10 名が来園し、
　　植物を知る、触れるなどの体験をしてもらった。
３．設備の修繕・整備工事：
　　�調整池（水生区、湿性区）の汚泥搬出作業を実施した。7年ぶりの実施となり､ 汚泥が思ったよりも蓄
積されており、汚泥の廃棄場所が足りず苦労した。今後は､ 短い間隔での作業実施を考える必要があ
る。

４．キャンパス内の植栽管理：
　�　正門から入ったロータリー上の円形花壇（アベリア植栽）が荒れ果てていたので改修について提案し、
整備（アベリアを全て撤去し、防草シートを張った。）を実施した。
　�　植物園北側の隣接地斜面で、ナラ枯れによる枯れ木が大量発生しており、その中でも住宅地に被害の出
そうな箇所を調査し、庶務課と相談し伐採を実施した。

今後に向けて
１．植栽植物及び展示方法の充実：
　　植物園協会を通じた種苗交換などを利用し、植物の導入・充実に努める｡
　　掲示ラベルの改善やQRコードの導入を進めているところである｡
２．キャンパス内の植栽管理：
　　ナラ枯れや経年経過による樹木の枯死が見られ、倒木の危険がある樹木の伐採を順次実施していく｡
　　危険昆虫等についても目を配り、随時対応していきたいと考えている。
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（3）動物実験委員会
2024 年度　研究室別 _ 動物施設利用回数

薬理学 薬　物
治療学 薬剤学 薬　　品

物理化学
実践薬学
部　　門 生化学 衛生化学 2024 年度

合　計
2023 年度

合　計
昨年度比

(%)
4 月 3 252 32 57 0 45 227 616 672 92 
5 月 0 282 26 32 0 46 204 590 595 99 
6 月 0 274 2 12 0 39 164 491 605 81 
7 月 0 208 3 11 0 46 186 454 391 116 
8 月 0 166 3 6 0 39 136 350 434 81 
9 月 0 163 16 14 0 38 229 460 440 105 
10 月 0 176 13 22 0 47 220 478 376 127 
11 月 0 185 18 12 0 50 234 499 434 115 
12 月 0 136 11 7 0 51 167 372 468 79 
1 月 0 194 0 0 15 65 133 407 425 96 
2 月 0 210 7 9 23 68 172 489 560 87 
3 月 0 164 24 3 5 88 144 428 740 58 

合　計 3 2,410 155 185 43 622 2,216 5,634 6,140 92 

2024 年度　研究室別 _ 年間動物使用数
薬理学

（実習）
薬　物
治療学 薬剤学 薬　　品

物理化学
実践薬学
部　　門 生化学 衛生化学 微生物

モニタリング
2024 年度

合　計
2023 年度

合　計
昨年度比
（%）

マウス 257 2,729 77 285 24 6,874 3,543 15 13,804 14,793 93 
ラット 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
モルモット 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ウサギ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
合　計 257 2,729 77 285 24 6,874 3,543 15 13,804 14,793 93 

活動概要・現状
1．動物実験の機関管理
　�　昭和薬科大学動物実験計画審査要領に基づき 4件の動物実験継続申請書、16 件の動物実験新規申請書
を委員会にて審議した。審議結果を学長に答申し、すべて承認された。

2．実験動物研究施設の管理運営
　① 飼料保存庫冷蔵ユニットへの冷媒注入（緊急対応）（2024 年 4 月）
　② ケージワッシャー蒸気漏れバルブ交換修理（緊急対応）（2024 年 6 月）
　③ ケージワッシャー電磁弁・圧力計交換修理（緊急対応）（2024 年 7 月）
　④ 高圧蒸気滅菌装置定期法定検査（2024 年 7 月）
　⑤ ケージワッシャー蒸気バルブ漏れ修理（緊急対応）（2024 年 7 月）
　⑥ 水道蛇口漏水箇所修理（2024 年 11 月）
　⑦ 更衣室ドアノブ修理（2025 年 2 月）
　⑧ 消耗品使用の実情に合わせ，受益者負担金の減額を実施（2025 年 2 月）

自己点検・評価
　適切な実験動物研究施設と動物実験の管理を実施し、設備機器の不調に随時対応した。経費節減も心がけ
た。

今後に向けて
　適切な実験動物研究施設と動物実験の管理を継続する。
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（4）機器分析研究施設運営委員会
委員会の開催
【第 1回機器分析研究施設運営委員会】
　日　時：令和 6年 5月 10 日 ( 金 )
　議　題：1．2024 年度機器分析研究施設運営委員会幹事の選出について。	
　　　　　2．ＮＭＲと質量分析のこれからについて
　　　　　3．IR のシステムについて

【第 2回機器分析研究施設運営委員会】
　日　時：令和 6年 9月 2日 ( 月 )
　議　題：1．令和 7年度の委員会予算について
　　　　　2．MASS について

活動概要
　大学全体の事情を鑑み、今年度より保守費用を利用研究室で案分負担することになり、実施している。方
法については委員会で毎年検討し、予算編成の際に次年度の状況を考えることとしている。

自己点検・評価
　今年度も例年通り、多くの施設利用があった。利用者の意識は高く、大きなトラブル等はなく、円滑に機
器を共同利用できたと考えている。一方、機器分析施設の分析機器が老朽化しており、更新していかなけれ
ばならない。特に高額な質量分析、NMRに関しては予算状況を考慮しながら、検討を進めている。

今後の対応
　耐用年数が過ぎ、更新のめどが立たっていない機器に関しては、延命等の方策も併せて検討してゆく。

（5）共同機器運営委員会
委員会の開催
　昨年度に引き続き、メーリングリスト使用によるメール会議を 9回開催し、以下の議案について検討を
行った。

議事
　1）幹事の選出について
　2）委員会予算について
　3）共同機器修理について
　4）共同機器の廃棄について
　5）共同機器の更新（購入）について

活動概要・現状
　昨年度に続き、共焦点顕微鏡とDNAシークエンサー（SeqStudio）の年間保守契約が締結された。

自己点検・評価
　年間保守契約について、次年度以降も共焦点顕微鏡とDNAシークエンサー（SeqStudio）を対象機器と
した。
　尚、共焦点顕微鏡については、購入後 14 年目を過ぎ、不具合が生じることが多くなっている。共焦点顕
微鏡に限らず、多くの機器が老朽化している現在、共同機器の適切な利用と保守の重要性についての周知が
不十分であったと思われる。

今後に向けて
　今年度も、当委員会管理下の機器が複数台故障し、当委員会の修繕費予算額内では修理できず、庶務委員
会予算から充当してもらう事態となった。今後、この状況が好転する気配はなく、現稼働中の研究機器を少
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しでも良いコンディションで保っていくことがより一層要求される。そのため、共同機器運営委員会管理機
器の適切な使用について教員・学生に周知することを徹底するとともに、機器故障の際は修繕をできる限り
行い、学生教育・研究活動が滞りなく行えるように委員会活動を進めていく予定である。また、突発的高額
修理については、理事会からの修繕費捻出をご諒解頂いているものの、今後、ますます要修理機器件数の増
大が予想されることから、１）庶務委員会との協働による予算流動性の追求、２）比較的使用頻度の低い共
通機器修繕時の受益者負担額決定ガイドラインの策定、についても検討していく予定である。

（6）放射線安全委員会
委員会の開催
・令和 6年 4月 11 日　放射線安全委員会（メール委員会）
　　審議事項　1．令和 6年度放射線安全管理に関する組織について
　　　　　　　　　（令和 6年度のメンバーによる放射線安全委員会が開催されるまで）
・令和 6年 5月 7日　放射線安全委員会（メール委員会）
　　審議事項　1．令和 6年度幹事の選出について
　　　　　　　2．令和 6年度放射線安全管理に関する組織について
・令和 6年 5月 23 日　放射線安全委員会（メール委員会）
　　審議事項　1．令和 6年度委員会報告書の案について
・令和 6年 6月 10 日　放射線安全委員会
　　報告事項　1．令和 5年度 自主点検の結果について
　　　　　　　2．令和 5年度 RI 研究施設使用者数について
　　　　　　　3．令和 5年度 個人被ばく線量測定、算定結果について
　　　　　　　4．令和 5年度 RI 研究施設（管理区域内）利用状況について
　　　　　　　5．令和 5年度 RI 受入量、払出量、使用量、保管量について
　　　　　　　6．令和 6年度 RI 健康診断、RI 教育訓練実施およびRI 使用者登録について
　　　　　　　7．その他
・令和 6年 8月 29 日　放射線安全委員会（メール委員会）
　　審議事項　1．規制庁からのメールに対する回答について
・令和 6年 9月 24 日　放射線安全委員会（メール委員会）
　　報告事項　1．規制庁からのメールに対する回答について
・令和 6年 12 月 12 日　放射線安全委員会
　　審議事項　1．放射線施設等の自主点検に関する手引書の改訂について
　　報告事項　1．自主点検の結果について
　　　　　　　2．測定器の点検・校正について
　　　　　　　3．令和 7年度放射線安全委員会予算原案について
　　　　　　　4．予防規程変更の要否検討状況について
　　　　　　　5．その他
・令和 7年 3月 4日　放射線安全委員会（メール委員会）
　　審議事項　1．令和 6年度教育訓練の評価について
　　　　　　　2．令和 7年度教育訓練当日スケジュール（案）について
　　　　　　　3．緊急事項対応手引書の改訂について
　　報告事項　1．自主点検に関する手引書の記録表について
・令和 7年 3月 12 日　放射線安全委員会（メール委員会）
　　報告事項　1．計量管理規程について

活動概要、現状
　法令に基づき、令和 6年度の放射線業務従事者（RI 使用者）に対する教育訓練を令和 6年 4月 13 日（土）
に実施した。
　健康診断は、令和 6年 3月 27 日（水）に実施した。
　教育訓練においては、法令の解説、安全管理の実際については、DVDによる事前教育、RI 研究施設内部
の説明と入退室時の注意事項、RI の注文方法、譲受、払い出しの仕方、廃棄物の処理法、放射性同位元素
の管理区域内での使用方法、サーベイメータの取扱等の説明を行った。
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　RI 使用者の登録申請は各所属長を通じて行う仕組みである。今年度は登録申請した職員と学生のうち、
放射線業務に従事した者は 31 名であった。
　管理区域内の月ごとの清掃、スミア試験、空気中濃度測定などは、これまでと同じく委託業者の大和アト
ミックエンジニアリングが実施した。また、RI 使用者自身による管理区域内の整理を 8月と 1月に実施し
た。
　本年度は、立入検査時の助言を踏まえ、許可使用に係る変更申請書類一式を 3月下旬に原子力規制庁へ提
出した。約 3か月後に審査結果が判明する見込みである。

自己点検 ･ 評価
　RI 使用者に対する教育訓練やRI 管理、RI 研究施設の管理・運営を適切に行った。

今後に向けて
　問題となる点はなかったことから、これまで通り、委員会活動を行うことを基本としたい。

（7）生物・遺伝子資源管理委員会
委員会の開催
（1）令和 6年 5月 10 日（金）＜メール委員会＞
　　議事　1．幹事の選出
　　　　　2．DNA組換え実験計画の審議
（2）令和 6年 5月 21 日（火）＜メール委員会＞
　　議事　1．DNA組換え実験計画の審議
（3）令和 6年 12 月 18 日（水）＜メール委員会＞
　　議事　1．DNA組換え実験計画の審議

活動概要・現状
　DNA組換え実験計画の審議
　令和 6年度には 3件のDNA組換え実験の申請があった。全委員で審議の上、すべての実験を承認した。

自己点検・評価
　本学における教育や研究の中で実施されるDNA組換え実験及び微生物取扱い実験を安全、かつ、円滑に
実施できる体制を整えることがこの委員会の目的である。本委員会で審議した案件や取り扱った情報を、ゲ
ノム関連実験を実施する可能性のあるすべての研究室で共有できるよう、P1/P2 実験室を保有するすべての
研究室から実際に実験に携わっている教員を委員として選出し、委員会運営に直接参加してもらう体制を構
築している。
　昨年度から運用を始めた審査申請書式および年度毎の報告体制は大きな問題なく稼働しており、適切な管
理ができていると評価している。
　実験計画申請書は委員会メンバー全員で精査し、国の指針と本学の規定を満たしていると認められる場合
にのみ承認した。多くの場合、複数回の審査を経た後で承認した。令和 6年度も提出されたDNA組換え実
験計画が適正に審査されたと評価している。
　
今後に向けて
　安全かつ法律を遵守した実験を実施するためには、申請、審査、承認、報告のサイクルが重要である。こ
れらの手続きが厳格かつ円滑に進められるような体制が必要である。今後も、よりよい研究環境のために必
要に応じて改訂を加えていく必要がある。
　今後はDNA組換え実験を含むゲノム編集実験に関連する研究が一般化している状況への対応として講習
会を含む全学的な教育体制を整えて、ゲノム編集に造詣の深い人材を育成していきたい。
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（8）環境保全委員会
活動状況
1．委員会の開催
　（1）第 1回 令和 6年 5月 29 日
　　　議案 1　令和 6年度環境保全委員会幹事の決定
　　　報告 1　令和 5年度第 2回作業環境測定の結果について

2．廃棄物回収
　（1）感染性廃棄物回収
　　　毎週金曜日実施
　　　処理業者：株式会社リバース
　　　運搬業者：株式会社シンシア

　（2）実験・実習廃液・廃試薬等回収
　　　第 1回：令和 6年 8月 6日実施
　　　第 2回：令和 7年 2月 28 日実施
　　　処理業者：三友プラントサービス株式会社
　　　運搬業者：早来工営株式会社

3．講習会参加等
　2024 年度　事業系一般廃棄物講習会
　日時　令和 6年 11 月 21 日 ( 木 )
　場所　町田市庁舎 3階　3-2・3-3 会議室
　参加者　庶務課小山
　講習会内容
　・事業系一般廃棄物について（環境政策課 3R推進係担当者）他

4．報告書・アンケート等提出　【　】は提出先
　（1）令和 5年度適正管理化学物質使用量等報告書【町田市】
　（2）第１種指定化学物質 (PRTR) の排出量及び移動量の届出書【東京都】
　（3）廃棄物の減量及び再利用に関する計画書【町田市】
　（4）特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書【東京都】
　（5）産業廃棄物管理票交付等状況報告書【東京都】
　（6）令和 6年度 水質汚濁物質排出量総合調査【環境省】

5．作業環境測定
　�　労働安全衛生法第 65 条に基づき、労働安全衛生法施行令第 21 条で定める物質のうち、該当期間に使用
した物質を対象とし、作業環境測定を実施した。1回目の作業環境測定を 9月、2回目の作業環境測定を
3月に実施し、その結果を衛生委員会と共有した。
　�　1 回目・2回目とも全ての部屋が第 1管理区分 ( 異常なし ) に分類され、本学の職場環境は適正なものと
判断された。 

6．フロン漏洩簡易点検
　�　環境省「フロン排出抑制法」に基づき、学内のフロン入り機器が適正に管理されているかを点検する
「フロン漏洩簡易点検」を継続して実施した。
　　点検結果から、本学のフロン入り機器は適正に管理されている。

7．廃棄物の減量・分別廃棄の対策
　�　町田市から強い要望があった、学内の廃棄物の減量・分別廃棄の対策をにつき、今年度も継続して行っ
た。
　�　最大の来客がある昭薬祭でも、廃棄物の減量・分別廃棄については、大きな問題点等は指摘されずに終
了することができた。
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　【以前から行われており、今年度も継続した対策】
　・廃棄物処理業者と意見交換の場を持ち、他の事業所で行われている対策等をヒアリングした。
　・学内のごみ箱、廃棄物集積所を清潔に保ち、使用しやすい環境を保つ。
　・�昭薬祭等の大きなイベント時は、事前に学生等と話し合い、廃棄物について対策を取ってもらうよう要
望する。また、定期的なごみ箱のごみ回収を依頼し、「ごみ箱が満杯で分別廃棄をしたくてもできない」
という状況を避ける。

　�　一方で、後述しているが、廃棄物に関して年度末に無視できない問題が生じたため新たな対策が必要で
ある。

8．中和処理施設清掃
　　中和処理施設の清掃を実施し、同時に中和処理施設の塗装状態等の不具合の点検等も行った。
　　実施日：令和 7年 2月 28 日
　　実施業者：大成有楽不動産株式会社

9．排水処理施設点検
　　「水質汚濁防止法」に基づき、中和処理施設内の排水処理施設の点検を引き続いて実施している。
　　実施頻度　毎月 2回

10．水質分析
　�　「水質汚濁防止法」による指定有害物質の計量分析 ( 濃度測定 ) を実施した。
　�　定期調査として中和処理施設 中和処理水及び動物し尿浄化槽 放流水の採取を行い、対象となる指定有
害物質の計量分析 ( 濃度測定 ) を行った。
　�　また、2、3月には「28 項目分析調査」として中和処理施設 中和処理水のより詳細な指定有害物質の計
量分析 ( 濃度測定 ) を行い、同時に「28 項目調査」では測定できない、動物し尿浄化槽 放流水の指定有
害物質の計量分析 ( 濃度測定 )、動物実験施設 中和処理水の指定有害物質の計量分析 ( 濃度測定 )、RI 研
究施設 原水の指定有害物質の計量分析 ( 濃度測定 ) を行った。
　�　測定した全ての物質で、水質汚濁法の基準値を下回り、本学の排水は水質汚濁防止法に適合していると
結論付けた。

　　本年度の指定有害物質の計量分析 ( 濃度測定 ) の実施状況
　（1） 中和処理施設 中和処理水の計量証明書
　　　（令和 6年 6月 20 日・令和 6年 12 月 13 日・令和 7年 3月 11 日）
　　　　オーヤラックスクリーンサービス株式会社
　（2） 動物し尿浄化槽 放流水の計量証明書
　　　（令和 6年 6月 13 日・令和 6年 9月 11 日・令和 6年 12 月 16 日・令和 7年 3月 12 日）
　　　　株式会社神奈川環境研究所
　（3）動物実験施設 中和処理水の計量証明書
　　　（令和 6年 2月 5日）
　　　　オーヤラックスクリーンサービス株式会社
　（4）RI 研究施設 原水の計量証明書
　　　（令和 7年 3月 17 日）
　　　　オーヤラックスクリーンサービス株式会社
　（5）講義棟・実習棟・研究棟 末端蛇口 上水水道の計量報告書
　　　（令和 7年 3月 11 日）
　　　　オーヤラックスクリーンサービス株式会社

11．薬品管理システムの運用について
　�　薬品管理システムの運用業務として、サーバーの保守、消耗品の発注、トラブル対応等の業務を行っ
た。
　�　また、平常点検等は別に、保守会社立会いの下、
　�　・マイナーバージョンアップ・点検作業（サーバ）・IIS ログの取得
　�　・Windows Update 履歴の取得・DBのバックアップ状況確認・動作確認
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　を行い、良好な使用環境の維持に努めている。

　�　薬品管理システムの利用研究室から薬品管理システムの一部の運用について改善要求等が寄せられてい
ることから、令和 7年度に、薬品管理システムの技術面を担当している方、その他の維持管理を担当して
いる方と意見交換を行うこととなった。

12．廃棄用コンテナへの薬品の廃棄と敷地内への拡散について
　�　令和 7年 2月に、廃棄用コンテナに薬品の入ったバイアルと可燃性薬品が廃棄され、敷地内にアンプル
が拡散されてしまった。初動が早く大きな問題は発生しなかったが、場合によっては大事になった可能性
も否定できず、薬品の管理と廃棄物の分別について再度見直す必要があると考えられる。

自己点検・評価
　令和 5年 10 月 18 日 ( 水 ) に実施された、研究棟ドラフトチャンバー更新（第 1期）後の状況確認におい
て、八王子労働基準監督署町田支署労働基準監督官より、作業環境測定の実施運用の見直しを求められた。
令和 6年度から働安全衛生法施行令第 21 条で定める物質のうち、該当期間に使用した物質を対象とし、作
業環境測定を実施した。特に問題点の指摘等なく実施できたが、コスト等の検討は今後行っていく必要があ
ると思われる。
　町田市からも依頼があった廃棄物の分別・削減についても、文化祭等大きな行事においても、大きな問題
等が発生しなかったことを鑑みると、完全とはいかないものの、ある程度の高い水準を保っているといえ
る。
　その他の事項に関しても、委員会の活動を通し、学内の環境向上のための一助になっていると評価して良
いと思われる。
　ただ、今年度発生した大きな事例として、廃棄用コンテナへの薬品の廃棄があり、場合によっては大きな
問題になっていた可能性も否定できない。本件発生後、職員が危機意識をもって本件に対応したため、大事
にはならなかったが、再発防止に向けて対策を検討する必要があると考えられる。

今後の対応
　八王子労働基準監督署町田支署労働基準監督官より指摘があった労働安全衛生法第 65 条に基づく作業環
境測定の実施の運用の見直しについて、引き続き来年度の課題になると思われる。
　令和 6年度は相見積もりを聴取し、調査内容の検討や価格の比較等を行ったが、安価であった業者と完全
に条件をあわせることはできず、安価な業者での実施が見送られた。
　調査内容が充実していることも勿論ではあるが、コスト等も考慮し、進めていく必要がある。

　また、薬品管理システムについて、研究室内の薬品管理という視点だけでなく、大学内での薬品管理とい
う視点からも、以前より学内に利用を奨励しているが、一部のユーザーから改善が求められている点があ
る。使用している方の意見を吸い上げながら、使いやすいシステムの普及に努めていきたい。

　環境保全委員会として、安全で衛生的な職場環境を作ることを目的として、様々な活動に取り組んでいき
たい。安全で快適な職場つくりは、学生だけでなく職員にとっても重要な課題であり、他委員会等とも連携
しながら、積極的に取り組めたらと考えている。

（9）情報教育運営委員会
委員会の開催
　1. 第 1 回 情報教育運営委員会（メール会議）
　　日　　時：2024 年 5 月 23 日（木）11 時 01 分〜 5月 27 日（土）12 時 00 分
　　議　　題：
　　　1. 幹事の選出
　　　2. 本年度の主な目標――授業収録配信システムの方針と更新
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活動概要・現状
　例年同様、授業目的公衆送信補償金制度の管理団体より利用報告の依頼があり、授業担当教員にウェブ上
で報告するよう告知した。
　来年度夏に保守期間終了を迎える授業収録配信システムについて，以下の方針で進めた :
　　■方針
　　　・現在発生している動画再生遅延問題の解消を目指す。
　　■仕様等
　　　・板書、持ち込みデバイス映像を収録できる。
　　　・manaba と連携できる。
　　　・現行年度+過年度 1年分の映像を視聴できる。
　　　・事前のスケジューリングに従い自動録画開始・終了、アップロードできる。
　　　・mp4 形式のファイルを手動で配信サーバーへアップロードできる。
　　■指名入札業者
　　　・株式会社東和エンジニアリング：既存AV機器保守業者
　　　・パナソニック コネクト株式会社：新規
　　　・メディアサイト株式会社：既存業者
　　■スケジュール
　　　2024 年 6 月 12 日		 指名入札業者へ提案依頼書送付
　　　2024 年 8 月 19 日		 入札締め切り
　　　2024 年 9 月 12 日〜 6日	 提案説明会
　　　2024 年 9 月 10 日		 メール会議（採択業者 情報センター案）
　　　2024 年 9 月 17 日		 メール会議にて承認された業者を情報センター運営委員会へ報告
　　　2025 年 8 月中旬		  更新、運用開始

　9月に、授業収録配信システムの入札に参加した 3社による提案説明会が開催された。パナソニック コ
ネクト株式会社の配信システム「Panopto」は星薬科大学で、株式会社東和エンジニアリングの配信シス
テム「Spider Rec」および「CLEVAS」は明治薬科大学でそれぞれ採用されている。本学では、前者の
「Panopto」を採用することを決定した。
　3月には、PCの購入を検討している学生（主に新入生）を対象に、PCの推奨スペックを記載した更新文
書を本学ホームページに公開した。

自己点検・評価
　本年度は授業収録配信システムの更新に向けた選定を進め、提案説明会を経て「Panopto」の採用を決定
した。これは既存システムにおける再生遅延問題を解消し、今後の継続的運用に適した仕様を備えている。
要件に基づいた必要な機能を有し、manaba との連携や自動録画にも対応する見込みである。保守契約満了
前の導入を目指し、引き続き準備を進めていく。
　新入生を主な対象とした PCの推奨スペックにおいて、最近のAI 利用の動向を踏まえ、NPU搭載 PCを
選定候補として言及した。

今後に向けて
　生成系AI の急速な進歩を踏まえ、AI の利用に関しては、本学の教職員や学生に対して定期的に注意喚
起を行う必要がある。

（10）学務システム運営委員会
委員会の開催
　1. 第 1 回 学務システム運営委員会
　　日　　時：2024 年 5 月 23 日（木）15 時 00 分〜 15 時 50 分
　　議　　題：
　　　1．幹事の選出
　　　2．保護者サイト変更の周知
　　　3．学修成果の可視化システム導入
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　　　4．新システムの問題点・改修点
　　　5．その他

新学務システム（A-Portal・学修成果の可視化）に関するWGの開催
　1．2024 年 4 月 23 日（火）9:30 〜 11:07　Zoom　新学務システムに関する打ち合わせ
　2．2024 年 5 月 14 日（火）9:30 〜 11:15　Zoom　新学務システムに関する打ち合わせ
　3．2024 年 6 月 4 日（火）9:30 〜 10:50　Zoom　新学務システムに関する打ち合わせ
　4．2024 年 7 月 2 日（火）9:30 〜 10:39　Zoom　新学務システムに関する打ち合わせ
　5．2024 年 7 月 31 日（水）14:00〜15:27　Zoom　新学務システムに関する打ち合わせ
　6．2024 年 10 月 3 日（木）9:00 〜 10:20　Zoom　新学務システムに関する打ち合わせ

活動概要・現状
　新年度より、新システムの稼働を始めた。7月下旬より、新システムにおける保護者サイトの運用を開始
した。さらに、学修成果の可視化システムも導入したが，本件に関する本委員会の役割は操作説明等に限定
される。今後の運用については、別の委員会等が担当する予定である。
　新システムの問題点および改修点については、費用を抑えるためパッケージとして導入したシステムであ
ることから、改修が必要な点を十分に吟味した上で業者側に要望する。特に新システムの入試関連部分にお
いて改修が必要である。

自己点検・評価
　各課長が問題点等を明確に伝えてくださった上、前宇都口委員長が本委員会に立ち会ってくださったこと
で、委員会の議論が円滑に進んだ。本年度からは、新学務システムの運用が出席登録や保護者サイトの運用
も含めて問題なく開始された。

今後に向けて
　新システムを 1年間運用した結果、他大学と共用のパッケージとして導入したシステムであることを踏ま
えつつ、問題点や改修すべき点を含めた要望を業者側に伝え、システムのより円滑な運用を図る予定であ
る。特に、新システムの入試関連部分において改修を依頼する予定である。
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５．その他の委員会
（1）大学紀要編集委員会
活動概要・現状
1）紀要第 59 号の作成
　・6月に募集要項に関する情報を含むお知らせを教育職員に配布した。
　・ �原稿の締め切りを 9月末として、期日までに集まった原稿を委員会メンバーで回覧、チェックを行っ

た。
　・ 投稿原稿のチェックは 1本の原稿につき 2名以上の委員で行った。
　・チェックした結果を投稿者に返却し、修正などの依頼を行った。
　・修正稿確認後、印刷に回し、その後著者校正と編集委員会校正を行った。
　・ �完成した紀要は、あいさつ状と共に例年配布している配布先リストにもとづき、庶務課の協力のもと

郵送し、学内にも配布した。
2）機関リポジトリ
　・昨年度の紀要第 58 号に続き、今年度も機関リポジトリ化を進めた。
　・今年度の紀要第 59 号も、図書館の協力により本学ホームページで公開した。

自己点検・評価
　紀要第 59 号を 2025 年 3 月 1 日に発行することができた。今年度は、原稿が集まらずに苦労したが、今号
では、原著論文 3報、昨年から新たに取り組んだ海外出張報告 2報を掲載することができた。

今後に向けて
　大学紀要は、学術的な貢献を果たすことだけでなく、大学内の（非常勤講師も含めた）職員同士の知的交
流を促すという意味も持つ。従って、論文だけでなく、国外出張や学内教育プロジェクトの報告に関する原
稿なども積極的に募集することによって、投稿原稿の確保していきたい。そして、大学理事会からは、紀要
をデジタル化（HPでの公開だけ）の提案があり、｢原稿作成要領｣ の変更が必要となる。

（2）RI 使用者委員会
委員会の開催
・令和 6年 5月 13 日　RI 使用者委員会（メール委員会）
　審議事項　1．令和 6年度幹事の選出について
　報告事項　1．令和 6年度放射線安全管理に関する組織について
・令和 6年 5月 23 日　RI 使用者委員会（メール委員会）
　審議事項　1．令和 6年度委員会報告書の案について

活動概要、現状
　RI 使用者委員会はRI 研究施設の安全で円滑な運営を行うために置かれているもので、放射線安全委員会
と連携して活動している。
　8月と 1月には、RI 施設内の整理を行った。

自己点検・評価
　管理区域内において、事故を起こすことなく、安全にRI を使用する実験を行うことができた。

今後に向けて
　問題となる点はなかったことから、これまで通りの手続きを踏むことにより、今後も継続して安全に RI
実験を行えるようにする。
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（3）倫理審査委員会
審議事項

受付番号 審議結果 日付
2024-1 該当せず 2024/5/22
2024-2 倫理審査不要 2024/7/12
2024-3 該当せず 2024/10/2
2024-4 該当せず 2024/10/9

申請取り下げ 2024/5/10
2024-5 該当せず 2024/12/4
2024-6 該当せず 2024/12/20

申請取り下げ 2024/12/6
2024-7 該当せず 2025/2/6
2024-8 該当せず 2025/2/28
2024-9 該当せず 2025/3/18
2024-10 該当せず 2025/3/18
2021-14 研究計画変更 2025/3/26

受理せず 2025/3/28
2024-11 該当せず 2025/4/15
2024-12 該当せず 2025/4/18

活動概要
　本委員会は、基本的には「ヒトを対象とする医学系研究に関する倫理指針」に基づき、本学主導で行うヒ
トの試料・情報を扱う研究計画の妥当性を審査し、かつ、円滑・適切に研究が行われるよう活動している。

委員会の開催
・�倫理審査請求のあった研究内容について審査すべく、委員会を開催した。基本的には、その申請書一式を
各委員にメールで配信し、各自で精読し、意見をメールにて交換する方式、所謂メール委員会の形式を
執った。
・�本年度は、倫理審査請求が延べ 16 件あった。これら審査請求に対して逐次委員会を開催し、研究内容を
吟味した結果、承認 0件、審査請求に該当せずとしたもの 11 件、申請取り下げになったもの 2件、受理
せず：1件、研究計画変更：1件、倫理審査不要：1件であった。

自己点検・評価
　学内での適正な研究を主導すべく、委員会にて厳正に研究内容を吟味し、学内での適正かつ安全な研究活
動維持に尽力した。具体的には、学内のホームページに「昭和薬科大学倫理審査委員会審査請求手続き」が
掲載され、申請者に分かりやすく、適正かつ安全な研究活動維持に尽力した。本年も「生命科学・医学系研
究」以外の研究と判断されたものが多く、「該当せず」とした。ただし、利益相反、個人情報保護の観点で
問題がないかを併せて審査した。本年度は 10 年ぶりのヘルシンキ宣言改定に伴い、3省庁による「人を対
象とする生命科学・医学系研究に関する 倫理指針」統合に則った倫理審査委員会内規・指針の改正を行っ
た。それに伴い、手引きも更新し、ホームページに掲載した。

今後の対応
　学内のホームページの「昭和薬科大学倫理審査委員会倫理審査請求手引」の中には、フローチャートも掲
示されているが、今後も効率の良い委員会体制と各研究者の意識を高める啓発活動を維持継続する必要があ
る。また、審査請求者には、研究を終了（中止の場合を含む）したときには、遅滞なく倫理審査委員会に報
告していただくように促していきたい。
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（4）任期制評価委員会
委員会の開催
令和 6年 5月 27 日（月）
令和 6年 5月 28 日（火）（メール委員会）
令和 6年 9月 30 日（月）
令和 7年 3月 3日（月）

その他
令和 6年 5月 27 日（月）　任期制データ集計作業

活動概要・状況
　例年通り、常勤する教員からの自己申告書を基に基礎データを作成した。
　令和６年度の評価対象となる教員は、教授２名、准教授４名、講師２名の計８名であり、再任願と共に提
出された調査書を精査し、職位別による教育活動、研究活動、研究・組織の運営、組織・社会活動の領域ご
とに点数を算出し、当該教員の評価報告書を作成した。
　その他、全評価対象者の評価報告書には、基礎データを用いて職位別順位を記載し、その旨を通知した。
　また、今後の教員評価のあり方について、教授総会会員からの意見を求めた上で令和６年度の評価につい
ては、合計点での順位は示さず項目別のヒストグラムを明示することを決定した。

自己点検・評価
　例年通り、前年度実績に基づく常勤する教員への評価報告書を作成し、職位別順位の状況をフィードバッ
クしたが、これまでの課題である今後の評価のあり方に関して、教員個々の自己改善を促すための評価指標
や仕組み作りの具体的な改革案の立案には至らなかった。

今後に向けて
　今後は内部質保証との関連性も鑑み、自己点検・評価委員会とも協働しながら、公正・公平な教員評価を
目標として、多岐にわたる教員の業務内容の変化に対応するとともに、全教員の自己改革・自己改善につな
げるための新たな評価方法や評価項目を盛り込んだ教員評価のあり方を検討していく。

（5）入学試験管理委員会
委員会の開催
　令和 6年 5月 10 日（金）：アドミッション・ポリシーの見直しに関する件
　令和 6年 6月 28 日（金）：適正な合否判定ライン決定のための意見交換
　令和 6年 11 月 27 日（水）：学校推薦型選抜の合否判定案
　令和 7年 1月 28 日（火）：同窓生子弟入試の新設に関する件
　令和 7年 2月 7日（金）　：令和 7年度入学試験B方式合否判定案
　令和 7年 2月 8日（土）　：令和 7年度入学試験A・C・D方式合否判定案
　令和 7年 2月 17 日（月）：追試験・特待生選考試験に関する件

活動概要、現状
　当委員会は入学試験の合否判定その他入学者選考に関する重要事項の審議を主たる目的とした委員会であ
る。
　2025 年度入学試験については、11 月以降順次実施された指定校制・公募制の学校推薦型選抜、一般選抜
について入学試験委員会から提出された入学試験結果の資料に基づき合否判定案を慎重に検討し、指定校制
推薦、公募制推薦、A方式、B方式、C方式およびD方式の募集区分毎に入学予定者数の対入学定員比を
確認しながら最終判定を行い、253 名の新入生を迎えた。
　またアドミッション・ポリシーの見直しについて、薬学教育評価機構による第三者評価では、入学者の受
入れに関する方針に学生の評価・選抜方法を具体的に記載することが求められており、これに対応するた
め、現行入試についてアドミッション・ポリシーに記載したところである。昨年度見直しを行い、今年度は
変更なしとした。
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自己点検・評価
　2025 年度入学者数は対定員比 105.4％となっており、いわゆる歩留まり率を過去の結果と最新の入試情報
を基に判断している状況を勘案すれば極めて適正な水準ということができる。
　入学定員の確保が困難となる状況を避けながら、質の高い学生の獲得を目指すという難しい課題に今後も
取り組んでいく。
　公表されたアドミッション・ポリシーの下、十分に時間をかけて作成された入試問題をはじめとする多面
的な評価により入学試験を実施、適切な機関決定を経て定員を充足する入学者数を確保しており当委員会は
適正に機能しているものと思料している。

今後に向けて
　進路決定の早期化により年内入試である推薦入試の重要度が高まりつつあるなかで、今後も少子化が進み
受験者増は望みにくい環境が続くものと思料される。
　こうした環境下で学生の質を維持・向上させるため、例えば、本学で学びたい意欲を高くもつ指定校推薦
での志願者獲得による質の維持を企図するなど、今後も引き続き当委員会を中心とする全学体制によりアド
ミッション・ポリシーに適う学生の確保に努めていく。

（6）就職支援委員会
委員会の開催
（1）令和 6年 5月 8日（水）
　　議　　事　1．委員会幹事の選出について
　　　　　　　2．令和 6年度ガイダンス予定に関する件
　　　　　　　3．ディプロマポリシー・ルーブリックに沿う本学卒業生アンケート改正案に関する件
　　報告事項　1．令和 5年度卒業生進路報告について
　　　　　　　2．令和 5年度合同企業説明会（官公庁）の開催結果について
（2）令和 6年 6月 12 日（水）
　　議　　事　1．ディプロマポリシー・ルーブリックに沿う本学卒業生アンケート改正案に関する件（継続） 　　
　　　　　　　2．進路決定届に関する件
　　報告事項　なし
　　そ の 他　1．科目「インターンシップ」についての意見交換
（3）令和 6年 7月 10 日（水）
　　議　　事　1．進路決定届に関する件（継続）
　　報告事項　なし
　　そ の 他　1．科目「インターンシップ」についての意見交換
（4）令和 6年 7月 11 日（金）【メール委員会】
　　議　　事　なし
　　報告事項　1．進路決定届に関する件（継続）
（5）令和 6年 9月 11 日（水）
　　議　　事　1．キャリア研究会開催日時及び招聘企業に関する件
　　報告事項　1．進路支援システムの換装について
（6）令和 6年 11 月 15 日（金）
　　議　　事　1．就活ハンドブックに関する件
　　報告事項　1．ミニ FD研修会の開催について
　　　　　　　2．6年次進路決定届の直近報告状況
　　　　　　　3．進路支援システムについて
　　そ の 他　1．企業協賛のCBT勉強会開催について
（7）令和 6年 12 月 18 日（金）
　　議　　事　1．就職支援中期計画に関する件
　　報告事項　1．キャリア研究会開催報告
　　　　　　　2．6年次進路決定届の直近報告状況
　　　　　　　3．1～ 3月の就職支援イベント開催予定報告
　　　　　　　4．就職合同説明会（薬局・ドラッグ・病院）の招聘予定名簿について
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　　　　　　　5．ディプロマポリシー・ルーブリックに沿う本学卒業生アンケート結果報告
（8）令和 7年 3月 11 日（月）【メール委員会】
　　議　　事　なし
　　報告事項　1．進路決定状況（2025.3.3 現在）及び内定届未提出者催促
　　　　　　　2．合同企業説明会・合同病院説明会実施報告

活動概要
　本学学生の就職内定状況、就職支援委員会の支援内容などを全学で共有するため、定例教授総会の場を活
用してさまざまな就職支援データの開示、情報発信、キャリア支援ガイダンスの告知を行った。
　今年度、本学が主催で企画開催した就職・キャリア支援に関するガイダンス・セミナーは、計 28 回実施
した（昨年度 34 回）。今年度は 17 種類の企画について対面方式で実施した（昨年度 20 種類）。主な就職説
明会は以下のとおりである。

1）�就職活動スタートアップガイダンス：4年次学生を対象に本格的に将来を考えるきっかけとしてもらう
趣旨で、4月 24 日午後に実施した。

2）�キャリア研究会：4年及び 5年次学生を対象に職種や業界について知る目的の研究会を 11 月 5 日、13 日
午後、製薬企業や官公庁を中心に計 34 社・団体を招聘し対面形式で開催した。

3）�合同企業説明会：新 6年生を主な対象者とした説明会を、2月 13 日、14 日、3 月 13 日午後に、保険薬
局・ドラッグストア 57 社、官公庁 6団体を招聘し、計 3日間に亘り対面形式で開催した。 

4）�合同病院説明会：新 6年生を対象者とした説明会を 2月 18 日、20 日午後に計 29 病院施設を招聘し対面
形式で開催した。

5）�ようこそ先輩！OB/OG に聞いてみよう：各業界で活躍する本学卒業生を招聘し、後輩である在学生に
対して自身のキャリアの話や就職活動などについて懇談する趣旨で、今年度は 6年制薬学教育課程 8期
生（2019 年）卒業生 4名を招き、対面形式により開催した。

6）�沖縄県Uターン・I ターンガイダンス：薬剤師数が最も少ないのが沖縄県の薬剤師の地域偏在を解消す
る目的で、沖縄県および沖縄県薬剤師会主催によるオンライン就職ガイダンスを 1月 29 日午前に実施し
た。

7）�ミニ FD研修会：教職員向けに、就職活動に関する学生相談への対応の参考とする趣旨で、就職相談に
関する研修会を 12 月 20 日午後に実施した。

　キャリア・サポート・ステーション（CSS）における個別面談による対応数（予約分のみ）は 181 件で
あった（昨年度 147 件）。今年度は対面及びオンラインで面談を実施した。その他、進路支援システムの充
実や改修、就職支援委員や学生課担当者との電話やメールで相談に関しても充実させた。

自己点検・評価
　昨今の早まっている就職活動事情に対応すべく、昨年度と同様に 4月に 4年生向けのスタートアップガイ
ダンスを実施し多くの学生が参加し、就職活動に対する意識を高めることができた点は評価できる。また、
昨年度から病院就職が早まっていることから、ガイダンスを 1か月前倒して実施している。学生の就職に対
する意識が高まっている傾向は、ＣＳＳの面談回数にも表れている。昨年度入りも約 1.2 倍となり、今年度
限定なのか今後も増加傾向なのか慎重に見極めていきたい。
　中期計画に従い、教員に対して学生の就職活動事情の認識や活動の理解を深めてもらうために、ミニFD
を前年同様に 12 月に実施した。多くの教員が参加し、実施後のアンケートにおいてもポジティブな意見が
多くみられ、2回目の FD実施であったが、評価できる活動であった。
　沖縄県の薬剤師向けの就職ガイダンスを実施した。沖縄県と本学とは歴史的に関係性が深く、県薬剤師会
の全面的な協力のもとガイダンスを実施できた。本年度が 2回目の実施となる。

今後の対応
　本学の就職事情は保険薬局・ドラックストア・病院を合わせて 80％以上であり、ここ 10 年来変わってい
ない。ドラックストアの増加傾向が強まっていることで、病院への就職が若干減少気味である。またメー
カーや企業を希望する学生が増えてきている実感は年々強くなってきており、今後は企業向けのガイダンス
のさらなる充実や活動の方向性を与えることも考えていく必要がある。実際、今年度卒業生は企業への就職
割合が例年より高かった。
　今年度も沖縄県への就職ガイダンスを実施した。2年目の影響か参加者が昨年度よりも少なかった。関東
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近辺を就職先として選ぶ傾向はまだまだ強いが、地方を希望する学生が一定数いることが分かったため、今
後他都道府県就職も視野に入れたガイダンス実施も考える必要がある。
　今年度 2回目のミニFDを実施し、多くの教員が参加してくれた。教員の就職事情の理解はきっと学生の
就職のためになると思われ、今後も機会を設けていきたい。次年度以降の内容については、マンネリ化しな
いように工夫したい。
　低学年における就職支援の一環として、「薬剤師入門（仮）」を委員会で企画検討している。本学では 1年
次に早期体験学習を実施し薬剤師が関連する業務や卒業生が就職した場所の体験を実施してきているが、2
－ 3年次は空白期間となり、就職を意識した活動は行っていない。2－ 3学年次生が日々の学習の中で、薬
剤師になることに迷いが生じ、そもそも日々の学習意欲が低下している学生に対して、大学外での薬局、病
院や企業への訪問を通じて将来のビジョンを明確にしてもらい、そのことによって学習意欲を向上してもら
うことが狙いの一つである。次年度以降も継続して委員会内で審議されており、再来年度実施に向けて前向
きに検討を重ねていきたい。
　薬剤師になることを前提に、就職先は多様化してきていることを今年度改めて実感した。このような時代
の流れに敏感となって今後も就職支援活動を行っていきたい。

令和 6 年度　就職支援イベント・ガイダンス　開催実績
開催月 テーマ 対象学年 形　式

4 月 スタートアップガイダンス 4年 対面形式

5月

自己分析対策講座 主に 4・5年（全学年参加可）対面形式
薬剤師のマナー取得講座 主に 4・5年（全学年参加可）対面形式
業界・企業研究の進め方講座 主に 4・5年（全学年参加可）対面形式
インターンシップ講座 主に 4・5年（全学年参加可）対面形式

6月

インターンシップ選考対策講座
（製薬・治験向け） 主に 4・5年（全学年視聴可）ガイダンス動画を進路支援システムに掲載

業界研究講座《病院》 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システムに掲載
業界研究講座《製薬・治験・卸》 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システムに掲載
業界研究講座《薬局・ドラッグストア》 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システムに掲載
業界研究講座
《食品・化粧品・化学・医療機器等》 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システムに掲載

業界研究講座《公務員》 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システムに掲載

10月

選考対策講座（履歴書・エントリーシート） 主に 4・5年（全学年参加可）対面形式
選考対策講座（小論文） 主に 4・5年（全学年参加可）対面形式
選考対策講座（面接） 主に 4・5年（全学年参加可）対面形式
就職先選びの考え方、情報収集のしかた
講座 主に 4・5年（全学年視聴可）ガイダンス動画を進路支援システムに掲載

募集要項の見方講座 主に 4・5年（全学年視聴可）ガイダンス動画を進路支援システムに掲載

11月
面接対策講座 主に 4・5年（全学年参加可）対面形式
SPI 対策講座 主に 4・5年（全学年参加可）対面形式
キャリア研究会（医薬品関連企業、官公庁） 主に 4・5年（全学年参加可）対面形式

2月

ようこそ先輩！OB・OGに聞いてみよう 全学年 対面形式
実務実習直前キャリアガイダンス 4年 対面形式
（就職活動直前おさらい講座）求人票の見方 主に 5年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システムに掲載
（就職活動直前おさらい講座）

採用動向と就職先選びの考え方 主に 5年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システムに掲載

沖縄県Uターン・I ターン薬剤師就職ガ
イダンス 全学年 Zoom

合同企業説明会（薬局・ドラッグストア） 主に新 6年（全学年参加可）対面形式
合同病院説明会（病院） 主に新 6年（全学年参加可）対面形式
（就職活動直前おさらい講座）

病院志望者向け選考対策 主に新 6年（全学年参加可）対面形式

3月 合同企業説明会（官公庁） 主に新 6年（全学年参加可）対面形式
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令和 6 年度　内定先一覧
令和 7年 3月 31 日

病　院 40
聖マリアンナ医科大学病院 3
東海大学医学部付属病院 3
徳洲会グループ 3
戸田中央医科グループ 2
横浜新緑総合病院 2
飯田市立病院 1
伊勢原協同病院 1
IMS グループ 1
荻窪病院 1
金沢大学附属病院 1
杏林大学医学部付属病院 1
恵愛堂病院 1
国立がん研究センター東病院 1
埼玉県済生会川口総合病院 1
相模原協同病院 1
ジャパンメディカルアライアンス 1
順天堂大学医学部附属浦安病院 1
順天堂大学医学部附属練馬病院 1
湘南大磯病院 1
世田谷記念病院 1
立川総合病院 1
立川相互病院 1
玉川病院 1
帝京大学医学部附属溝口病院 1
東京科学大学病院 1
東京都立病院機構 1
新渡戸記念中野総合病院 1
牧田総合病院 1
山梨大学医学部附属病院 1
横須賀市立市民病院 1
横浜旭中央総合病院 1
横浜市立市民病院 1

製薬企業 12
アッヴィ 2
杏林製薬 2
あすか製薬 1
アストラゼネカ 1
キッセイ薬品工業 1
小太郎漢方 1
佐藤製薬 1
全薬工業 1
藤本製薬 1
持田製薬 1

公務員 3
神奈川県 1
奈良県 1
陸上自衛隊 1

薬局・ドラッグストア 132
アインホールディングス 25
クリエイトエス・ディー 19
スギ薬局 12
日本調剤 12
薬樹 9
ウエルシア薬局 8
総合メディカル 7
サンドラッグ 5
エスシーグループ 4
ユニスマイル 3
アイセイ薬局 2
くすりの福太郎 2
田辺薬品 2
マツモトキヨシグループ 2
イオンリテール 1
ウィーズ 1
クオール 1
クスリのアオキ 1
グラム 1
ココカラファイングループ 1
さつきメディカル 1
サンハルク 1
セキカラコ薬局 1
ツルハグループ 1
トモズ 1
ファーマみらい 1
富士薬品 1
プラザ薬局 1
メディカルガーデン 1
メディカルシステムネットワーク 1
メディサポート 1
ワイエムピー 1
わかくさ薬局 1
わかば 1

その他の企業 9
イーピーエス 2
メディサイエンスプラニング 2
IQVIA 1
キャノンメディカルダイアグノスティックス 1
シミックヘルスケア 1
日本赤十字社 1
薬学ゼミナール 1

進　学 4
昭和薬科大学大学院 2
東京大学大学院 1
横浜市立大学大学院 1

単位：人
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令和 6 年度　卒業生進路別人数表（学部）
令和 7年 3月 31 日　　　　　　　

令和 6 年度　学生面談予約数

薬学部薬学科
総計

割合（％）
男 女 計

進
　
学

本学 1 1 2 1.0 
他大学 0 2 2 0.0 

進　　　　　　　学 1 3 4 2.0 

就
　
　
　
　
職

製薬企業（ＭＲ） 3 5 8 3.9 
製薬企業（研究） 1 0 1 0.0 
製薬企業（開発） 2 0 2 0.0 
製薬企業（開発以外） 0 1 1 0.0 

製 　 薬 　 企 　 業 6 6 12 5.9 
企業（ＣＲＯ・ＳＭＯ） 0 6 6 3.0 
企業（食品・化粧品） 0 0 0 
企業（卸） 0 0 0 
企業（その他） 1 2 3 1.5 

そ　の　他　企　業 1 8 9 4.4 
製薬企業・その他企業 7 14 21 10.3 

病院（国立） 3 1 4 2.0 
病院（公立） 1 5 6 3.0 
病院（私立） 4 26 30 14.8 
研修生 0 0 0 0.0 

病　　　　　　　院 8 32 40 19.7 
薬局（調剤薬局） 17 61 78 38.4 
薬局（調剤併設ドラッグストア） 19 35 54 26.6 
薬局（ドラッグストア） 0 0 0 0.0 

薬　　　　　　　局 36 96 132 65.0 
公　　　務　　　員 1 2 3 1.5 

教育（研究生）・その他等 0 0 0 0.0 
進 路 決 定 者 合 計 53 147 200 98.5 
就 職 せ ず（ 留 学 等 ） 0 0 0 0.0 
活 動 中 0 0 0 0.0 
判断保留中・国試後・未定 2 0 2 1.0 
不 明 ・ 未 提 出 1 0 1 0.5 
未 決 定 者 合 計 3 0 3 1.5 

総　　　　　　計 56 147 203 100.0 

年 月 面談予約数 年 月 面談予約数

令和 6年

4月 25
令和 6年

10 月 9
5 月 22 11 月 15
6 月 22 12 月 16
7 月 10

令和 7年
1月 14

8 月 1 2 月 8
9 月 8 3 月 31

合計 181
この他に随時対応、予約外対応あり
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（7）薬学教育推進センター運営委員会
委員会の開催
令和 5年 6月 2日（金）
　1.　幹事の選出
　2.　4 年次 CBT対策について
　3.　LSS の活動について
　4．令和 5年度留年生の学習支援について
　5．6年次生の学習支援について
　6．教育支援システム（ESS）の運営について
　7．教育カリキュラム策定のための活動について

令和 5年 7月 13 日（木）（メール会議）
　1.　4 年次 CBT対策案について

令和 5年 9月 22 日（金）
　1.　4 年次 CBT対策演習会について
　2．4年次総合確認試験について

令和 5年 12 月 14 日（木）
　1.　新入生対象の学修支援について
　2．令和 5年度 4年次 CBT対策について
　3．令和 6年度 4年生学習支援関連日程について
　4．4年生対象 PROGテストについて
　5．令和 5年度薬学教育推進センターFD研修会について

令和 6年 3月 28 日（木）　
　1．4年次 CBT対策について
　2．CBT不合格者への対応について
　3．学習支援について（主に低学年次学生に対して）
　4．学修ガイダンス、新入生オリエンテーションについて
　5．プレイスメントテストについて
　6．LSS について
　7．令和 6年度留年者、単位未修得者に対する対応
　8．教育支援システム（ESS）について
　9．PROGについて
　10．6 年次生の学習支援等について
　11．教員の教育活動への支援について
　12．教学マネジメント、教育カリキュラム策定等のための活動

活動概要・現状
　今年度は特に 4年次共用試験 CBT対策の強化を図った。年度初めの 4年次生対象のガイダンスにおいて
4年次までの学習内容を整理し知識として定着させることの重要性を説明すると共に学習支援の年間スケ
ジュールを提示した。知識の定着度を確認する機会として、前期にはCBT対策確認試験、後期には総合確
認試験を実施し、更に 9〜 10 月には「CBT対策演習会」を実施して薬学教育モデル・コアカリキュラムに
沿った学習内容全てを振り返る機会を提供した。更に、CBT再試験対象者に向けた演習会を実施し、アド
バイザー教員と協働した個別の対策も行なった。
　留年生の他の学生や教員との交流及び学内での主体的な学習を促進するため、今年度も 1〜 4年次留年生
を対象とした「午後演習プログラム」及び「ステップアップ・ワークショップ」を実施した。今年度は授業
実施形式が年度初めから全面対面となり、これらの対策への留年生の参加状況が改善した。
　ラーニング・サポート・ステーションの運営、6年次生や 6年次留年生に対する個別学習支援や国家試験
対策に関する分析等をはじめ、従来より実施している学習支援活動も継続して行なった。
　前年度に導入した教育支援システム（ESS）の活用として、6年次薬学演習試験の問題作成依頼〜編集へ
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適用し、これらの運用に携わった。
　事業計画「教学マネジメントシステムの充実」2年目の担当として、薬学教育モデル・コア・カリキュラ
ム（令和 4年度改訂版）に沿った学部のディプロマ・ポリシー（DP）、カリキュラム・ポリシー（CP）及
びDPルーブリックの見直し並びに新しいカリキュラムの構築に関わり、年度内の策定に至った。また、学
生によるDPルーブリックの自己評価を実施すると共に、新しい学務システムと連動する学修成果の可視化
システムの構築を進めた。
　
自己点検・評価
　今年度は 4年次生の学習支援に力を入れたものの、CBT不合格者の明らかな減少には繋がらなかったこ
とは反省すべきところである。一方で、留年生に対する学習支援への参加者が増加し、大学で自主的に学習
に取り組む学生も増えつつあることは評価できる。また、事業計画のプラットフォームとして教務委員会や
学務システム運営委員会などの関連委員会と協働して、DP、CP及びDPルーブリックの見直しとカリキュ
ラム改定を行うと共に、学修成果の可視化・評価の間接評価であるDPルーブリックの自己評価を実施し、
学修成果の可視化システムの構築といった直接評価への道筋が建てられたことは評価できる。

今後に向けて
　4年次生の学習支援については、アンケートなどで学生からの意見を聴取・分析した上で改善を図ってい
きたい。また、学修成果の可視化・評価については、直接評価のシステムを完成させ、間接評価と合わせて
分析できるようにしたい。更に、今年度は継続的な活動のみとなってしまった低学年や高学年に対する学習
支援についても、学生アンケートの分析を行うなどして、より改善できる点を見いだして実践していきた
い。

（8）IR 運営委員会
委員会の開催
第 1回　IR運営委員会
　【開催日時】　2023 年 6 月 27 日（火）　15 時 00 分〜 16 時 30 分
　【議　　題】　1.　データ解析ソフト「Spotfire」デモンストレーション
　　　　　　　2.　幹事の選出

第 2回　IR運営委員会 ( メール審議 )
　【開催日時】　2023 年 8 月 21 日（月）
　【議　　題】　1.　令和 6年度予算について

データ解析ソフト「Spotfire」操作説明会
　【開催日時】　2023 年 10 月 3 日（火）　15 時 30 分〜 17 時 00 分　本館 3F　IR 室
　【内　　容】　Excel データの取り込み、新しい分析の実行　等

活動概要・現状
　2023 年度は、上記の内容で 2回の委員会 ( 内 1 回はメール審議 ) を開催し、討議を行った。
　IR解析ソフト「Spotfire」のデモンストレーションを実施し、次年度予算での導入を決定し、スポットで
作業も依頼することとした。
　代理店データによる解析ソフト「Spotfire」操作説明会を開催した。

自己点検・評価
　「Spotfire」ソフトを用いて、過去の学生のデータを利用し、検証結果を教授総会においてプレゼンテー
ションしたところ反響が大きく、手ごたえを感じることができた。今後、本ソフトを利用することで教育の
場に活かせると思われる。

今後に向けて
　今後、当委員会ではデータを入れるところまでを担当し、分析については他部署の要請に応じ実施するこ
とになる。「国家試験合格率を上げる」、「留年生を出さない」等の目的のための分析が考えられるが、どの
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部署がそれを求めるのかというところまで進んでいない状況である。当委員会としてはデータを準備してお
く必要があると考えられる。

（9）地域連携センター運営委員会
委員会の開催
第 1回：令和 6年 7月 2日（月）
　1．相模原・町田地域教育連携プラットフォーム進捗と活動日参加要請
　2．生涯学習講座
　3．ＳＰＵかわら版
　4．科学技術週間
　5．地域活動実践プログラム
　6．団地居住学生の増加等
　7．今後の予定

第 2回：令和 6年 9月 4日（月）
　1．次年度予算案
　2．認知症に関連するイベント
　3．ＳＰＵかわら版
　4．報告書作成
　5．報告時刻

第 3回：令和 6年 12 月 4 日（水）
　1．2025-2029 中期計画
　2．報告事項

第 4回：令和 7年 1月 9日（木）
　1．地方創生 2.0

第 5 回：令和 7年 2月 27 日
　1．教授総会報告

活動概要、現状
1．ユニコムプラザさがみはら大学情報コーナーに出展（2024 年 4 月～ 2025 年 3 月）
2．相模原・町田地域教育連携プラットフォームに参加（2024 年 4 月～）
3.  科学技術週間　みんなで作ろう科学の本棚を開催（4月 15 日～ 4月 21 日）
4．地域活動実践プログラム　事前説明会（学生：5月 22 日 5 名）、（団体：5月 27 日 12 団体）
　　マッチング会（6月 19 日　参加：学生 12、団体 11）、報告会（1月 31 日）
5．お薬相談おしゃべり会（於：南地域子育て相談センター）（7月 11 日）
6．相模原・町田地域教育連携プラットフォーム　さがまち地域高校生向け合同説明会
　　（7月 20 日）10 名参加
7．第 1回生涯学習講座（7月 27 日）対面 18 名、オンライン 23 名参加
8．夏休み子ども向け科学実験体験会（講師：唐澤悟）（於：相模原市大島わかあゆ）（7月 27 日）
9．さがまちカレッジ（実験：石田寛明）（8月 20 日）5名参加
　　さがまちカレッジ（実験：石田寛明）（8月 23 日）4名参加
10．相模原・町田地域教育連携プラットフォーム　共同ＦＤ研修
　　パネリストに宇都口学長が参加（9月 14 日）
11．さがまちカレッジ（講師：吉永真理先生）（於：ユニコムプラザさがみはら）（10 月 8 日）8名参加
12．第 2回生涯学習講座（於：町田市文化交流センター）（10 月 10 日）45 名参加
13．さがまちカレッジ（講師：金本大成先生）（於：昭和薬科大学）（10 月 26 日）20 名参加
14．昭薬祭　オレンジ・ランプ上映会（10 月 27 日）115 名参加
15．さがまちカレッジ（講師：岸本成史先生）（於：なるせ駅前市民センター）（11 月 8 日）7名参加
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16．さがまちカレッジ（講師：金本大成先生）（於：ユニコムプラザさがみはら）（11 月 30 日）10 名参加
17．さがまちカレッジ（講師：伊藤俊将先生）（於：ユニコムプラザさがみはら）（11 月 30 日）20 名参加
18．さがまちカレッジ（講師：神林弾先生）（於：ユニコムプラザさがみはら）（2月 11 日）16 名参加
19． 2024 年度第 3回生涯学習講座（2月 22 日）ハイブリッド開催　117 名参加
20.　おくすり・子育て相談カフェ（2月 27 日）3組親子参加
21．相模原・町田地域教育連携プラットフォーム　教育支援活動　キッズスポーツチャレンジ
　　運営スタッフとして学生 4名が参加（3月 15 日）

自己点検・評価
・�継続してきた町田市薬剤師会との連携による活動を今年度も充実した内容で実施できた。特に生涯学習講
座では、さまざまな薬剤師の活躍の様子を発信し、好評を得た。
・�ユニコムプラザさがみはらにおける大学情報コーナーで活用するための「SPUかわら版」を発行し、学
生主体での情報発信の提案を行い、実践を開始した。
・�さがまちカレッジでは、実験も座学も本学の特色ある研究をアピールする機会として活用できた。実験講
座では、薬学の面白さに触れた。座学では高齢者の方をはじめ市民の健康意識の向上に貢献できた。
・�地域活動を望む大学生と協働を望む地域団体のマッチングを行い、中間支援団体の町田市地域活動サポー
トオフィスの支援を受けて、充実した地域活動を学生が体験することができた。報告会では共に活動する
こと、地域課題への気づき、貢献できた実感等を発表し、学長からの賞状を受け取った。感謝状を受け
取った地域団体にも学生の体験の感想を聞けたことや相互交流ができたという点で好評であった。
・�さがまち PFの活動が本格化し、合同で大学説明会を開催し、共同ＦＤ研修では学長がパネリストを務め
た。
・�町田市と協力してお薬おしゃべり会、お薬子育て相談カフェの活動を行なった。
・�JKK本町田住宅に居住する学生の地域活性化のために活動の支援を行なった。
・�教職員が協力して、事業を推進し、事前の学生等の募集から当日の運営、さらに事後には報告記事の掲載
まで、役割分担して進めることができた。
・�2022-2024 年度の活動報告書を作成し、ウェブで公開した。

今後に向けて
・�町田市薬剤師会と連携して、学生の学びにつながる活動や、薬剤師の生涯学習への貢献が可能なプログラ
ムを継続していきたい。
・�地域活動に学生が参加する仕組みがスタートして、学生にも地域にも好評なので、今後も中間支援を受け
ながら充実させたい。
・�さがまち PFにこれまでのさがまちカレッジ等の活動を通して蓄積してきたノウハウを活かしていきた
い。単科大学の限界を広げるような大学関連携に期待したい。本学としても私立大学等改革総合支援事業
の補助金獲得のためにポイント獲得を強化したい。
・�町田市との連携を進めたい。また、相模原市、川崎市、多摩市など、近隣の自治体との連携の方向性を模
索したい。

－ 129 －



６．大学院
（1）大学院入試管理委員会
令和 6年 5月 21 日（火）
　1. 令和 7年度学生募集要項について
　2. 令和 7年度入学試験日程について
　3. 令和 7年度入学試験出題者・面接委員・採点者について
　4. 委員会報告書について

令和 6年 6月 4日（火）（メール委員会）
　1. 令和 7年度入学試験日程について
　2. 令和 7年度入学試験科目について
　3. 令和 7年度学生募集要項について

令和 6年 7月 18 日（木） 
　1. 令和 7年度入学試験結果（7/18（木）博士課程 学内推薦）に関する件

令和 6年 9月 28 日（土）（メール委員会）
　1. 令和 7年度入学試験（10/11（金）博士課程 一般 1期）面接試験について

令和 6年 10 月 17 日（火）
　1. 令和 7年度入学試験結果（10/11（金）博士課程 一般１期）に関する件
　
令和 7年 3月 4日（火）
　1. 令和 7年度入学試験結果（3月 4日（火）博士課程 社会人推薦 2期）に関する件

活動概要、現状
令和 7年度入学試験実施結果

課　程 入試実施日 入試種別 志願者 受験者 合格者

修士課程
10 月 11 日（金） 一般 1期 0名 0名 0名

3月 4日（火）
一般 2期 0名 0名 0名
社会人推薦 0名 0名 0名

博士課程

7月 18 日（木）
学内推薦 3名 3名 3名

社会人推薦 1期 0名 0名 0名
10 月 11 日（金） 一般 1期 1名 1名 1名

3月 4日（火）
一般 2期 0名 0名 0名

社会人推薦 2期 1名 1名 1名

自己点検・評価
　博士課程は定員を満たしたが、修士課程の入学者は無く、何らかの対策が必要である。

今後に向けて
　現在大学院の 3つポリシーの改訂作業を進めているが、アドミッションポリシーに対応した入学試験のあ
り方を考えていく。
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（2）大学院自己点検・評価委員会
委員会の開催
令和 6年 5月 13 日（月）
　1. 第三者評価受審結果の今後の対応について
　2. その他（本委員会の幹事について）

令和 6年 5月 20 日（月）（メール委員会）
　1. 令和 6年度委員会報告書について

活動概要、現状
　大学院薬学研究科から提出された事業報告書を確認の上、昭和薬科大学大学院自己点検・評価報告書とし
て学校法人昭和薬科大学自己点検 ･評価委員会に提出し、令和 5年度昭和薬科大学教育・研究年報として公
表した。大学基準協会の大学評価（認証評価）での「学部・大学院とも十分な自己点検 ･評価を行っていな
い」との厳しいコメントへの対応を学部と共に進めている途中である。

自己点検・評価
　十分な自己点検 ･評価は未だ実施できていない。

今後に向けて
　他の自己点検・評価委員会とともに、内部質保証のため、実効性のある大学院の自己点検 ･評価のあり方
の検討を継続する。

（3）ハイテクリサーチセンター運営委員会
委員会の開催
令和 6年 5月 2日（木）（メール会議）
　1. 幹事について
　2. 2023 年報への記載（2023 年度の同委員会の自己点検 ･評価）について
　3. 研究室主任准教授 2名の本委員会へのオブザーバー参加について

令和 6年 7月 5日（金）（メール会議）
　1. 令和 7年度予算申請について

活動概要、現状
（1）第 15 回ハイテクリサーチセンター成果報告会
　�　令和 6年 5 月 17 日（金）、ハイテクリサーチセンター成果報告会を開催した。本学記念講堂前で 16 研
究室・部門から計 60 演題がポスター発表され、計 3時間の活発な議論が行われた。教員審査員及び学生
による投票により、物理・化学系、生物系、ドライ系の 3つの分野においてそれぞれ総得点の 1位を最優
秀賞、2位 3 位（ドライ系は 2位まで）を優秀賞とし、報告会終了後に食堂ひまわりで開かれた懇親会・
表彰式において学長から賞状と副賞を授与した。

　発表場所：記念講堂前広場（講義棟 2階）
　　14:00-17:00 ポスター発表
　　17:00-18:00 懇親会・表彰式 
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　【物理・化学系】( 同点につき最優秀賞 3つ )

最優秀賞
「アミド窒素上にアズレン環を有する芳香族アミドの合成と立体特性」
◎富田真由子、伊藤 愛、柚木雅志、土田あい、渡邉万由子、石井亜椰子、天木崇真、
山﨑 龍、岡本 巌 （薬品化学）

最優秀賞「Huisgen 環化反応を利用した小型蛍光プローブの開発研究」◎関根美夢、石田寛明、伊藤俊将 （医薬分子化学）

最優秀賞「非破壊的アプローチによる定量的アミン検出法の開発」◎藤原萌圭、梅野智大、臼井一晃、唐澤 悟 （薬品分析化学）

　【生物系】

最優秀賞「抗緑膿菌ペプチド送達の新戦略：分泌型プロテアーゼ応答型デポ製剤」◎藤生朱音、千阪太聖、林 桃花、梶川瑞穂、金本大成、浅井大輔（微生物学）

優秀賞 「背側海馬内免疫活性に着目した恐怖消去の性差を担う分子機構 :CCL5-CCR5」
◎矢島綾乃、髙橋里帆、日髙京香、松田真悟、水谷顕洋（薬物治療学）

優秀賞
「無機シアン塩及び青酸配糖体による毒性発現への腸内細菌叢の関与」
◎倉本咲弥、清水萌瑞、岸山千優、丸山由莉、小川清歌、猪野翔大、梶原 若、赤星軌征、
石井 功（衛生化学）

　【ドライ系】

最優秀賞
「パンデミックによる医療従事者の苦悩とそのストレス反応に関する研究」
◎渡邉萌花、山口真央、尾崎暁仁、佐伯朋香、廣瀬寛子、廣川 亜希子、似内明子、杉田理
絵、宮﨑美子、吉永真理（臨床心理学）

優秀賞 「学生が特定の分野の学習に対して苦手意識を持つ要因の質的分析」
◎菅野夏生、長谷川仁美、岸本成史（薬学教育推進）

（2）ハイテクリサーチセンター月例報告会（計 8回）
　令和 6年 6月 12 日（水）【担当：微生物学研究室】
　　演題①：立体構造情報からの機能予測に基づく新規 MHC-I 様分子の機能同定 

　令和 6年 7月 31 日（水）【担当：薬剤学研究室】
　　演題①： ウイルス機能を模倣するタンパク質の同定
　　演題②： アデノウイルスノブタンパク質の 3量体構造とその機能評価
　　演題③： ノブタンパク質の薬物キャリアとしての可能性

　令和 6年 10 月 2 日（水）【担当：薬物動態学研究室】
　　演題①： 機械学習および生理学的薬物動態モデルを用いた化学物質のヒト体内ばく露予測
　　演題②： �フルバスタチン単独処方患者での有害事象自発報告事例とチトクロム P450 2C9 遺伝子多型に

伴う仮想血中および肝中濃度予測
　　
　令和 6年 10 月 23 日（水）【担当：薬理学研究室】
　　演題①：超硫黄分子とは 
　　演題②：長寿機能分子としての超硫黄分子 
　　演題③：超硫黄分子産生酵素 CSE とその新機能

　令和 6年 11 月 13 日（水）【担当：薬品化学研究室】
　　演題①：芳香族アミドにおけるN- アズレニル基の効果 
　　
　令和 6年 12 月 18 日（水）【担当：薬品物理化学研究室】
　　演題①：分子プローブや薬物の輸送担体となるアルブミンの体内動態制御に関する研究 
　　演題②：ソマトスタチンアナログを母体とする放射性プローブの体内分布の最適化に関する検討

－ 132 －



　令和 7年 1月 16 日（木）【担当：応用薬物治療部門】
　　演題①：がん細胞のアポトーシス誘導とリバーストランスレーショナルリサーチ

　令和 7年 3月 19 日（水）【担当：薬物治療学研究室】
　　演題①： IRBIT による細胞骨格制御を介した脂肪細胞分化制御
　　演題②： 腎臓足細胞における IRBIT の役割

自己点検・評価
　ハイテクリサーチセンター成果報告会は恒例行事として定着し、多くの学内参加者により毎回盛況であ
る。一方、月例報告会は聴衆が少ない場合もあり、大学特別講義や学事の日程と調整する必要がある。

今後に向けて
　成果報告会及び月例報告会を継続し、さらに発展させ、本学の研究活動全般の活性化に繋げる。また、共
同機器運営委員会と協力してハイテクリサーチセンターの整備を進め、より積極的に活用する。
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７．施設
（1）体育施設
活動概要・現状
　体育施設を管理運営する体育学研究室の教育職員の採用が延期されたことにより、これまでと同じように
大学事務長が暫定的に管理運営を継続している。
　基本的には暫定的に運営管理するという趣旨から、これまでと同じように下記にあげる施設を本学行事、
体育実技、本学学生の課外活動、本学学生が所属する学生団体の各種大会、職員の福利厚生の場として利用
している。

　1　体育館
　2　武道場（空手、柔道、少林寺・剣道）
　3　卓球場
　4　テニスコート
　5　グラウンド
　6　弓道場

自己点検・評価
　体育施設は活動概要に記した内容により、年間計画に沿って適切に管理運用されている。

今後に向けて
　各施設、設備の老朽化が進んでいることから大規模な改修工事及び管理運営の検討を行っていく。

（2）RI 研究施設
活動概要、現状
　RI 研究施設は、「放射性同位元素等の規制に関する法律」による原子力規制委員会の許可施設である。関
連法令、本学放射線障害予防規程に従い、アイソトープの管理、放射線業務従事者の管理、RI 研究施設管
理・運営を行なった。以下に具体的な活動内容を示す。

　1．放射線管理状況報告（原子力規制委員会へ提出）
　2．核燃料物質管理報告（原子力規制委員会へ提出）
　3．放射線安全委員会予算管理
　4．アイソトープ管理
　　　1）研究用アイソトープ発注、入庫、使用、保管、廃棄の管理
　　　2）RI 使用カード、廃棄カードの作成と記録の整理
　　　3）RI 保管庫の在庫確認
　　　4）日本アイソトープ協会へのRI 廃棄物の委託廃棄
　5．放射線業務従事者管理
　　　1） 学内教育訓練の実施
　　　2）管理区域への入退室カード（ICカード）登録
　　　3）入退室記録管理
　　　4）個人被ばく線量（ルミネスバッジ装着）管理
　6．RI 施設管理
　　　1） 排気排水管理
　　　2）管理区域エリアモニタ管理
　　　3）汚染検査
　　　4）機器管理
　　　5） 設備管理
　7．緊急時の対応に関する教育訓練
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　本年度は、立入検査時の助言を踏まえ、許可使用に係る変更申請書類一式を 3月下旬に原子力規制庁へ提
出した。約 3か月後に審査結果が判明する見込みである。

自己点検 ･ 評価
　アイソトープの管理、放射線業務従事者の管理、RI 研究施設管理・運営を、関連法令、本学放射線障害
予防規程に従い、厳重に適切に行った。

今後に向けて
　これまで通り関連法令、本学放射線障害予防規程に基づいた適切な管理を行う。

（3）機器分析研究施設（Research Facility for Instrumental Analysis）
研究施設短報
清谷： �負ミュオン回転緩和法を用いた有機化合物に関する研究について、茨城県東海村の J-PARC/MLFの

ミュオン科学実験施設において、2024A 期の実験課題募集で採択された課題の実験を実施し、デー
タ解析および議論を行っている。正ミュオン回転緩和法によるタンパク質およびアミノ酸のプロト
ン・電子移動の可視化に関する研究も継続中である。成果の一部について学会等で発表した。

本山：�Microsoft SharePoint によるオンライン依頼・閲覧システムを整備し実務活用。GC/MS，CI-MS 測
定を対応可能にした。

学会、研究会報告
○Tamiko Kiyotani, Ichiro Tanaka, Masatoshi Hiraishi, Nobuo Niimura：Muon in Structural Biology: 
Visualization of electron and proton transfer by the elementary particle “Muon”

IUPAB2024（京都）令和 6年 6月

○竹下聡史，清谷多美子，平石雅俊，吉田実生，友野大，杉山純，梅垣いづみ，幸田章宏，西村昇一郎，中
村惇平，岡部博孝，小林義男，下村浩一郎，門野良典：負ミュオンスピン回転法による単純有機化合物系の
局所磁場測定

日本物理学会第 79 回年次大会（札幌）令和 6年 9月

○S. Takeshita, T. Kiyotani, M. Hiraishi, M. Yoshida, D. Tomono. Sugiyama, I. Umegaki, A. Koda, Y. 
Kobayashi, and K. Shimomura：Local magnetic field of negative muon in simple organic materials

The 4th J-PARC Symposium 2024（水戸）令和 6年 10 月

○小川弦、清谷多美子、平石雅俊、新村信雄、田中伊知朗：ミュオンを利用した酵素反応の実時間実空間で
の観察の試み

2024 年度量子ビームサイエンスフェスタ（つくば）令和 7年 3月

教育研究活動支援
核磁気共鳴装置（NMR）：
　�　3 機の NMR［ブルカージャパン社製 400MHz、およびクライオプローブ（極低温検出器）を装備した
600MHz、日本電子社製 400MHz］が通年稼働した。全てのNMRはオートサンプルチェンジャーを装備
することにより効率的な測定を可能にしており、年間を通して昼夜ともにほぼ利用されている。
　�　2 機の 400MHz の NMRの利用について、カリキュラムに配慮して、3年生の 2 月頃から利用可能と
なっており。学生利用登録者数は 100 名を越え、年間の測定本数も 1万本前後の利用が続いている。
　�　600MHz の NMRに関しては、天然物をはじめとする微量しか得られない有機化合物、高分子量のタン
パク質の構造解析および同定が行われ、測定本数は 600 本余りであった。本装置について、測定本数は
400MHz の NMRの 1/10 以下であるが、1試料あたりの測定時間が長いことから、稼働時間はほぼ同じ
である。利用については教員のみとしているが、利用研究室では、学生が 600MHz の NMRの実験に立
ち会うことにより、実験方法やデータ処理、構造解析に関する教育を行っている。
　�　3 年生の生薬・天然物化学実習（9、10 月）では、生薬から抽出された試料を 400MHz の NMRで測定
を行い、得られたデータを用いて解析演習を行った。
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質量分析装置（MS）：
　�　日本電子社製の JMS-700V、JMS-T100LP の 2 台が稼働。700V は依頼測定に、T100LP はユーザー測定
と依頼測定に使用した。T100LP は、週一でのクリーニングメンテにより配管つまりトラブルがほぼゼロ
になった。オンライン測定依頼システムの稼働と測定法改良による効率化などにより、依頼測定の納期は
週１勤務ながら 1週間以内で運用できるようになった。今年度はGC/MSや LC/MS 測定等の高難度な依
頼が増加傾向となった。装置の不調・故障は数ヶ月に一度の頻度で発生したが、重篤なものはなく保守契
約及び現場対応で対処した。

単結晶X線回折装置：
　�　教員および大学院生の利用が可能である。また、各研究室内で結晶構造解析ソフトを用いての構造解析
は学部学生も可能である。多くは有機化合物の結晶構造解析であるが、タンパク質結晶の予備実験の利用
も増えつつある。

ORD-CD：
　�　教員、研究室配属の 4年生以上の学部生および大学院生の利用が可能な解放装置である。利用状況につ
いては、タンパク質および有機化合物試料の測定が継続的に実施されている。

FT/IR（薬品分析化学研究室管理）：
　�　教員および研究室配属の 4年生以上の学部生および大学院生の利用が可能な解放装置であり、主に化学
系研究室を中心に利用されている。

元素分析装置（薬品化学研究室管理）：
　�　利用状況は年度および時期により変動はあるものの利用が続いている。

自己点検・評価
　日頃より利用者とのコミュニケーションを心掛けており、研究室の事情により装置の利用方法および規則
に関して不都合が生じた際は、早急に改善策を検討・提案するとともに、利用しやすい利用規則に変更する
などの対応を行っている。
　施設利用に関しては、セキュリティーの面から出入口に電子錠を設置しており、利用登録者は 24 時間、
各自の IDカードで入退室可能である。昨年来のコロナ禍で、夜間および週末・休日施錠から終日施錠に切
り替え、万が一の事態に備えて各利用登録者の入退室時間の管理を行っている。
　施設利用について、定期点検や故障発生時以外は、年間を通して 24 時間利用可能な体制をとっている。
施設利用については、原則的に利用研究室より申請を受け、装置講習および施設利用の説明を受講した者に
入退室許可を与えており、利用者が安心して利用できるよう配慮している。
　全装置は、年間を通して 24 時間稼働しており、また、装置数も決して多くないことから故障は避けられ
ないが、メーカーと保守契約を結ぶことにより、故障時の迅速な対応、さらには一刻も早い原状回復を期す
べく万全の態勢を調えている。さらに毎年装置の定期点検を実施し、年間を通して高性能な状態を維持して
いる。
　当施設は、利用者が安全で安心して利用できるよう、更によりよい成果を挙げられるよう施設の体制作り
について、機器分析研究施設運営委員会が中心となって、利用研究室および施設スタッフの協力により、さ
らに利用者の協力を得て円滑に管理・運営・運用されているものと評価する。

今後に向けて
　今後も利用者および利用研究室と密に連携し、より一層の効果的、効率的な装置の運用を図りたい。
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＜ 2024 年度 研究室別利用状況＞（測定本数）
１．核磁気共鳴装置（NMR）：ユーザー測定	
AV400NEO（ブルカージャパン）

研究室名＼月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 測定率（％）
天然物化学 39 65 49 42 13 11 23 15 27 21 17 52 374 5.7 
薬　化　学 142 251 351 254 132 247 188 267 204 160 199 201 2,596 39.3 
医薬分子化学 93 115 56 48 20 57 62 48 63 46 169 124 901 13.6 
薬品化学 167 214 117 60 34 67 118 171 107 198 199 104 1,556 23.5 
薬品物理化学 10 15 14 14 5 19 6 4 5 3 7 4 106 1.6 
薬品分析化学 102 95 130 120 54 82 152 75 46 83 58 67 1064 16.1 
機器分析研究施設 0 0 0 0 0 2 8 0 0 2 1 0 13 0.2 

合　　　計 553 755 717 538 258 485 557 580 452 513 650 552 6,610 100.0 

ECZ400S（日本電子）
研究室名＼月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 測定率（％）

薬化学 228 153 148 66 114 234 167 221 107 253 216 126 2,033 40.3 
医薬分子化学 345 100 130 141 87 120 117 165 100 114 102 16 1,537 30.5 
薬品化学 127 265 160 112 24 38 115 209 134 99 73 119 1,475 29.2 

合　　　計 700 518 438 319 225 392 399 595 341 466 391 261 5,045 100.0 

AV600（ブルカージャパン）
研究室名＼月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 測定率（％）

天然物化学 8 5 78 14 30 76 76 0 116 28 6 45 482 75.7 
医薬分子化学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6 0.9 
薬品化学 0 22 0 0 0 0 28 34 8 0 0 10 102 16.0 
薬品分析化学 0 7 0 32 0 0 7 0 0 0 1 0 47 7.4 

合　　　計 8 34 78 46 30 76 111 34 124 28 7 61 637 100.0 

２．質量分析装置（MS）
T100（日本電子）：ユーザー測定

研究室名＼月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 測定率（％）
生薬・天然物化学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 83 40 29 152 8.3 
医薬分子化学 62 72 152 234 7 22 46 22 35 33 90 87 862 46.8 
薬品物理化学 4 13 28 15 36 90 108 31 19 86 26 77 533 29.0 
薬品化学 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.1 
薬品分析化学 31 8 41 56 11 15 12 12 3 24 45 35 293 15.9 

合　　計 97 94 221 305 54 127 166 65 57 226 201 228 1,841 100.1 

MS700、T100（日本電子）：依頼測定
研究室名＼月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 測定率（％）

天然物化学 0 0 0 2 0 1 0 0 7 1 9 0 20 4.2 
薬　化　学 13 7 21 24 15 21 16 28 14 15 21 23 218 46.1 
医薬分子化学 15 21 12 6 1 19 4 5 0 0 2 1 86 18.2 
薬品化学 11 30 3 13 2 3 14 12 15 18 11 17 149 31.5 

合　　計 39 58 36 45 18 44 34 45 36 34 43 41 473 100.0 
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３．単結晶 X 線回折装置 XtaLAB Synergy Custom（リガク）：ユーザー測定
研究室名＼月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 測定率（％）

薬化学 5 6 0 9 1 11 5 0 0 0 6 0 43 23.5 
医薬分子化学 0 0 9 0 0 0 9 0 3 0 0 0 21 11.5 
薬品化学 5 10 6 2 1 2 2 4 0 1 5 1 39 21.3 
薬品分析化学 3 8 18 7 7 7 9 0 13 3 0 2 77 42.1 
統合薬学教育（川幡） 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1.6 

合　　　計 13 26 33 19 9 20 25 4 16 4 11 3 183 100.0 

４．円二色分散計（ORD-CD）　J-1500（日本分光）：ユーザー測定
研究室名＼月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 測定率（％）

医薬分子化学 0 0 4 21 0 0 0 0 0 0 0 0 25 41.7 
薬品化学 7 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 25.0 
薬品分析化学 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 17 0 20 33.3 

合　　　計 7 8 7 21 0 0 0 0 0 0 17 0 60 100.0 

５．赤外分光光度計【2024 年 8 月 22 日まで】FT/IR-420（日本分光）：ユーザー測定
　　　　　　　　　【2024 年 8 月 23 日から】FT/IR-4100（日本分光）

研究室名＼月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 測定率（％）
医薬分子化学 0 0 0 6 0 62 26 0 0 25 23 0 142 52.8 
薬化学 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0.7 
薬品分析化学 24 5 10 77 2 5 2 0 0 0 0 0 125 46.5 

合　　計 24 5 10 83 4 67 28 0 0 25 23 0 269 100.0 

※研究室管理
１．元素分析装置　FLASH　EA1112（Thermo Finnigan）（管理：薬品化学研究室）
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８．その他
（1）2024（令和 6）年度外部資金取得状況

（2）輸出管理委員会
委員会の開催
日時：2024 年 5 月 21 日（メール会議）
　1．新規着任者の研修について
日時：2024 年 6 月 14 日（メール会議）
　1．大学における安全保障貿易管理に関する調査について
日時：2025 年 2 月 3 日（メール会議）
　1．外国人受け入れの事前確認シート（入学試験委員会）について

活動概要・現状
　1．�新規着任者の研修について、5月 24 日にメールで対象者に依頼し、例年通り実施した。
　2．�経済産業省「安全保障貿易に係る機微技術管理ガイダンス（改正第 4版）」に沿った管理に努めた。

自己点検・評価
　本年度もコロナ禍による各種混乱があったが感染防止に配慮しながら、規程施行 4年目を終えた。輸出可
否の審議案件は無かった。
　令和 3（2021）年 11 月 18 日で公布された「役務通達」（「外国為替及び外国貿易法第 25 条第 1 項及び外
国為替令第 17 条第 2項の規定に基づき許可を要する技術を提供する取引又は行為について」（平成 4年 12
月 21 日付け 4貿局第 492 号）等の一部を改正する通達）の改正が令和 4（2022）年 5 月 1 日から施行され
たことに伴い、新たな体制整備に務め、今後実態に沿った体制整備を進めて行く。

今後に向けて
　経済産業省「安全保障貿易に係る機微技術管理ガイダンス（改正第 4版）」に沿った管理を今後も行う。

項　　　目 件数 合計金額（千円） 備　　　考
科学研究費助成事業（文部科学省・日本学術振興会） 38 37,701
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED） 2 1,150
厚生労働科学研究費補助金 0 0
奨励研究助成金 4 2,450
東京都道路整備保全公社 0 0
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Ⅱ．研究室年間業績と研究室活動短報
医療薬学系（Devision of Pharmacy and Health Sciences）
医療薬剤学分野

（1）薬剤学研究室（Laboratory of Pharmaceutics and Biopharmaceutics）
　准教授　　小泉　直也
　講　師　　野村　鉄也
　特任助教　萩原芙美子

学会報告
○野村 鉄也、萩原 芙美子、小泉 直也、宇都口 直樹：メラノーマ細胞による血管類似構造の形成能と細胞特性
との関り

日本薬剤学会第 40 年会（神戸）2024 年 5月

○松浦 由季、星 瑛美、野村 鉄也、萩原 芙美子、小泉 直也、宇都口 直樹：腫瘍血管を標的としたDCワクチ
ンと免疫チェックポイント阻害薬の併用療法による抗腫瘍効果の検討

第 40 回日本DDS 学会学術集会（筑波）2024 年 7月
[ 松浦 由季 ( 令和 6 年度卒業研究 6 年生 )、星 瑛美 ( 令和 3 年度卒業生 )]

○陳 彦元、小泉 直也、萩原 芙美子、野村 鉄也、宇都口 直樹：5 型アデノウィルスノブタンパク質のCAR 結合
における3量体構造の関与

第 68 回日本薬学会関東支部大会（新潟）2024 年 9月
[ 陳 彦元 ( 令和 6 年度修士課程 2 年生 )]

○Tetsuya Nomura, Naoki Utoguchi： The ability of cancer cells to form vasculogenic mimicry correlates 
with the malignancy of the cancer cells

第 83 回日本癌学会学術集会（福岡）2024 年 9月

原著論文
Naoya Koizumi, Takamasa Hirai, Junpei Kano, Anna Sato, Yurika Suzuki, Arisa Sasaki, Tetsuya Nomura 
and Naoki Utoguchi: Utilizing Adenovirus Knob Proteins as Carriers in Cancer Gene Therapy Amidst the 
Presence of Anti-Knob Antibodies. 

Int. J. Mol. Sci.  25, 10679 (2024)
[Kano Junpei( 令和 2 年度博士課程修了生 )、Sato Anna ( 令和元年度博士課程修了生 )

Yurika Suzuki ( 令和元年度卒業生 )、 Arisa Sasaki ( 平成 29 年度卒業生 )]

研究室活動短報
　令和 6 年 (2024 年 ) 度より、宇都口直樹教授が学長に就任し、研究室内の教員が 3 名となった。また、萩
原芙美子特任助教が令和 6 年 11月末で退職した。研究室には、大学院生（修士）1名、6～ 4 年次学生45 名
が所属し、研究活動が行なわれた。研究テーマとして、従来から行っているアデノウイルスタンパク質を利用した 
DDS、新生血管を標的としたDDSに関する研究を実施した。
　教育においては、学部生は月に1回の全体でのデータ発表会を行い、科学的論理思考、問題解決能力、プレ
ゼン能力の醸成に努めた。

自己点検・評価
　令和 6 年度は、学会発表 4件の発表がなされ、原著論文を1報発表した。大学院生および学部学生の学会発
表が 2件と少なかったため、学生による成果発表を積極的に実施し、論文投稿と共に研究データの公表を進めて
いきたい。

今後に向けて
　原著論文は 1報の発表であったが、インパクトファクターが比較的高い 4.9 の雑誌であり、今後もインパクトの
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高い雑誌への投稿を目指す。教員の国際学会での発表や大学院生と学部生の学会発表も引き続き実施していきた
い。データ発表会は数多く行ったが、研究の基礎力の醸成のための文献紹介の機会が少なかった。今後は、文
献紹介の機会を増やしていきたい。

（2）薬物動態学研究室（Drug Metabolism and Pharmacokinetics）
研究室メンバー
　教　授　　山崎　浩史
　准教授　　清水万紀子
　講　師　　村山　典恵
　特任助教　安達昂一郎

学会報告
○田中 由香里、Solon Eric、Groseclose Reid、Ho Stacy、田中 広治、中田 直之、Linehan Stefan、西舘 正
修、横井 宏之、渡辺 健一、浦崎 葉子、石田 知己、鍛冶 秀文、小松 里香、吉田 賢二、山崎 浩史、齋藤 公亮、
斎藤 嘉朗 : イメージング質量分析のグローバルガイドライン策定に向けて～医薬品の研究開発への活用を目指した
グローバルサーベイの結果～

第 72 回質量分析総合討論会 ( つくば ) 2024 年 6月

○上原 正太郎、米田 直央、樋口 裕一郎、山崎 浩史、末水 洋志 : ヒト肝キメラマウスによるボセンタンの代謝と
毒性

第 51回日本毒性学会学術集会 ( 福岡 )2024 年 7月

○山崎 浩史、清水 万紀子、安達 昂一郎 : 生理学的薬物動態モデルを用いる化学物質のデータ駆動型ヒト体内ば
く露量予測手法の開発

2024 年度日化協LRI 研究報告会 ( 東京 ) 2024 年 8月

○Shotaro Uehara, Yuichiro Higuchi, Nao Yoneda, Hiroshi Yamazaki, Hiroshi Suemizu: Metabolism of 
pirocarpine in chimeric mice with humanized liver

39th JSSX and 26th North American ISSX Meeting(Hawaii, USA) 2024 年 9月

○Hiroshi Yamazaki, Makiko Shimizu: Pharmacokinetic Models for Exposures of Atomoxetine Prescribed 
in Pediatric Patients Genotyped for Cytochrome P450 2D6*10

25th Annual Simcyp Consortium Meeting(London Heathrow,UK) 2024 年 9月

○田中 庸一、宮城 良輝、濱野 彩香、平塚 真弘、山崎 浩史、斎藤 嘉朗、花尻 瑠理 : UGT1A1 基質薬物の代
謝におけるUGT1A1*6の影響の比較

第 45回日本臨床薬理学会学術集会 (さいたま ) 2024 年 12月

○坂本 優、肥沼 佳菜、今岡 鮎子、中村克徳、山崎 浩史、秋好 健志、大谷 壽一 : CYP3A5に対するグレープフルー
ツ果汁成分の阻害特性の解析

日本薬学会第 145 年会 ( 福岡 ) 2025 年 3月

○大内 康平、島田 紀香、関 博行、下地 みゆき、中村 克徳、山崎 浩史、今岡 鮎子、秋好 健志、大谷 壽一 : 
CYP2C19 を介した clopidogrel の代謝活性化に対する vonoprazan の阻害特性 −遺伝的バリアント間での比
較−

日本薬学会第 145 年会 ( 福岡 ) 2025 年 3月
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原著論文
Makiko Shimizu, Shotaro Uehara, Katsuhiro Ohyama, Haruka Nishimura, Yoichi Tanaka, Yoshiro Saito, 
Hiroshi Suemizu, Sayaka Yoshida, Hiroshi Yamazaki: Pharmacokinetic Models Scaled-up from Humanized-
liver Mouse Data Can Account for Drug Monitoring Results of Atomoxetine and Its 4-Hydroxylated and 
N-Demethylated Metabolites in Pediatric Patients Genotyped for Cytochrome P450 2D6. 

Drug Metab Dispos, 52, 35-43 (2024)
[ 西村 榛花 (2024 年度卒業研究 6 年生 ) ]

Yasuhiro Uno, Miaki Makiguchi, Genki Ushirozako, Kyoko Tsukiyama-Kohara, Makiko Shimizu, Hiroshi 
Yamazaki: Molecular and functional characterization of flavin-containing monooxygenases (FMO1–6) in 
tree shrews. 

Comp Biochem Physiol C Toxicol Pharmacol,  227, 109835 (2024)
[ 巻口 美晶 (2023 年度卒業生 ) ]

Makiko Shimizu, Miaki Makiguchi, Eiji Hishinuma, Sakae Saito, Masahiro Hiratsuka, Hiroshi Yamazaki: 
Rare but impaired flavin-containing monooxygenase 3 (FMO3) variants reported in a recently updated 
Japanese mega-databank of genome resources. 

Drug Metab Pharmacokinet, 55, 100539 (2024)
[ 巻口 美晶 (2023 年度卒業生 ) ]

Yasuhiro Uno, Norie Murayama, Hiroshi Yamazaki: Novel cytochrome P450 2C119 enzymes in cynomolgus 
and rhesus macaques metabolize progesterone, diclofenac, and omeprazole. 

Drug Metab Dispos, 52, 266-273 (2024)

Yasuhiro Uno, Yuhki Minami, Kyoko Tsukiyama-Kohara, Norie Murayama, Hiroshi Yamazaki: Identification 
of cytochrome P450 2C18 and 2C76 in tree shrews: P450 2C18 effectively oxidizes typical human P450 
2C9/2C19 chiral substrates warfarin and omeprazole with less stereoselectivity. 

Biochem Pharmacol, 228, 115990 (2024)

Genki Ushirozako, Norie Murayama, Kyoko Tsukiyama-Kohara, Hiroshi Yamazaki, Yasuhiro Uno: Novel 
tree shrew cytochrome P450 2Ds (CYP2D8a and CYP2D8b) are functional drug-metabolizing enzymes 
that metabolize bufuralol and dextromethorphan. 

Drug Metab Dispos, 52, 305-311 (2024)

Yasuhiro Uno, Osamu Yamato, Hiroshi Yamazaki: Transcript abundance of hepatic drug-metabolizing 
enzymes in two dog breeds compared with 14 species including humans. 

Drug Metab Pharmacokinet, 55, 101002 (2024)

Koichiro Adachi, Katsuhiro Ohyama, Yoichi Tanaka, Yoshiro Saito, Makiko Shimizu, Hiroshi Yamazaki: 
Modeled hepatic/plasma exposures of fluvastatin prescribed alone in subjects with impaired cytochrome 
P450 2C9*3 as one of possible determinant factors likely associated with hepatic toxicity reported in a 
Japanese adverse event database. 

Biol Pharm Bull, 47, 635-640 (2024)

Katsuhiro Ohyama, Megumi Iida, Shota Akiyama, Hiroshi Yamazaki, and Yusuke Hori: Time-to-onset 
Analysis of Rhabdomyolysis due to Different Proton Pump Inhibitors Using a Pharmacovigilance Database. 

In Vivo, 38, 1285-1291 (2024)

Koichiro Adachi., Makiko Shimizu, Fumiaki Shono, Kimito Funatsu, Hiroshi Yamazaki: Octanol/Water 
Partition Coefficients Estimated Using Retention Times in Reverse-phase Liquid Chromatography and 
Calculated in Silico as One of the Determinant Factors for Pharmacokinetic Parameter Estimations of 
General Chemical Substances. 

J Toxicol Sci, 49, 127-137 (2024)
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Shotaro Uehara, Norie Murayama, Yuichiro Higuchi, Makiko Shimizu, Hiroshi Suemizu, F. Peter 
Guengerich, Hiroshi Yamazaki: In vivo and in vitro induction of cytochrome P450 3A4 by thalidomide in 
humanized-liver mice and experimental human hepatocyte HepaSH cells. 

Chem Res Toxicol, 37, 671-674 (2024)

Koichiro Adachi, Katsuhiro Ohyama, Yoichi Tanaka, Norie Murayama, Makiko Shimizu, Yoshiro Saito, 
Hiroshi Yamazaki: Modeled hepatic/plasma exposures of omeprazole prescribed alone in cytochrome P450 
2C19 poor metabolizers are likely associated with hepatic toxicity reported in a Japanese adverse event 
database. 

Biol Pharm Bull,  47, 1028-1032 (2024)

Makiko Shimizu, Miaki Makiguchi, Yasuhiro Uno, Hiroshi Yamazaki: Quinuclidine N-oxygenation mediated 
by flavin-containing monooxygenase (FMO) 1 and FMO3 in kidney and liver microsomes from humans, 
monkeys, dogs, and pigs. 

Drug Metab Dispos, 52, 906-910 (2024)
[ 巻口 美晶 (2023 年度卒業生 ) ]

Yasuhiro Uno, Kyoko Tsukiyama-Kohara, Mayumi Ishizuka, Hazuki Mizukawa, Norie Murayama, Hiroshi 
Yamazaki: Investigation of functional cytochrome P450 4A enzymes in liver and kidney of pigs, cats, tree 
shrews, and dogs in comparison with the metabolic capacity of human P450 4A11. 

Drug Metab Dispos, 52, 1009-1019 (2024)

Koichiro Adachi, Maki Murata, Akiyoshi Inada, Takeyoshi Morimoto, Makiko Shimizu, Satoru Beppu, 
Hiroshi Yamazaki: Interaction of a caffeine overdose with clinical doses of contraceptive ethinyl estradiol in 
a young woman. 

Acute Med Surg, 11, e985 (2024)

Ayaka Kojima, Masayuki Nadai, Norie Murayama, Hiroshi Yamazaki, Miki Katoh: Effects of tyrosine 
kinase inhibitors used for the treatment of non-small cell lung carcinoma on cytochrome P450 2J2 
activities. 

Xenobiotica,  54，642-647 (2024)

Koichiro Adachi, Tsubasa Sasaki, Atsuo Arai, Makiko Shimizu, Hiroshi Yamazaki: Impact of variability of 
in silico and in vitro octanol/water partition coefficients of compounds on the input parameters and results 
of simplified human physiologically based pharmacokinetic models after virtual oral administrations. 

J Toxcol Sci, 49, 459-466 (2024)
[ 佐々木　翼、荒井　温夫 (2024 年度卒業研究 5 年生 ) ]

依頼・招待講演等
○宇野 泰広、山崎 浩史 :イヌ、ブタ、カニクイザル、ツパイにおけるチトクロムP450 の同定・解析

第 51回日本毒性学会学術集会 ( 福岡 )2024 年 7月

○清水 万紀子、山崎 浩史 : フラビン含有酸素添加酵素の触媒機能の動物種差
第 51回日本毒性学会学術集会 ( 福岡 )2024 年 7月

○上原 正太郎、山崎 浩史、末水 洋志 : 薬物代謝における動物種差：ヒトにおける医薬品の代謝・毒性の予測
モデルとしてのヒト肝キメラマウス

第 51回日本毒性学会学術集会 ( 福岡 )2024 年 7月

○山崎 浩史、清水 万紀子、上原 正太郎、宇野 泰広 : ヒトモデル動物での薬物体内情報を利用したヒト治療薬
動態予測とモニタリング

第 51回日本毒性学会学術集会 ( 福岡 )2024 年 7月
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○Hiroshi Yamazaki, Shotaro Uehara, Makiko Shimizu, Hiroshi Suemizu: Pharmacokinetic modeling for 
drugs using inactivated-P450 human hepatocytes after transplantation into immunodeficient mice

The 25th International Symposium on Microsomes and Drug Oxidations (Prague, Czech Republic)
 2024 年 7月

○Hiroshi Yamazaki: Species Specificity and Selection of Animal Models for Drug Oxygenations Differently 
Contributed by Polymorphic Human Enzymes

39th JSSX and 26th North American ISSX Meeting (Honolulu, Hawaii, USA) 2024 年 9月

総説
Yasuhiro Uno, Makiko Shimizu, Hiroshi Yamazaki: A variety of cytochrome P450 enzymes and flavin-
containing monooxygenases in dogs and pigs commonly used as preclinical animal models. 

Biochem Pharmacol, 228, 116124 (2024)

活動概要・現状
　本年度は、職員4名とともに薬物動態学研究室の研究活動を行った。研究テーマは、薬物酸化酵素活性の遺
伝的多型による個人差に関する基礎研究、薬物血中モニタリングによる救急救命あるいは個別化医療の基盤研究、
ファーマコゲノミクス情報を利用する医薬品等規制調和評価研究、医薬候補品より生成するヒト反応性代謝物の評
価に関する創薬研究、一般化学物質のヒト生理学的薬物動態予測によるリスク評価研究、および創薬を支援する
実験動物モデルの開発基盤研究であった。研究室からの学会発表は、招待講演 6題と一般発表 8題、論文発表
は原著 17 報、総説 1報であった。競争的外部資金は、日本学術振興会、日本医療研究開発機構、日本化学工
業協会長期自主研究活動等から援助を得た。

自己点検・評価
　研究室では「患者さんに役立つ薬物動態学研究」を掲げ、努力しており、精密機器類等のハード面や、実験
報告や文献紹介などのセミナーの体制などソフト面をそれぞれ構築し、整備を進めている。本研究室で一貫し
て行っている魚臭症候群の研究や、救急患者および高齢者や小児の安全な投薬治療のために多剤併用における
薬物動態についての研究・解析を行いながら広く情報提供している点は、具体的な効果のある取り組みと評価し
ている。化学物質の体内動態評価技術の開発は、産業分野への貢献につながるものと評価している。山崎浩
史教授は日本薬学会学術誌AwardであるThe Most Published Author Award 2020–2024 in Biological and 
Pharmaceutical Bulletin (BPB) を受賞した。

今後に向けて
　「患者さんに役立つ薬物動態学研究」を目指し、精密機器類等のハード面や、実験報告や文献紹介などのセミ
ナーの体制などソフト面をそれぞれ再構築し、国際的に認知された専門研究室の一翼を担うよう、整備を進める。
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薬物治療学分野
（3）薬物治療学研究室（Pharmacotherapeutics）
　教　授　　水谷　顕洋
　講　師　　濵田　浩一
　講　師　　松田　真悟
　特任助教　水野　郁美
　大学院博士課程 4 年　後藤　靖明
　
学会報告
１．�仲田 亜里紗、新井 悠矢、中川 秀一、濵田 浩一、御子柴 克彦、水谷 顕洋　“マウスの心臓発達における
SYNCRIPの役割について ”　第 145 回日本薬学会　福岡　2025/3/26-29

２．�菅谷 菜々美、濵田 浩一、荒木 梨里香、山本 伊織、後藤 靖明、御⼦柴 克彦、水谷 顕洋　“ 腎機能障害
におけるIRBITの役割 ”　第 145 回日本薬学会　福岡　2025/3/26-29

３．�城内 寿音、後藤 靖明、濵田 浩一、御子柴 克彦、水谷 顕洋	“Long‐IRBITの生後発達期の中枢神経系
における発現について ”　第 145 回日本薬学会　福岡　2025/3/26-29

４．�山本 伊織、濱田 浩一、伊藤 優里香、高村 浩美、菅谷 菜々美、小林 杏珠花、後藤 靖明、御子柴 克
彦、水谷 顕洋　“IRBITによるベージュ脂肪細胞分化制御機構の解明 ”　第 145 回日本薬学会　福岡　
2025/3/26-29

５．�中村 音杏、松田 真悟、水野 郁美、福井 日南、高橋 愛梨、角 侑香、吉田 淑恵、水谷 顕洋　“恐怖消去
におけるTrkB 作動薬 ｢7,8-DHF｣ の性依存的効果を指向した海馬内投与条件の検討 ”　第 145 回日本薬学
会　福岡　2025/3/26-29

６．�関 茜、松田 真悟、矢島 綾乃、高橋 里帆、日高 京香、水谷 顕洋　“恐怖消去の性差における背側海馬内
CCL5-CCR5 の役割 ”　第 145 回日本薬学会　福岡　2025/3/26-29

７．�田中 陽菜、松田 真悟、水野 郁美、水谷 顕洋　“ 文脈的恐怖条件づけ課題に影響を及ぼす因子の性差 ”　
第 145 回日本薬学会　福岡　2025/3/26-29

８．�松本 祥汰、梅野 智大、臼井 一晃、濵田 浩一、水谷 顕洋、唐澤 悟　“脂肪滴へ集積する重原子フリー光
増感剤の光線力学的な性質 ”　第 145 回日本薬学会　福岡　2025/3/26-29

論文発表
原著
Tadashi Shiohama, Hideki Uchikawa , Nobuhiro Nitta, Tomozumi Takatani, Shingo Matsuda, Alpen Ortug, 
Emi Takahashi, Daisuke Sawada, Eiji Shimizu, Katsunori Fujii, Ichio Aoki, and Hiromichi Hamada "Brain 
morphological analysis in mice with hyperactivation of the hedgehog signaling pathway" Front Neurosci. 
2024, 18:1449673  doi: 10.3389/fnins.2024.1449673

研究室短報
　ここ数年間、ずっと「萌芽はある」と唱え続けているように思う。今年も、その萌芽を大きく育てて収穫するに
は至っていない。そこまで欲張りをしているわけではないが、世界に向けて研究成果を発表するからには、少なく
ともそのデータに自信を持てるまでは追求するのが当たり前だ。学生さんも教員も、じっくり腰を落ち着けて研究
に打ち込む環境を作り出すのが非常に難しくなっている昨今、どうしても「自信を持てるまで」には時間がかかる。
ますます「萌芽」を大切に、じっくり育てたい。
　私が赴任した年度に初の 6 年制卒業生が輩出され、今年で早１３年目。薬学評価機構は、各薬科大学の教育
システムを微に入り細を穿ってチェックしてくださり、誠に有難い限りだ。感に堪えない。だがこうも思う。真に評
価すべきは、6 年制を修了したことで、この１３年間、薬剤師がどれだけこれまで以上に医療に貢献できたのか？、
どれだけ患者さんの役に立てたのか？ではなかろうか？　医療の質向上への関与だけではない。薬剤師自身の処
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遇、具体的には給料であり、社会的地位であるが、それがどれだけ向上したのか？　こうした最も重要な事項を
評価せずして、一体全体、我々は何をやっているのだろう？、何をやらされているのだろう？と心底思う。

自己点検・評価
１）教育
　・講義：「生理学」、「疾患と治療１」、「疾患と治療２」、「疾患と治療３」、「疾患と治療４」
　・実習：「病態・治療学実習１」、「病態・治療学実習２」
　を担当した。

２）研究
　（i）: IRBITファミリーとその標的分子による細胞内Ca2+、HCO3- 動態の制御
　　�　IRBIT family の標的分子であるIP3R, NBCe1, AE2を中心に、エネルギー代謝、老化、脳間質液 /脳
脊髄液の恒常性という局面でのIRBIT family の生理的機能を解明していく。

　（ii）: SYNCRIPの生理機能解明
　　�　赤血球の分化抑制機構と呼吸中枢の発達、さらには、神経変性疾患におけるSYNCRIPの生理機能を明
らかにしていく。

　（iii）: 性差と週齢差に着目した恐怖記憶の脳内制御機構の解明
　　　恐怖記憶、殊に恐怖消去の性差に関わる分子・神経回路基盤を解明していく。

今後について
　今後も変わらず、しつこく、とことん追求していくのみである。
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薬理学分野
（4）薬理学研究室（Pharmacology）
　教　授　　渡邊　泰男
　准教授　　土屋　幸弘
　講　師　　神戸　敏江
　特任助教　尹　　盛炫

学会報告
○Minkyung Jung、Tsuyoshi Takata、Uladzimir Barayeu、Seiryo Ogata、Tetsuro Matsunaga、Masanobu 
Morita1、Yukihiro Tsuchiya、Yasuo Watanabe、Hozumi Motohashi、Hideki Sumimoto、Takaaki Akaike: 
Discovery of novel supersulfide formation catalyzed by NOX and NOS

11th Biennial Meeting of Society for Free Radical Research-Australasia and Japan (キャンベラ)
 令和 6 年 12月

[Tsuyoshi Takata ( 平成 26 年度博士修了生 )]

○Pan Yuexuan、高田剛、松永哲郎、Barayeu Uladzimir、緒方星陵、守田匡伸、JUNG Minkyung、土屋幸弘、
渡邊泰男、本橋ほづみ、吉沢道人、住本英樹、赤池孝章：NADPHオキシダーゼおよび NO 合成酵素による超
硫黄活性化機構の解析

硫黄生物学第 4回領域会議 ( 長浜 ) 令和 6 年 12月
[ 髙田剛 ( 平成 26 年度博士修了生 )]

○高田剛、松永哲郎、Barayeu Uladzimir、緒方星陵、守田匡伸、JUNG Minkyung、土屋幸弘、渡邊泰男、
本橋ほづみ、吉沢道人、住本英樹、赤池孝章：NADPHオキシダーゼおよび NO 合成酵素による超硫黄活性化
機構の解明

第 97回生化学会大会 ( 横浜 ) 令和 6 年 11月
[ 髙田剛 ( 平成 26 年度博士修了生 )]

◯高田剛、松永哲郎、Uladzimir Barayeu、緒方星陵、守田匡伸、JUNG Minkyung、土屋幸弘、渡邊泰男、
本橋ほづみ、吉沢 道人、住本英樹、赤池孝章：NADPHオキシダーゼおよび NO 合成酵素による超硫黄代謝と
感染防御機能

第 35回日本生体防御学会学術総会 ( 札幌 ) 令和６年９月
[ 髙田剛 ( 平成 26 年度博士修了生 )]

◯Yasuo Watanabe, Shoma Araki, Shingo Kasamatsu, Hideshi Ihara, Hidehiko Nakagawa, Takaaki Akaike, 
Yukihiro Tsuchiya: Inactivation of cystathionine γ-lyase by L- but not by D-CysNO.

The 13th International Meeting on the Biology,
 Chemistry, and Therapeutic Applications of Nitric Oxide ( ストックホルム) 令和６年８月

[Shoma Araki ( 平成 31年度博士修了生 ) ]

◯Yukihiro Tsuchiya, Shoma Araki, Tsuyoshi Takata, Katsuhiko Ono, Tomohiro Sawa, Shingo Kasamatsu, 
Hideshi Ihara, Yoshito Kumagai, Takaaki Akaike, Yasuo Watanabe: Cystathionine γ-Lyase Self-Inactivates 
by Polysulfidation during Cystine Metabolism.

The 13th International Meeting on the Biology, Chemistry,
 and Therapeutic Applications of Nitric Oxide ( ストックホルム) 令和６年８月

[Shoma Araki ( 平成 31年度博士修了生 ) ]
[Tsuyoshi Takata ( 平成 26 年度博士修了生 )]

◯Sunghyeon Yoon, Akira Nishimura, Tomoaki Ida, Minkyung Jung, Masanobu Morita, Tetsuro Matsunaga, 
Hiroshi Takagi, Hozumi Motohashi, Takaaki Akaike: Chronological aging regulated by supersulfides in 
yeast

The 13th International Meeting on the Biology, Chemistry,
 and Therapeutic Applications of Nitric Oxide ( ストックホルム) 令和６年８月
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◯髙田剛、松永哲郎、Barayeu Uladzimir、緒方星陵、守田匡伸、JUNG Minkyung、土屋幸弘、渡邊泰男、
本橋ほづみ、吉沢道人、住本英樹、赤池孝章：NADPHオキシダーゼと一酸化窒素合成酵素による超硫黄分子
の活性化と感染防御機能

第 76回日本細菌学会東北支部総会 ( 秋田 ) 令和６年８月
[ 髙田剛 ( 平成 26 年度博士修了生 )]

◯守田匡伸、高田剛、松永哲郎、井田智章、Minkyung Jung、土屋幸弘、渡邊泰男、本橋ほづみ、住本英樹、
赤池孝章：NADPH オキシダーゼおよび一酸化窒素合成酵素を介した超硫黄分子活性化と宿主防御機構

第 97回日本細菌学会総会 ( 札幌 ) 令和６年８月 
[ 髙田剛 ( 平成 26 年度博士修了生 )]

◯渡邊 泰男、荒木 笙馬、土屋 幸弘、笠松 真吾、居原 秀、中川 秀彦、赤池 孝章：S- ニトロソ L-システイン
によるシスタチオニンγ-リアーゼ活性阻害

第 77回日本酸化ストレス学会 第 23 回日本NO学会 合同学術集会 ( 横須賀 ) 令和６年５月
[ 荒木笙馬 ( 平成 31年度博士修了生 )]
[ 髙田剛 ( 平成 26 年度博士修了生 )]

◯土屋幸弘、荒木笙馬、高田剛、小野勝彦、澤智裕、笠松真吾、居原秀、熊谷嘉人、赤池孝章、渡邊泰男：
シスタチオニンγ-リアーゼのシスチン 代謝時における自己活性制御

第 77回日本酸化ストレス学会・第 23 回日本NO学会合同学術集会 ( 横須賀 ) 令和６年５月
[ 荒木笙馬 ( 平成 31年度博士修了生 )]
[ 髙田剛 ( 平成 26 年度博士修了生 )]

原著論文
Nodoka Kato, Toshie Kambe, Terumasa Chiba, Kyoji Taguchi, Kenji Abe:
Analgesic effect of a cholinergic agonist (carbachol) in a sural nerve 
ligation-induced hypersensitivity mouse model.

Neurological Research, 46(6), 505-515, Jun（2024）
[Terumasa Chiba( 平成 24 年度修士修了生）、Kenji Abe（平成 9 年度卒業生）]

研究室活動短報
　本年度は新任の特任助教１名を含む職員4名と、修士大学院生 2 名、学部学生40 名： 6 年次生（総合薬学コー
ス6 名、臨床薬学コース6、情報薬学コース2 名）、5 年次生（総合薬学コース6 名、臨床薬学コース6 名、情報
薬学コース1名）、4 年次生（総合薬学コース6 名、臨床薬学コース6、情報薬学コース1名）で活動した。
　研究内容は、渡邊教授・土屋准教授・尹特任助教は、超硫黄分子／一酸化窒素の細胞内シグナル伝達への関
与をテーマとして、１）S/Nハイブリッド分子種、超硫黄分子によるタンパク質翻訳後修飾、２）一酸化窒素産生
機構とその細胞内シグナル伝達への影響、３）超硫黄分子産生機構とその細胞内シグナル伝達への影響　に着
目した。神戸講師は、抗がん剤誘発末梢神経障害の発症機序をテーマとした。
　外部資金による研究助成は、科学研究費補助金の研究分担者で土屋准教授が１件（代表、花岡 健二郎：学術
変革領域研究 (A)「超硫黄分子のマルチイメージングとその生合成制御のためのケミカルツール開発」） (2024-04-
01-2026-03-31)、研究代表者で荒木笙馬前特任助教 ( 現生薬・天然物化学研究室研究員 ) が 1件（若手研究「S/
Nハイブリッド分子による新たなタンパク質翻訳後修飾と炎症シグナル制御」） (2024-04-01-2026-03-31) であった。
学内研究助成は、尹盛炫特任助教が 1件 ( 令和６年度昭和薬科大学若手研究者研究助成金「Non canonical 
function of CSE and its roles」) であった。

自己点検・評価
　本年は国内、国外より1名ずつの 2 名の修士大学院生が入学して、研究活動に多様性が見られたことは評価で
きる。しかし、初年度は生活環境および研究環境への適応に時間を費やした。昨年に比べて原著論文が少なかっ
たが、国内外の学会活動ができたことならびに学内外研究助成金を獲得できたことは評価できる。

今後に向けて
　教育活動においては、大学院修士課程では、学生が自身の研究課題が人類の健康維持にどのように貢献してい
るかを理解し、将来、社会の多様なフィールドで活躍することを見据えることができる「幅広いキャリアパスの開拓
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推進」をサポートしたい。
　学部教育では、卒業研究を通じて学生が自律的かつ継続的な学習能力を身につけ、「出口における質保証」を
担保し、多角的な視点をもつ薬剤師になれるよう指導していきたい。
　研究活動においては、学会参加による情報交換から得られた知見を活かして論文化に努めるとともに、今後も
関連学会への積極的な参加を進めたい。細胞情報薬理学の観点から、超硫黄分子および一酸化窒素に関する細
胞内シグナル伝達の研究を推進し、いわゆるシグナル創薬の基盤構築を図りたい。
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化学薬学系（Devision Pharmaceutical Chemistry）
有機化学分野

（5）薬化学研究室（Organic Chemistry）
　准教授　　森田　延嘉
　講　師　　橋本　善光
　大学院博士課程 4 年生　山本　彩可
　大学院博士課程 1年生　千秋　妃美
　大学院博士課程 1年生　前田　裕輝

学会報告
○橋本 善光、千秋 妃美、森田 延嘉：ベンジルアルコールとスチレン類とを基質とした金触媒によるインダン合成
反応の機構解析

第 34回基礎有機化学討論会 ( 北海道 ) 令和 6 年 9月
[千秋 妃美 ( 令和 6 年度博士課程 1年生 ) ]

○橋本 善光、中村 薫子、熊坂 優、田村 修、森田 延嘉：非対称アラインとオキシムフランとの [4+2] 付加環化反
応の基質一般性の再調査と計算化学的考察

第 68 回日本薬学会関東支部大会 ( 新潟 ) 令和 6 年 9月
[中村 薫子 ( 令和 6 年度卒業生 )、熊坂 優 ( 令和 4 年度卒業生 ) ]

○前田 裕輝、井上 杏香、浜田 新、橋本 善光、田村 修、森田 延嘉：5 位に電子求引性基を有するα-ピロンとα,
β-不飽和ヒドラゾンとの逆電子要請型Diels–Alder反応の基質一般性の調査

第 68 回日本薬学会関東支部大会 ( 新潟 ) 令和 6 年 9月
[ 前田 裕輝 ( 令和 6 年度博士課程 1年生 )、井上 杏香 ( 令和 2 年度卒業生 )、

浜田 新 ( 令和 6 年度卒業研究 5 年生 ) ]

○前田 裕輝、橋本 善光、青木 亮、木村 望実、田村 修、森田 延嘉：安定ニトリルオキシドとα,β-不飽和アル
キニルヒドラゾンとの極性転換型付加環化反応

第 53 回複素環化学討論会 ( 山口 ) 令和 6 年 10月
[ 前田 裕輝 ( 令和 6 年度博士課程 1年生 )、青木 亮 ( 平成 30 年度卒業生 )、

木村 望実 ( 令和 2 年度卒業生 ) ]

○千秋 妃美、橋本 善光、森田 延嘉：イオン液体中金触媒を利用した多置換フラン類の合成
第 53 回複素環化学討論会 ( 山口 ) 令和 6 年 10月

[千秋 妃美 ( 令和 6 年度博士課程 1年生 ) ]

○山本 彩可、牧田 亮、田中 耕作三世、橋本 善光、森田 延嘉、田村 修：イソシアナートによるアルキルヒドロ
キシルアミンのヘテロCope型ヒドロアミノ化反応

第 50 回反応と合成の進歩シンポジウム ( 神戸 ) 令和 6 年 10月
[山本 彩可 ( 令和 6 年度博士課程 4 年生 )、牧田 亮 ( 令和 4 年度卒業生 ) ]

○前田 裕輝、長瀬 蒼生、橋本 善光、田村 修、森田 延嘉：非対称アラインと3-カルボニルフラン誘導体との [4+2]
付加環化反応

日本薬学会第 145 年会 ( 福岡 ) 令和 7年 3月
[ 前田 裕輝 ( 令和 6 年度博士課程 1年生 )、長瀬 蒼生 ( 令和 5 年度卒業生 ) ]

○Yoshimitsu Hashimoto, Dean J. Tantillo：Computational Study on s-trans mode Diels–Alder reactions
日本薬学会第 145 年会 ( 福岡 ) 令和 7年 3月

○千秋 妃美、佐野 葵、岩谷 拓明、石井 奈穂、田中 咲希、田中 耕作三世、橋本 善光、田村 修、森田 延嘉：
金触媒による三重結合活性化とシリル基によるβ-カチオン安定化によるオキサゾール類の合成

－ 150 －



日本薬学会第 145 年会 ( 福岡 ) 令和 7年 3月
[千秋 妃美 ( 令和 6 年度博士課程 1年生 )、佐野 葵 ( 令和元年度卒業生 )、
岩谷 拓明 ( 令和 6 年度卒業生 )、石井 奈穂 ( 令和 6 年度卒業研究 5 年生 )、

田中 咲希 ( 令和 6 年卒業研究 4 年生 ) ]

○石井 奈穂、千秋 妃美、山下 雅優、橋本 善光、田村 修、森田 延嘉：イオン液体中での金触媒を用いたシク
ロブタン類の合成

日本薬学会第 145 年会 ( 福岡 ) 令和 7年 3月
[ 石井 奈穂 ( 令和 6 年度卒業研究 5 年生 )、千秋 妃美 ( 令和 6 年度博士課程 1年生 )、

山下 雅優 ( 令和 6 年度卒業研究 4 年生 ) ]

原著論文
Yoshimitsu Hashimoto, Wang-Yeuk Kong, Dean J. Tantillo: Discovery of a Formal Dyotropic Rearrangement 
during Acid-Mediated Dioxabicyclo[4.2.1]nonanone Formation.

Org. Lett., 26, 5441–5446 (2024)

Yosuke Ide, Naoto Matsuda, Mei Osada, Ayako Yamamoto, Kosaku Tanaka III, Yoshimitsu Hashimoto, 
Nobuyoshi Morita, Osamu Tamura: Hetero Cope-Type Hydroamination of Hetero-Allenes with Oximes 
Having Olefin Moieties Leading to Nitrones, Causing Intramolecular Cycloaddition.

J. Org. Chem., 89, 12973–12981 (2024)
[ 井出 洋介 ( 平成 29 年度卒業生 )、松田 直人、長田 芽衣 ( 令和元年度卒業生 )、

山本 彩可 ( 令和 6 年度博士課程 4 年生 ) ]

Hitomi Chiaki, Yoshimitsu Hashimoto, Nobuyoshi Morita: Gold-Catalyzed Propargylic Substitution Followed 
by Cycloisomerization in Ionic Liquid: Environmentally Friendly Synthesis of Polysubstituted Furans from 
Propargylic Alcohols and 1,3-Dicarbonyl Compounds. 

Molecules, 29, 5441 (2024)
[ 千秋 妃美 ( 令和 6 年度博士課程 1年生 ) ]

研究室活動短報
　2024 年度は教員 2 名、大学院生 3 名、6 年生 9 名、5 年生 10 名、4 年生 7名の合計 31名で研究活動を行っ
た。森田は環境調和型金触媒反応の研究を行っており、今年度はイオン液体中、金触媒存在下、プロパルギルア
ルコール類と活性メチレン化合物からフラン類の合成に成功し、論文化した。橋本は、オキシムやヒドラゾンを用
いる極性転換により付加環化反応における電子的な組み合わせを逆転させる手法を開発中であり、計算化学を駆
使しながら、着実に成果を得ている。また、アメリカ留学中の研究内容を論文化した。大学院博士課程 4 年生の
山本は、「ヘテロアレンによるヘテロCope型ヒドロアミノ化反応」というタイトルで博士論文をまとめ、博士（薬学）
を取得した。大学院博士課程 1年生の千秋は、これまでの研究成果が評価され、長井記念薬学研究奨励支援事
業と公益財団法人中外創薬科学財団の奨学金に採用された。また大学院博士課程 1年生の前田は、第 68 回日本
薬学会関東支部大会（新潟）において、ポスター発表賞を受賞した。今年度は大学院生が大いに活躍してくれた。
来年度もこの勢いを維持し、研究室を引っ張っていってもらいたい。

自己点検・評価
　研究面では、学会発表が 10 件、原著論文が 3 報という成果が得られたので評価できる。今後も蓄積されてい
るデータの論文化を進めていきたい。教育面では、スタッフが事務作業に追われることで、しっかりとした指導が
できなかったと反省している。

今後に向けて
　研究面では、大学院生がリーダーシップを発揮し、学部学生を引っ張っていってもらいながら研究を進めていき
たい。得られた研究成果とともに、学会発表件数を増やしたい。蓄積した研究データを論文として発表し、成果
を社会に還元していきたい。
　教育面では、模擬試験や確認試験などの機会を利用して、定期的に研究室学生と面談を行い、勉強する習慣
をつけるように指導していく。薬剤師国家試験の全員合格を目指す。
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（6）薬品化学研究室（Pharmaceutical Organic Chemistry）
　教　授　　岡本　　巌
　准教授　　山﨑　　龍
　講　師　　伊藤　　愛

学会報告
○山﨑 龍，田代 愛実，佐藤 千咲，伊藤 愛，岡本 巌：N-ジフルオロメチル化アミドの合成と構造特性

第 34回基礎有機化学討論会（札幌）2024 年９月
［田代 愛実（令和５年度卒業生），佐藤 千咲（令和６年度卒業研究６年生）］

○伊藤 愛，岸 泰佑，福田 和男，山﨑 龍，岡本 巌：ピリジンカルボン酸構造を有する大環状 N-アルキル芳香
族アミドの効率的合成検討

第 53 回複素環化学討論会（山口）2024 年 10月

○伊藤 愛，小林 隼介，山﨑 龍，岡本 巌：N,N-ジフェニルアセトアミド類の立体優先性に及ぼす置換基効果
第 50 回反応と合成の進歩シンポジウム（神戸）2024 年 10月

［小林 隼介（令和５年度卒業生）］

○伊藤 愛，柚木 雅志，小林 隼介，天木 崇真，石井 亜椰子，浅見 優希，富田 真由子，山﨑 龍，岡本 巌：ア
ミド窒素上に様 な々芳香環を導入した N,N-ジアリール型芳香族アミドの立体優先性と結晶構造

第 32 回有機結晶シンポジウム（東京）2024 年 10月
［柚木 雅志（令和５年度博士２年生），小林 隼介（令和５年度卒業生），
天木 崇真（平成 28 年度卒業生），石井 亜椰子（平成 30 年度卒業生），

浅見 優希（平成 29 年度卒業生），富田 真由子（令和６年度卒業研究６年生）］

○遠藤 眞子，伊藤 愛，安里 まりの，浅見 優希，山﨑 龍，岡本 巌：アミド窒素上に五員環構造を有する芳香族
アミドの結晶構造と立体優先性

日本薬学会第 145 年会（福岡）2025 年 3月
［遠藤 眞子（令和６年度卒業研究５年生），安里 まりの（令和元年度卒業生），

浅見 優希（平成 29 年度卒業生）］

○池田 琉華，伊藤 愛，唐澤 寛和，伯野 翠，山﨑 龍，岡本 巌：N-メチル -N-フェニルチオフェンカルボン酸ア
ミド類の結晶構造

日本薬学会第 145 年会（福岡）2025 年 3月
［池田 琉華（令和６年度卒業研究５年生），伯野 翠（令和５年度卒業生）］

○小出 大，山﨑 龍，漆山 総一郎，伊藤 愛，岡本 巌：フッ素芳香環をもつN-ビニルアミドの合成と立体構造特
性

日本薬学会第 145 年会（福岡）2025 年 3月
［小出 大（令和６年度卒業研究５年生），漆山 総一郎（令和５年度卒業生）］

Ai Ito, Masayuki Yunoki, Mayuko Watanabe, Ayako Ishii, Takamasa Amaki, Marino Asato, Yuki Asami, 
Ryu Yamasaki, ○Iwao Okamoto：Conformational preference and computational analysis of N,N-diaryl 
aromatic amides bearing thiophene and azulene

American Chemical Society Fall 2024 Meetings and Expositions（Denver, CO, USA）2024 年 8月
［柚木 雅志（令和６年度博士３年生），渡邉 万由子（令和４年度卒業生），石井 亜椰子（平成 30 年度卒業生），

天木 崇真（平成 28 年度卒業生），安里 まりの（令和元年度卒業生），浅見 優希（平成 29 年度卒業生）］

○Ai Ito, Marino Asato, Yuki Asami, Kazuo Fukuda, Ryu Yamasaki, Iwao Okamoto：Quantitative Analysis 
of Intramolecular Sulfur-Oxygen Interactions on Conformational Stability of N-Thienylacetamides

American Chemical Society Fall 2024 Meetings and Expositions（Denver, CO, USA）2024 年 8月
［安里 まりの（令和元年度卒業生），浅見 優希（平成 29 年度卒業生）］
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○Masayuki Yunoki, Ai Ito, Ryu Yamasaki, Iwao Okamoto：Synthesis and conformational analysis of 
N-methylamides bearing 1,3-substituted azulene moiety

American Chemical Society Fall 2024 Meetings and Expositions（Denver, CO, USA）2024 年 8月
［柚木 雅志（令和６年度博士３年生）］

原著論文
Ai Ito, Ai Tsuchida, Mari Arakawa, Masayuki Yunoki, Mayuko Tomita, Ayako Ishii, Ryu Yamasaki, 
Iwao Okamoto：Synthesis and Conformational Analysis of N-Azulenyl-N-methyl Amides: Influence of 
Coplanarity on Amide Conformational Preference.

ACS Omega, 10, 12590–12602 (2025)
［土田 あい（平成 29 年度卒業生），新川 真理（令和元年度卒業生），柚木 雅志（令和６年度博士３年生），

富田 真由子（令和６年度卒業研究６年生），石井 亜椰子（平成 30 年度卒業生）］

研究室活動概要・現状
　継続して芳香族アミドを中心とした研究を進めている。
　N-アルキル型の芳香族アミド化合物において、フッ素原子の導入による構造変化とその特性を見出しつつある。
またアミド窒素上の置換基による反応活性化と反応特性についての検討を継続しており、新たな知見を見出し、反
応素子としての可能性を開拓している。
　アミド構造にアズレンを芳香環として導入した場合に特異的な構造特性が見られることが分かっているが、これ
についての展開を継続してきた。新規な化合物群を創製しつつ、解明に取り組んでいる。
　夏期に行われたアメリカ化学会の国際学会（Denver, CO）にて、大学院生を始め研究室員による発表を行った。

自己点検・評価
　卒業研究においては、学生達はそれぞれのテーマについて取り組み、単なる実験操作に陥らないように進めて
いる。上述の研究成果は学生が見出した内容であり、各々の卒業研究が実った成果となっている。

今後に向けて
　卒業研究を推進すると同時に、有機化学に関する勉強会を行うことで、学生が継続的に卒業まで勉強に取り組
む環境を整える。
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メディシナルケミストリー分野
（7）医薬分子化学研究室（Drug Design and Medicinal Chemistry）
研究室メンバー
　教　授　　伊藤　俊将　
　講　師　　石田　寛明
　講　師　　大橋　南美
　大学院学生　Ｄ４　京谷　竜宏
　大学院学生　Ｄ３　関根　美夢

学会報告
Noa Uzaki, Tomoki Hatanaka, Mami Yoshizawa, Toshimasa Itoh, ○Nami Ohashi
SYNTHESIS AND EVALUATION OF VDR/RXR HETERODIMER INTERFACE-
DERIVED PEPTIDE
第 61 回ペプチド討論会 ( 愛知 ) 令和 6 年 10月
[宇﨑野亜 ( 令和 6 年度 6 年生 )、畑中智喜 ( 令和 6 年度 6 年生 )、吉澤麻美 ( 平成 30 年度博士課程修了 )]

畑中 智喜、宇﨑 野亜、吉澤 麻美、伊藤 俊将，○大橋 南美 1
VDR/RXRαヘテロダイマー界面由来ペプチドがダイマーへ及ぼす影響についての研究
日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月
 [ 畑中 智喜、宇﨑 野亜（令和４年度卒業生）]

小島 拓之、柳 諒太、樋口 愛理、吉澤 麻美、下平 智之、熊谷 美咲、京谷 竜宏、関根 美夢、江川 大地、大橋 南美、
石田 寛明、山本 恵子、○伊藤 俊将
日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月
[ 小島拓之（平成 29 年度博士課程修了生）、柳 諒太（平成 28 年度卒業生）、樋口愛理（平成 29 年度卒業生）吉
澤麻美（平成 30 年度博士課程修了生）、下平智之（令和元年度卒業生）、熊谷美咲（令和 2 年度卒業生）、京谷
竜宏（博士課程４年生）関根 美夢（博士課程 3 年生）、江川 大地（平成 27年度博士課程修了生）]

○石田 寛明、岩本 遊磨、本間 翔也、伊藤 俊将
[2+2+1] 環化反応による三置換オキサゾール合成とPPARリガンドへの展開
日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月
[岩本遊磨 (令和 4 年度卒業生 )、本間翔也（令和 3 年度卒業生）]

○江川 大地、石田 寛明、片川 和明　
ピペリン/hPPARγ-LBD 複合体のX線結晶構造解析による結合様式の解明　日本薬学会第日本薬学会第 145
年会（福岡）令和 7年 3月
[江川 大地（平成 27年度博士課程修了生）]

○京谷竜宏、石田寛明、齋藤俊昭、伊藤俊将
求核性アミノ酸に対するエチニルスルホンアミドの共役付加反応の評価日本化学会 第 104 春季年会 ( 大阪 ) 令和
7年 3月 
[ 京谷竜宏（令和６年度博士課程４年生）]

○石田 寛明、岩本 遊磨、本間 翔也、伊藤 俊将
超原子価ヨウ素を用いた三置換オキサゾールの合成と２型糖尿病治療薬への展開　
第 27回ヨウ素学会シンポジウム（千葉）令和 6 年 9月
[岩本遊磨 (令和 4 年度卒業生 )、本間翔也（令和 3 年度卒業生）]

○Hiroaki Ishida, Shoya Homma, Ryota Kasuga, Keiko Yamamoto, Toshimasa Itoh.　
Synthetic studies on tetrahydrofuro[2,3-d]oxazoles and oxazoles by [2+2+1] cyclization with hypervalent 
iodine(III)　 
29th International Society of Heterocyclic Chemistry Congress (Aveiro, Portugal) 令和 6 年 7月
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原著論文
Takuya Kobayakawa, Hikaru Takano, Takahiro Ishii, Peter Bolah, Kohei Tsuji, Nami
Ohashi, Wataru Nomura, Toshiaki Furuta & Hirokazu Tamamura
Effect of Two-Photon Excitation to 8-Azacoumarin Derivatives as Photolabile Protecting
Groups
Chem. Pharm. Bull., 72, 311–312 (2024).

Takahiro Ishii, Takuya Kobayakawa, Kouki Matsuda, Kiyomi Nigorikawa, Peter Bolah,
Airi Noborio, Kohei Tsuji, Nami Ohashi, Kazuhisa Yoshimura, Wataru Nomura, Hiroaki
Mitsuya, Kenji Maeda & Hirokazu Tamamura
Discovery of Potent DAG-Lactone Derivatives as HIV Latency Reversing Agents
ACS Infect. Dis., 10, 2250–2261 (2024).

Tetsuya Yano, Takahiro Yamada, Hiroaki Ishida, Nami Ohashi, Toshimasa Itoh
2-cyanopyridine derivatives enable N-terminal cysteine bioconjugation and peptide bond cleavage of 
glutathione under aqueous and mild conditions
RSC Adv., 14, 6542–6547(2024)

活動概要・現状
　当研究室の構成員は教員3名，博士課程大学院生2名，６年生16名，５年生15名，４年生19名の計55名であっ
た。情報コースと臨床コースは基礎化学的から重篤な疾患の治療薬に関する論文調査を行った。総合コースは創
薬研究に役立つことを念頭に昨年度と同様タンパク質との共有結合に関する研究，核内受容体とキレートを形成す
る金属錯体など創薬に関する基礎研究を実施した。セミナーでは研究成果や教育的な内容の発表が行われ，ディ
スカッションを行った。博士課程大学院生4 年生の一人がイタリアトリノ大学に留学した。多くのことを学んで来る
ことを期待している。一方、オランダアムステルダム自由大学の修士の学生を海外特別研究生として受け入れた。

自己点検・評価
　セミナーに関しては，発表内容の質が４年，５年，６年以前より向上している。化学の基礎研究から臨床系の
発表を行っており，多角的な観点で議論を行えた。セミナーを通じて卒論生と大学院生のディスカッション能力の
向上に寄与できたと考えている。一方、質問に関しては指名しない限り質問をしない学生が一定数いることが大き
な課題である。卒論研究のうち，ウェット研究に割ける時間が減少傾向にあり，卒論研究に対して十分な実験時
間を提供できていない。研究成果に関しては薬学部の創薬系の研究室として十分な成果は得られなかった。本年
度はイタリアおよびオランダとの海外交流を行うことができた。

今後に向けて
　研究内容に関しては、低分子化合物の設計と合成、ペプチド型中分子の設計と合成，医薬品の標的タンパク質
に関する基礎研究に構造生物学を織り込み、それらが融合した領域へと発展させていきたい。並行して，臨床に
関連付けられた基礎研究も視野に入れていき，社会に貢献できる研究を行っていきたい。卒論生の研究時間が減
少しているため、短期間で実施できる研究課題も検討している。
　学部学生と大学院生は意欲的に研究を行っている。それに応えるため，教員一同環境を整え，そして課題解決
能力を身に着けてもらえるように丁寧に教育指導を行っていく。
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医薬資源学分野
（8）生薬・天然物化学研究室
　　（Laboratory of Pharmacognosy and Natural Products Chemistry）
　教　授　　中根　孝久
　講　師　　篠崎　淳一
　講　師　　酒井　佑宜
　修士課程　1年　TRAN THI LAN NHI

学会報告
○酒井佑宜 , 中根孝久 , 飯塚徹 , 佐々木健翔 , 管野佑太 , 大久保柚希：化学プローブを用いた漢方薬調製中に生
じる化学反応の解析
日本生薬学会第 70 回年会、大阪、2024 年 9月
○大濵瑛利 , 立澤文見 , 中根孝久 , 村井良徳 , 岩科司 , 水野貴行：プリムラ・ブルガリスの花に含まれる淡黄色系
フラボノイドの同定
園芸学会、沖縄、2024 年 11月
○酒井佑宜、坂本剛士、飯塚徹、中根孝久：数種の漢方薬中における化学反応の解析
日本薬学会第 145回年会、福岡、2025 年 3月
○川口治憲 , 熊田結人 , 秦奇 , 中根孝久 , 岩科司 , 水野貴行 , 立澤文見：ピンクおよび青紫系スターチス品種の花
色発現機構
植物色素談話会、茨城、2025 年 3月

原著論文
Takayuki Mizuno, Takahisa Nakane, Hari Prasad Devkota, Takuro Ito, Goro Kokubugata, Tsukasa 
Iwashina, New Flavonoids from the leaves and stems of Sedum formosanum (Crassulaceae)

Phytochemistry Lett., 61, 198-207 (2024)

Takayuki Mizuno, Yuko Ishikawa-Takano, Takahisa Nakane, Hari Prasad Devkota, Tsukasa Iwashina, 
Flavonoids from the leaves and stems of Sedum japonicum var. senanense and their antioxidant activity

Fitoterapia 177 (2024) 106020

Haruhiko Fukaya, Tatsuro Anzai, Tomoyo Hasuda, Koichi Takeya, Yutaka Aoyagi, Takahisa Nakane, 
Yukio Hitotsuyanagi, Structures of bicyclic hexapeptides RA-XXVII and RA-XXVIII from Rubia cordifolia L.

Tetrahedron Lett., 147, 155190 (2024)

Tsukasa Iwashina, Takahisa Nakane, Yuko Ishikawa-Takano & Hari Prasad Devkota, Phenolic compounds 
from the aerial parts of Rhodiola rosea in Japan, and their antioxidant activity and chemical adaptation to 
alpine environment

Natural Product Research, DOI: 10.1080/14786419.2024.2408662 (2024)

Katsuaki Kitahara, Hatsumi Mizushima, Keiichiro Ogura, Motoki Kato, Haruhiko Fukaya, Tomoyo Hasuda, 
Hiroto Sato, Takahisa Nakane, Koichi Takeya, and Yukio Hitotsuyanagi, Synthesis of Antitumor Bicyclic 
Hexapeptide RA-VII Analogues Possessing an Aromatic Amino Acid at Residue 2

J. Org. Chem., 89, 16936−16946 (2024)

Haruhiko Fukaya, Rie Kitamura, Tomoyo Hasuda, Koichi Takeya, Yutaka Aoyagi, Takahisa Nakane, Yukio 
Hitotsuyanagi, Structures of new cytotoxic bicyclic hexapeptides with a phenylpropanoid unit from Rubia 
cordifolia

Phytochemistry Lett., 65, 82–88 (2025)

活動概要・現状
　本年度から、酒井佑宜講師を加えた教育職員3 名、大学院修士課程 1名及び学部学生 21名（総合薬学コース
6 年生 3 名、5 年生4名、4 年生 5 名、情報薬学コース6 年生 0 名、5 年生 1名、4 年生 0 名、臨床薬学コース
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6 年生 3 名、5 年生 1名、4 年生 2 名）で研究活動を行った。
　中根教授は、科研費基盤 B「乾燥地での薬草を利用した持続可能な節水型高付加価値農業による塩害防止」
に分担研究者として参加し、ウズベキスタンなど海外での植物調査及び採集した薬用植物を用いて、トリテルペノイ
ドなど中心に含有成分の単離、構造決定を行い、研究成果を報告した。今年度、ウズベキスタン、ヌクス農業大
学との５年間 (2019 年 7月1日～2024 年 6月31日 ) の共同研究終了になるため、さらに５年間 (2025 年 3月18
日～2030 年 3月17日 ) の継続手続きのため3月に渡航し、研究継続のための合意書を交わした。
　また、「薬用植物の国内栽培化のための調査及び品質評価」研究において、日本国内で採集したオオツヅラフジ（防
已）、アケビ（木通）及びカギカズラ（釣藤鈎）の成分分析による品質評価を行い、同時に栽培方法の検討を継続
して行った。
　篠崎講師は、シダ植物のトリテルペン生合成研究：ゲノムあるいはトランスクリプトームデータからトリテルペン生
合成に関与すると推定される遺伝子の網羅的取得を目的としたRNAseqおよびそのデータ解析に着手した。
　酒井講師は、漢方薬中での化学反応を解析するための化学プローブの合成を行い、数種の漢方薬から化学プ
ローブとの化学反応生成物を検出した。また、カイコを用いた実験系において、漢方薬や生薬の血糖降下作用お
よび自然免疫活性化能の評価を行った。

自己点検・評価
　今年度より、酒井講師を迎え3人体制を取ることができ、教育、研究環境が充実してきた。一方で、６年生は
コロナ禍での影響が拭えず、在籍期間で十分な研究活動が行えたとは言い難く、満足する研究成果に繋げること
ができなかったのが悔やまれる。また、研究活動自体は、それぞれのテーマを順次、遂行し、成果にも繋がって
きていることから、今後、論文化できると考えており、概ね目標が達成できたと評価している。

今後に向けて
　新たな研究テーマの立ち上げを計画しており、なるべき早期に軌道に乗るように尽力したい。それにともなう研
究環境のさらなる充実を図りながら、研究に邁進し、研究成果を広く公表できるようにしていきたい。
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物理薬学系
物理化学分野

（9）薬品物理化学研究室（Physical Chemistry）
　教　授　　秋澤　宏行
　講　師　　宿里　充穗
　助　教　　尾江　　悟

学会報告
○河西颯太、尾江悟、柏尾茉由佳、石井優希、宿里充穗、秋澤宏行 : アルブミンバインダーとアスパラギン酸の
導入が放射性標識ソマトスタチンアナログの挙動に及ぼす影響

日本薬学会　第 145 年会（福岡）令和 7年 3月
[河西颯太（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、柏尾茉由佳（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、

石井優希（令和 6 年度卒業研究 4 年生）]

○矢本麻佑子、饗場友菜、宿里充穗、尾江悟、大庭弘行、塚田秀夫、轟木堅一郎、堺俊博、秋澤宏行、井上修 : 
ドキソルビシン (DOX) 誘発性臓器障害マウスにおける活性酸素種 (ROS) の蛍光イメージング

日本薬学会　第 145 年会（福岡）令和 7年 3月
[矢本麻佑子（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、饗場友菜（令和 6 年度卒業研究 5 年生）]

原著論文
Miho Shukuri, Satoru Onoe, Tsubasa Karube, Risa Mokudai, Hayate Wakui, Haruka Asano, Shin Murai, 
Hiromichi Akizawa: Assessment of Radiolabelled Derivatives of R954 for Detection of Bradykinin B1 
Receptor in Cancer Cells: Studies on Glioblastoma Xenografts in Mice.

Pharmaceuticals (Basel), 17(7), 902 (2024)

Yuki Mizuno, Thanakrit Suebboonprathueng, Satoru Onoe, Hiromichi Akizawa, Ken-ichi Nishijima, 
Kazuhiro Takahashi, Yuji Kuge: Design of a Tetravalent RGD Peptide Capable of Simultaneous Binding 
with Multiple Integrin αvβ3 for Targeted Radionuclide Therapy.

J. Med. Chem., 68(6), 6518-6533 (2025)

活動概要・現状
　令和 6 年度に当研究室に所属していた学生は、学部 6 年生 6 名（内訳；総合薬学コース2 名、臨床薬学コース
4名）、学部 5 年生 8 名（内訳；総合薬学コース5 名、臨床薬学コース3 名）、学部 4 年生 9 名（内訳；総合薬学コー
ス5 名、情報薬学コース1名、臨床薬学コース3 名）の合計 23 名であった。
　総合薬学コースの学生はウェットの研究を、情報薬学及び臨床薬学コースの学生は調査研究を行い、学生 1人
当たり6～ 7週間に1回の頻度で研究の進捗を研究室セミナーで報告した。学生 2 名が学会発表を行った。
　学外活動として、秋澤は日本核医学会　教育・専門医審査委員会委員、日本アイソトープ協会　医学・薬学部
会　放射性医薬品専門委員会委員をつとめた。

自己点検・評価
　令和 6 年度は、研究成果の発表、報告を着実に行うことを目標とした。概ね計画していた成果発表を行うこと
ができた。教員間、教員 - 学生間のコミュニケーションについては、昨年度より改善されたと思うが、さらに改善
できる余地があるのではないかと考える。

今後に向けて
　令和 7年度は、引き続き、着実に成果報告を行うことを目指したい。そのために、教員間、教員 - 学生間でディ
スカッションする機会、頻度を増やし、詳細な点を含めた実施計画を練った上で実験を進めることにより、着実に
成果をあげていけるようにしていきたい。
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分析化学分野
（10）薬品分析化学研究室（Analytical Chemistry of Medicines）
　教　授　　唐澤　　悟
　准教授　　臼井　一晃
　講　師　　鈴木　憲子

学会発表
○飯塚 直子、梅野 智大、臼井 一晃、吉原 大輔、長沼 辰弥、唐澤 悟　アスコルビン酸定量を可能とするラジカ
ル微粒子の開発　第 36回バイオメディカル分析科学シンポジウム　静岡県コンベンションアーツセンター・静岡市　
令和 6 年 8月　[飯塚直子（令和 6 年度博士課程 3 年生）]

○臼井　一晃、鈴木　日菜、白水　なずな、松本　祥汰、川幡　正俊、小堀　康博、唐澤　悟　ジヒドロピリ
ダジン縮環型ヘリセンの光らせん反転機構の解明　第 34回 基礎有機化学討論会　札幌コンベンションセンター・
札幌市　令和 6 年 8月 [ 鈴木日菜（令和 6 年度 6 年生）、白水なずな（令和 6 年度 5 年生）、松本祥汰（令和 6
年度博士課程 4 年生）]

○松本 祥汰、梅野 智大、臼井 一晃、濱田 浩一、水谷 顕洋、唐澤 悟　ねじれ構造を有する光増感剤の機能
評価と光線力学療法への応用を目指した基礎的検討　第 34回 基礎有機化学討論会　札幌コンベンションセン
ター・札幌市　令和 6 年 8月 [ 松本祥汰（令和 6 年度博士課程 4 年生）]

○飯塚 直子、秋月 唯花、梅野 智大、臼井 一晃、吉原 大輔、長沼 辰弥、唐澤 悟 MRIアスコルビン酸定量法
確立に向けたラジカル微粒子の開発 第63回電子スピンサイエンス学会年会　福井大学・福井市、令和6年11月[飯
塚直子（令和 6 年度博士課程 3 年生）、秋月　唯花（令和 5 年度卒業生）]

○唐澤 悟 有機 NOラジカルを素材としたMRI 造影剤開発　第 63 回電子スピンサイエンス学会年会　福井大学・
福井市、令和 6 年 11月

○臼井　一晃　ニトロソアミン類の代謝機構に基づく発がんリスク予測モデルの開発　日本環境変異原ゲノム学会
第 53 回大会（変異原性QSAR ワークショップ 2024）　東京　令和 6 年 12月

○唐澤　悟　二環式アミノキノリン誘導体の機能探索　光化学協会・賛助会員企業 共同セミナー2024　オンラ
イン　令和 6 年 12月

○唐澤　悟　有機ラジカルを利用したMRI 造影剤へ向けての基礎研究　光化学協会・賛助会員企業 共同セミ
ナー2024　分子研研究会　自然科学研究所 岡崎コンファレンスセンター 岡崎市　令和 7年 2月

○臼井 一晃、松本 祥汰、出水 庸介、唐澤 悟　量子化学計算と機械学習を融合したニトロソアミン類の発がん
性予測手法の開発　日本薬学会第 145 年会　福岡マリンメッセなど・福岡市　令和 7年 3月 [ 松本　祥汰（令和
6 年度博士課程 4 年生）]

○熊坂 千紘、藤原 萌圭、飯塚 直子、松本 祥汰、梅野 智大、臼井 一晃、唐澤 悟　プッシュプル型ピリドキノ
リン誘導体の合成とバイオイメージングプローブへの応用　日本薬学会第 145 年会　福岡マリンメッセなど・福岡
市　令和 7年 3月 [ 熊坂　千紘（令和 6 年度 5 年生）、藤原 萌圭（令和 6 年度博士課程 1年生）、飯塚　直子（令
和 6 年度博士課程 3 年生）、松本　祥汰（令和 6 年度博士課程 4 年生）]

○松本 祥汰、梅野 智大、臼井 一晃、濱田  浩一、水谷 顕洋、唐澤 悟　脂肪滴へ集積する重原子フリー光増
感剤の光線力学的な性質　日本薬学会第145年会　福岡マリンメッセなど・福岡市　令和7年3月[松本　祥汰（令
和 6 年度博士課程 4 年生）]

○藤原 萌圭、梅野 智大、臼井 一晃、唐澤 悟　非破壊的なアプローチによる定量的アミン検出法の検討　日本
薬学会第 145 年会　福岡マリンメッセなど・福岡市　令和 7年 3月 [ 藤原 萌圭（令和 6 年度博士課程 1年生）]
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○飯塚 直子、秋月 唯花、梅野 智大、臼井 一晃、吉原 大輔、長沼 辰弥、唐澤 悟 MRIアスコルビン酸定量法
を可能とするNOラジカル微粒子の構築 日本薬学会第145年会　福岡マリンメッセなど・福岡市　令和7年3月[飯
塚　直子（令和 6 年度博士課程 3 年生）、秋月　唯花（令和 5 年度卒業生）]

○坂本　はるか、鈴木　憲子、唐澤　悟　モンモリロナイトに収着した金属イオンの脱離について日本化学会第
105 春季年会　関西大学・吹田市　令和 7年 3月 [坂本　はるか（令和 6 年度 5 年生）]

原著論文
Yasufumi Fuchi, Keita Ikeno, Moeka Fujihara, Tomohiro Umeno, Masatoshi Kawahata, Kazuteru Usui, and 
Satoru Karasawa Synthesis and characterization of emissive 1,9,10-anthyridine derivatives with donor and 
acceptor groups.J. Mol. Struct., 1334, 141840. (2025).
[Keita Ikeno（令和 2 年度卒業生）]

Tomohiro Umeno, Mio Tanaka, Moeka Fujihara, Naoko Iizuka, Shota Matsumoto, Kazuteru Usui, and 
Satoru Karasawa, Advanced pH Indicators Consisting of BODIPY and Coumarin Fluorophores with a 
Guanidinyl Structure Capable of Methanol Recognition. 
Asian J. Org. Chem., 14, e202400605 (2025).
[Moeka Fujihara（令和6年度博士課程1年生）、Naoko Iizuka（令和6年度博士課程3年生）、Shota Matsumoto（令
和 6 年度博士課程 4 年生）]

Naoko Iizuka, Yuika Akizuki, Tomohiro Umeno, Noriko Suzuki, Kazuteru Usui, Daisuke Yoshihara, Tatsuya 
Naganuma, and Satoru Karasawa, Nitric Oxide Radical-Based Nanoparticles as Magnetic Resonance 
Imaging Probes for Ascorbic Acid Quantification
ACS Appl. Nano Mater., 7, 27016-27023 (2024).
[Naoko Iizuka（令和 6 年度博士課程 3 年）、Yuika Akizuki（令和 5 年度卒業生）]

Noyuri Kudo,  Suzuka Chiba ,  Shunsuke Ono, Masataka Nagatoishi , Makoto Yoritate,  Satoru 
Karasawa, Kazuteru Usui, Go Hirai, Stereoselective Synthesis of C-Aryl-α-Glycosides by Reductive C(sp2)–
C(sp3) Cross-Coupling Reaction 
Synlet. DOI: 10.1055/a-2352-4760 (2024).

総説
飯塚　直子　MRIアスコルビン酸定量法確立に向けたラジカル微粒子の開発
電子スピンサイエンス学会誌、44、32 (2025)　[ 飯塚直子（令和 6 年度博士課程 3 年生）]

研究室活動短報
　昨年度と同様に教授、准教授と講師合わせて 3 名の研究室スタッフで運営を行った。
　新4 年生として総合薬学コース8 名、臨床薬学コース4名 情報薬学コース1名の合計13 名が研究室に加わり、
5 年生 15 名、6 年生 15 名、博士課程３名の合計40 名以上の大所帯での研究室運営を引き続き行った。博士課
程学生の惜しみない努力によって教育・研究活動を高い水準で実施することができた。心より感謝します。12 件
の学会発表と4報の原著論文発表を行えた点は大いに評価できるが、高いインパクトの雑誌への投稿は叶わなかっ
た。また、昨年と同じ 4件の優秀学生賞受賞があり大変喜ばしいニュースが継続されている。特に日本薬学会第
145 年会において 2件の学生優秀発表賞を受賞できた点は大変喜ばしく、今回を含め日本薬学会学生優秀発表
賞を4 年連続研究室で受賞しており、研究室メンバーの大きな励みとモチベーションとなっている。
　表彰：
　・飯塚直子（令和 6 年度博士課程 3 年）：第 63 回電子スピンサイエンス学会　優秀発表賞
　・松本祥汰（令和 6 年度博士課程 4 年）：日本薬学会第 145 年会　学生優秀発表賞（ポスター発表）
　・藤原萌圭（令和 6 年度博士課程 1年）：日本薬学会第 145 年会　学生優秀発表賞（口頭発表）
　・藤原萌圭（同上）：学内ハイテクリサーチ報告会　ポスター賞（物理・化学部門）1位　

　日頃の研究活動によって多くの成果が出された中、特筆すべき研究成果 3件について簡単に紹介する。①博士
課程 3 年生の飯塚直子さんが取り組んでいる生体アスコルビン酸定量法開発では、MRIやESRを使ってアスコ
ルビン酸定量を生体イメージングで明らかにすることを目指した研究である。本研究が発展することで、生体のア
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スコルビン酸定量を非観血的・非侵襲的に実施可能となり、将来的には生体での活性酸素種定量が可能となるか
もしれない。この研究成果は飯塚さんを筆頭著者とした原著論文で発表した（第 63 回電子スピンサイエンス学会　
優秀発表賞、ACS Appl. Nano Mater., 7, 27016-27023 (2024)）。②光線力学的治療法は増感剤投与後、光刺激によっ
てがん細胞を死滅させることが可能であり、近年再び注目されてきている。優れた増感剤は体内にとって望ましく
な重原子が含まれている場合が多く、重原子フリーで高機能な増感剤開発が望まれている。博士課程 4 年生の松
本祥汰さんは重原子フリーな構造的な特徴を持ち、且つ細胞死前後で蛍光色が変化する機能を有する新しいタイ
プの増感剤を見出した。この増感剤の持つ機能は「治療と診断」が可能な低毒性薬物へと発展する可能性を秘め
る（日本薬学会第 145 年会　学生優秀発表賞）。③ニトロソアミン類は、NDMAに代表される比較的単純な構造
を有する化合物群であり、その多くが顕著な発がん性を示すことが報告されている。これらの化合物が医薬品中
から基準値を超えて検出される事例が相次ぎ、製品回収に発展するなど深刻な問題となっている。このような状況
下で、ニトロソアミン類の毒性評価手法の確立は喫緊の課題となっており、臼井准教授は量子化学計算と機械学
習を融合したニトロソアミン類の発がん性予測手法を開発された（日本薬学会第 145 年会、変異原性QSAR ワー
クショップ 2024）。以上のような興味深い成果を出されたことは大変喜ばしく、関係した多くの学生とスタッフに感
謝申し上げます。
　学修面においては、多くの卒業生が薬剤師国家試験に合格できた。すべての４－６学年が進級・卒業できた。
また４年生が無事薬学共用試験（CBT・OSCE）に合格し実務実習へ参加できることとなった。

自己点検・評価
研究：�教員に加えて博士課程大学院生 3 名が献身的で丁寧に学部生指導してくれた結果、1年間を通してアクティ

ビティ高く研究活動ができた点は評価に値する。また、今年度初めて他研究室（薬物治療学研究室や医薬
分子化学研究室）とのスポーツ交流を行い、さらには体育祭へ研究室として参加したことによって、学年を
縦断した学生間での親睦に加え学生－教員間でのコミュニケーションを例年以上に図ることができた。この
ことによって研究室内で一体感が生まれたことは大変喜ばしいことであった。継続的なスポーツ交流実施を
検討したい。

研究：�学会・論文発表数が一定数維持できたことは成果である。昨年度に引き続き研究成果が学生賞受賞対象と
なり、学会受賞が３件、学内での受賞１件と大変喜ばしいことが続いた。原著論文により4 報の研究成果
発表を行ったが、例年と比べ高いインパクトファクターの雑誌への掲載が叶わなかったことは今後の課題と
したい。現状維持に満足することなくさらにステップアップした研究にもチャレンジしていきたい。

　　　�科学研究費補助金獲得について、今年度は継続であったが複数の教員で取得できている点も評価したい（唐
澤、臼井が基盤研究C継続）。今後の継続的に獲得できるように努力を続けたい。

教育：�4 年生はCBT・OSCE全員合格に向けて一生懸命取り組んでいた。CBT確認試験や模試の成績に対して
の教員からの振り返りを実施し、個々の進捗を把握してのアドバイスを行った。卒論研究についても一生懸
命取り組んでおり、2月実施のセミナーではパワーポイントのスライドを使って中間報告を行った。5 年生は
実務実習に熱心に取り組み、空き期では卒論研究に一生懸命取り組んでいた。実習後の2月の実務実習報
告会に合わせて、研究室内での発表練習会を行い、下級生に対して実務実習の内容を説明できる機会となっ
た。6 年生は前期卒論研究を一生懸命取り組みハイテクリサーチ研究会での発表を複数名が行うことが出
来た。後期は卒業に向けて、また国家試験合格に向けて勉強に取り組み、全員が卒業できたことは大変喜
ばしいことであった。

　　　�確認試験や模試や薬学演習試験の振り返りを実施しているが、振り返り表が未提出の学生が多数いる。次
年度は振り返り表の意義を丁寧に説明し提出を徹底していきたい。また、国家試験合格に向けた継続的な
学習の重要性を説明し、6 年生全員が合格できるように気運を高めていきたい。

今後に向けて
　研究室をあげての新入生歓迎会やスポーツ交流などのイベントを複数回行い研究室メンバーの一体感ができた
ことは嬉しい限りであった。次年度も研究室運営の鍵として、コミュケーションをとれる仕掛けを準備していきたい。
高いレベルでの研究のモチベーションが維持できるように、各自の研究内容の理解、研究のゴール、研究の波及
効果を丁寧に説明して興味を持たせていきたい。セミナーなどの研究発表会を通じてプレゼンテーション能力や自
身の課題などを学習させていきたい。また、学部生の勉強に対するモチベーションを維持できるように日頃より対
話を重ねていきたい。特に6 年生に対しては、自分自身に負けることなく最後まで頑張れるように励ましていきたい。
今後も事故無く研究室運営できるように努めていきたい。
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生物薬学系（Division of Pharmaceutical Biology）
分子細胞生物学分野

（11）生化学研究室（Biochemistry）
研究室メンバー
　教　授　　伊東　　進
　准教授　　田代　　悦
　講　師　　中野なおこ
　大学院学生　M2　岡村　知佳
　大学院学生　M2　夏　　済海

学会報告
1．�○高橋光花、鈴木蒼由、中野なおこ、鯉沼代造、宮園浩平、伊東進、田代悦：TGF-βによるClaudin4 遺
伝子発現制御

　　2024 年度日本生化学会関東支部例会（東京）2024 年 6月
　　［高橋光花（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、鈴木蒼由（令和 6 年度卒業研究 5 年生）］

2．�○横山奈 、々米山和輝、佐藤丈琉、中野なおこ、鯉沼代造、宮園浩平、伊東進、田代悦：TGF-βシグナル
によるCD73 遺伝子発現制御機構の解析

　　2024 年度日本生化学会関東支部例会（東京）2024 年 6月
　　�［横山奈 （々令和 6 年度卒業研究 6 年生）、米山和輝（令和 6 年度卒業研究 5 年生）佐藤丈琉（令和 6 年度
卒業研究 5 年生）］

3．�○古舘顕弥、吉見茉樹、尾上民、中野なおこ、平野弘之、長田裕之、伊東進、田代悦：消化器がんに対す
る新規分子標的医薬品開発を目指したTMEPAI 結合化合物の探索

　　2024 年度日本生化学会関東支部例会（東京）2024 年 6月
　　［古舘顕弥（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、吉見茉樹（令和 5 年度卒業生）、尾上民（令和 5 年度卒業生）］

4．�○飯田弘、中野なおこ、星名黎、松本祐樹、内田吉美、新田富馬、佐藤大雅、伊東史子、渡邊幸秀、武藤誠、
加藤光保、伊東進：TMEPAIファミリーによる消化管腺腫形成抑制制御メカニズム	

　　2024 年度日本生化学会関東支部例会（東京）2024 年 6月
　　�［飯田弘（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、星名黎（令和 3 年度修士修了生）、松本祐樹（令和 6 年度卒業研
究 6 年生）、新田富馬（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、佐藤大雅（令和 5 年度卒業生）］

5．�○岩渕翔太、中野なおこ、立川梨佳、松本祐樹、伊東　史子、伊東　進：腸特異的 Smad4 遺伝子欠損マ
ウスにおけるWnt/β-catenin 非依存性腺がん発症機序の解明

　　2024 年度日本生化学会関東支部例会（東京）2024 年 6月
　　�［岩渕翔太（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、立川梨佳（令和 5 年度卒業生）、松本祐樹（令和 6 年度卒業研
究 6 年生）］

6．�○松本祐樹、中野なおこ、森ありす、夏済海、内田吉美、伊東史子、渡邊幸秀、武藤誠、加藤光保、伊東進：
TMEPAI 遺伝子欠損による消化管腺腫進展の抑制メカニズムの解明

　　2024 年度日本生化学会関東支部例会（東京）2024 年 6月
　　�［松本祐樹（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、森ありす（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、夏済海（令和 6 年度
修士課程 2 年生）］

7．�○高橋光花、中野なおこ、鯉沼代造、宮園浩平、伊東進、田代悦：TGF-βによるClaudin4 遺伝子発現制
御

　　第 28 回日本がん分子標的治療学会（東京）2024 年 6月
　　［高橋光花（令和 6 年度卒業研究 6 年生）］

8．�○新田富馬、中野なおこ、武藤誠、伊東進：TMEPAI 遺伝子欠損はApc 遺伝子喪失による消化管腫瘍形

－ 162 －



成を抑制する
　　第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会（東京）2024 年 6月
　　［新田富馬（令和 6 年度卒業研究 5 年生）］

9．�○中野なおこ、伊東進：腸特異的 Smad4 遺伝子欠損マウスにおけるWnt/β-catenin 非依存性腺がん発症機
序の解明

　　第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会（東京）2024 年 6月

10．�○Susumu Itoh, Naoko Nakano, Yoshimi Uchida, Yuki Matsumoto, Rei Hoshina, Fuma Nitta, Hiroshi 
Iida, Makoto Mark Taketo, Yukihide Watanabe, Mitsuyasu Kato, Fumiko Itoh：Role of TMEPAI on 
Intestinal Tumorigenicity

　　FASEB Science Research Conferences “TGF-β Superfamily”（米国、ナイアガラ）2024 年 7月
　　�［松本裕樹（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、星名黎（令和 3 年度修士修了生）、新田富馬（令和 6 年度卒業
研究 5 年生）、飯田弘（令和 6 年度卒業研究 6 年生）］

11．�○Etsu Tashiro, Mitsuka Takahashi, Aoi Suzuki, Naoko Nakano, Daizo Koinuma, Kohei Miyazono, 
Susumu Itoh：Transcriptional regulation of the claudin 4 gene by TGF-β

　　FASEB Science Research Conferences “TGF-β Superfamily”（米国、ナイアガラ）2024 年 7月
　　［高橋光花（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、鈴木蒼由（令和 6 年度卒業研究 5 年生）］

12．�○Etsu Tashiro, Mitsuka Takahashi, Aoi Suzuki, Naoko Nakano, Daizo Koinuma, Kohei Miyazono, 
Susumu Itoh：Transcriptional regulation of the claudin4 gene by TGF-β

　　第 83 回日本癌学会学術集会（福岡）2024 年 9月
　　［高橋光花（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、鈴木蒼由（令和 6 年度卒業研究 5 年生）］

13．�○XIA JIHAI, Naoko Nakano, Fumiko Itoh, Yukihide Watanabe,  Makoto M Taketo, Mitsuyasu Kato, 
Susumu Itoh：Effect of TMEPAI-related genes on cell proliferative capacity

　　第 83 回日本癌学会学術集会（福岡）2024 年 9月
　　［夏済海（令和 6 年度修士課程 2 年生）］

14．�○鈴木蒼由、高橋光花、中野なおこ、鯉沼代造、宮園浩平、伊東進、田代悦：TGF-β-dependent 
transcriptional regulation of claudin4 gene

　　第 97回日本生化学会大会（横浜）2024 年 11月
　　［鈴木蒼由（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、高橋光花（令和 6 年度卒業研究 6 年生）］

15．�○中野なおこ , 内田吉美 , 立川梨佳 , 松本裕樹 , 岩渕翔太 , 伊東史子, 伊東進：腸上皮特異的 Smad4 遺伝
子欠損はWnt/β-catenin 非依存性腺がんを形成する

　　第 97回日本生化学会大会（横浜）2024 年 11月
　　�［立川梨佳（令和 5 年度卒業生）、松本裕樹（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、岩渕翔太（令和 6 年度卒業研
究 5 年生）］

16．�○福田萌奈 , 伊東進 , 富山晶子, 立川梨佳 , 伊勢本奈月 , 中野なおこ , 内田吉美 , 伊東史子, Zwijsen An：
BR-Smadによる小腸上皮組織恒常性維持機構の解明

　　第 97回日本生化学会大会（横浜）2024 年 11月
　　�［福田萌奈（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、富山晶子（令和 5 年度卒業生）、立川梨佳（令和 5 年度卒業生）、
伊勢本奈月（令和 6 年度卒業研究 6 年生）］

17．�○森ありす, 松本裕樹 , 飯田弘 , 新田富馬 , 中野なおこ , 伊東進 , 渡邊幸秀 , 武藤誠 , 加藤光保 , 伊東史子：
TMEPAI 遺伝子欠損による消化管腺腫形成抑制

　　第 97回日本生化学会大会（横浜）2024 年 11月
　　�［森ありす（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、松本裕樹（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、飯田弘（令和 6 年度
卒業研究 6 年生）、新田富馬（令和 6 年度卒業研究 5 年生）］
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18．�○鈴木蒼由、高橋光花、中野なおこ、鯉沼代造、宮園浩平、伊東進、田代悦：TGF-βシグナル依存的な
Claudin4 遺伝子発現制御機構の解析

　　第 6回がん三次元培養研究会（東京）2025 年 1月
　　［鈴木蒼由（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、高橋光花（令和 6 年度卒業研究 6 年生）］

19．�○佐藤丈琉、横山奈 、々中野なおこ、鯉沼代造、宮園浩平、伊東進、田代悦：TGF-βシグナルによる
CD73 遺伝子発現制御機構の解析

　　第 6回がん三次元培養研究会（東京）2025 年 1月
　　［佐藤丈琉（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、横山奈 （々令和 6 年度卒業研究 6 年生）］

20．�○田所明日香、中野なおこ、内田吉美、新田富馬、森ありす、松本祐樹、渡邊幸秀、加藤光保、武藤誠、
伊東史子、伊東進：Apc 遺伝子欠損に伴う消化管腺腫形成におけるTMEPAI 遺伝子の役割

　　第 6回がん三次元培養研究会（東京）2025 年 1月
　　�［田所明日香（令和 6 年度卒業研究 4 年生）、新田富馬（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、森ありす（令和 6
年度卒業研究 5 年生）、松本裕樹（令和 6 年度卒業研究 6 年生）］

21．�○木下花鈴、中野なおこ、福田萌奈、冨山晶子、立川梨佳、松本祐樹、森ありす、内田吉美、Zwijsen, 
An、伊東史子、伊東進：BMPシグナル伝達分子Smad1/Smad5 遺伝子およびApc 遺伝子欠損が小腸の栄
養吸収と腫瘍形成に与える影響

　　第 6回がん三次元培養研究会（東京）2025 年 1月
　　�［木下花鈴（令和 6 年度卒業研究 4 年生）、福田萌奈（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、富山晶子（令和 5 年
度卒業生）、立川梨佳（令和 5 年度卒業生）、松本裕樹（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、森ありす（令和 6
年度卒業研究 5 年生）］

22．�○岩渕翔太、中野なおこ、立川梨佳、松本祐樹、伊東史子、伊東進：腸管特異的 Smad4 遺伝子欠損マウ
スはWnt/β-catenin 非依存性腺がんを形成する

　　第 6回がん三次元培養研究会（東京）2025 年 1月
　　�［岩渕翔太（令和 6 年度卒業研究 5 年生）、立川梨佳（令和 5 年度卒業生）、松本裕樹（令和 6 年度卒業研
究 6 年生）］

23．�○Etsu Tashiro, Mitsuka Takahashi, Aoi Suzuki, Naoko Nakano, Daizo Koinuma, Kohei Miyazono, 
Susumu Itoh：The mechanism by which TGF-β regulates the transcription of claudin4 gene

　　第 13 回日米癌合同会議（米国・ハワイ）2025 年 2月
　　［高橋光花（令和 6 年度卒業研究 6 年生）、鈴木蒼由（令和 6 年度卒業研究 5 年生）］

24．�○伊東進：TGF-βシグナル抑制分子Transmembrane prostate androgen-induced protein (TMEPAI) の
がん進展制御機構：TMEPAIを標的とした新規抗がん剤開発に向けて

　　日本薬学会第 145 年会（福岡）2025 年 3月

原著論文
1．�Naoko Nakano, Etsu Tashiro, Takayuki Shimada, Masayasu Ebisawa, Sayaka Kojima, Kaho Ayabe, 
Yohei Yamamoto, Shingo Maeda, Fumiko Itoh, Susumu Itoh: Involvement of mitogen- and stress-
activated protein kinase 1 in BMP-6-induced chondrocyte differentiation.

　　J Bio. Chem., 300, 107806 (2024)
　　�［嶋田貴之（平成 28 年度卒業生）、海老沢昌泰（平成 26 年度卒業生）、小嶋彩夏（平成 30 年度卒業生）、
綾部佳穂（令和元年度卒業生）、山本陽平（平成 30 年度卒業生）］

2．�Kako Hanada, Yuki Saito, Takahiro Takagi, Mitsuki Go, Yota Nakano, Toshihiko Inagawa, Hideyo 
Hirai, Marcus Früttiger, Susumu Itoh, Fumiko Itoh: Reduced lung metastasis in endothelial cell-specific 
TGF-β type II receptor-deficient mice with decreased CD44 expression.

　　iScience, 27, 111502 (2024)

3．�Tomoki Takei, Yuki Hamamura, Hiroshi Hongo, Etsu Tashiro, Masaya Imoto, Takeo Kosaka, 
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Mototsugu Oya: Selective killing of castration-resistant prostate cancer cells by formycin A via the 
ATF4-CHOP axis. 

　　Cancer Sci., 115, 3997-4007 (2024)

その他
特になし

活動概要
　生化学研究室は分子細胞生物学の技術を用いて、伊東進教授、田代悦准教授、中野なおこ講師の下で「TGF-
βシグナル」分野研究を遂行しております。研究テーマとしてTGF-βシグナル伝達機構の解明、TGF-βシグナル
系の破綻と発がん、TMEPAIやYAPを標的とした新規医薬品開発を中心に学部生と共に研究を精力的に行って
います。
　研究室のモットーである思いやりを持って、独立及び融和の精神に基づいた研究を遂行し、本年度も週 1回の
実験報告会と週 1回の文献紹介を通じて研究のアクティビティーを継続しております。昨年度に引き続き、伊東教
授はJ. Biol. Chem.のEditorial Board Memberとして活動しております。また、平成 29 年度より日本生化学会
関東支部代議員、平成 30 年度より日本血管生物医学会、日本がん分子標的治療学会の評議員を務めております。
加えて、田代准教授も日本がん分子標的治療学会の評議員を務めております。
　引き続き昭和薬科大学発の原著論文の発表を目指しております。少しでも創薬につながる研究成果を出すために
日夜研究室のメンバーと努力しております。

令和 6 年度の競争的研究資金
　令和 6 年度東京医科歯科大学難治疾患共同研究拠点共同研究（伊東　進）
　令和 6 年度科学研究費基盤 C（中野　なおこ）
　令和 5 年度科学研究費基盤 C（継続）（田代　悦）

令和 6 年度の受賞歴
　・JCA 若手研究者ポスター賞（第 83 回日本癌学会学術総会）
　　夏済海（令和 6 年度修士課程 2 年生）　
　　「TMEPAI 関連遺伝子による細胞増殖能の影響」
　・第 97回日本生化学会大会　若手優秀発表賞
　　森ありす（令和 6 年度卒業研究 5 年生）　
　　「TMEPAI 遺伝子欠損による消化管腺腫形成抑制」

自己点検評価
　この数年の生化学研究室発の研究成果として学会発表は多くなってきましたが、原著論文が少ない状況です。

今後に向けて
　研究室メンバーが一丸となり、競争的研究資金のさらなる獲得を目指し、次年度以降複数の原著論文を発表で
きるように心がけたい。
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感染制御学分野
（12）微生物学研究室（Laboratory of Microbiology)
　教　授　　金本　大成
　准教授　　浅井　大輔
　講　師　　梶川　瑞穂

学会報告
○宮野佳、梶川瑞穂：NADPHオキシダーゼ 5（Nox5）の Ca2+ 結合領域に依存した細胞表面局在化

第 77回日本酸化ストレス学会（横須賀）令和 6 年 5月

◯林桃花、浅井大輔、大神田敬、竹村弘、金本大成：細菌の分泌型プロテアーゼに応じた徐放性製剤の開発
第 73 回日本感染症学会東日本地方会学術集会 /第 71回日本化学療法学会東日本支部総会 合同学会（東京）

令和 6 年 10月
[ 林桃花 (令和 6 年度卒業研究 6 年生 )]

◯中川美桜子、延廣美空、山本なつき、梶川瑞穂、浅井大輔、金本大成：黄色ブドウ球菌 srrAノックアウト株
の抗菌薬感受性

第 107回日本細菌学会関東支部総会（東京）令和 6 年 12月
[中川美桜子 (令和 6 年度卒業研究 4 年生 )、延廣美空 (令和 6 年度 6 年生 )、

山本なつき(令和 5 年度卒業生 )]

○宮野佳、梶川瑞穂：NADPHオキシダーゼ 5（Nox5）の安定化、細胞膜局在化、活性化機構の解明
第 35回日本生体防御学会（札幌）令和 6 年 9月

◯斎田圭子、坂上宏、三間修、越川拓郎、浅井大輔、竹村弘、金本大成：斎田イヌトウキ (日本山人参 ) 抽出物
の瞬間的ウイルス不活化および抗老化作用

第 130 回日本解剖学会・第 102 回日本生理学会・第 98 回日本薬理学会 合同大会（千葉）令和 7年 3月

原著論文
Hideo Fukuhara, Kohei Yumoto, Miyuki Sako, Mizuho Kajikawa, Toyoyuki Ose, Mihiro Kawamura, Mei 
Yoda, Surui Chen, Yuri Ito, Shin Takeda, Mwila Mwaba, Jiaqi Wang, Takao Hashiguchi, Jun Kamishikiryo, 
Nobuo Maita, Chihiro Kitatsuji, Makoto Takeda, Kimiko Kuroki, Katsumi Maenaka: Glycan-shielded 
homodimer structure and dynamical features of the canine distemper virus hemagglutinin relevant for 
viral entry and efficient vaccination.

eLife, 12, RP88929 (2024)

総説
坂上宏、斎田圭子、三間修、越川拓郎、浅井大輔、竹村弘、金本大成：斎田イヌトウキ ®（日本山人参）の瞬間
的HIV 不活化作用

New Food Industry, 66, 747-750 (2024)

坂上宏、越川拓郎、浅井大輔、竹村弘、金本大成：五葉松松かさ煎じ液の瞬間的HIV 不活化作用と抗老化作
用

New Food Industry, 67, 76-82 (2025)

魚田慎、坂上宏、越川拓郎、浅井大輔、竹村弘、金本大成、吉原正晶：松の実の殻エキスの瞬間的HIV 不活
化作用

New Food Industry, 67, 152-158 (2025)

著書
金本大成：12. 歯科感染症 . 

感染症学 第 1版、駒野淳、大井一弥、安武夫（編）、南山堂、東京、2025、pp289-305 
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活動概要・現状
　令和 6 年度の研究室メンバーの構成は、教員：教授、准教授、講師の各1名、計 3 名体制、学部学生 35 名：
6 年次生 11名（総合 7、臨床 4）、5 年次生 10 名（総合 4、臨床 6）、4 年次生 14 名（総合 7、臨床 7）であった。
　総合コースの研究テーマとして、微生物学、感染症学、免疫学に関連するテーマで研究活動を行った。新規抗
菌物質探索においては一昨年度から引き続き、北見工業大学天然物有機化学研究室との共同研究を行った。学
内の研究発表会である第 15回ハイテクリサーチ報告会において6 年生の藤生朱音が最優秀ポスター発表賞を受
賞した。
　臨床コースの学生は、各自が選んだ感染症や免疫系疾患、悪性腫瘍に関連したテーマで論文調査研究を行った。
臨床コースゼミは、対面またはオンラインでおおむね週 1回実施した。ゼミでは感染症や免疫疾患、抗悪性腫瘍
薬に関連した時事ニュースと下級年次での学修内容を繋ぐ解説講義とそれを基にした討議を実施した。
　総合コースと臨床コースの合同ゼミを月1回、通年で実施した。合同ゼミでは、各コースからそれぞれ1名ずつ
が各々の卒業研究に関連する英語論文の解説をスライドによるプレゼンテーション形式で行った後、全員で質疑応
答の討議を行って理解を深めた。さらに教員が作成した微生物学、分子生物学、感染症学、免疫学に関連する
国家試験形式の問題を学生が解説するという形式で実施した。
　
自己点検・評価
　研究活動の成果としては、原著論文 1報、総説 3 報と国内学会 5題の発表であった。学会発表のうち、2題は
研究室所属学生が卒業研究の成果を発表したものである。本研究室では卒業研究活動の中で、すべての学生に
対して研究室内での発表機会を多く持たせてきた。また、研究室内の発表会では座長を学生に任せたことで学生
が主体的に研究や発表に向き合う機運が醸成されてきたと自負している。総合・臨床合同のゼミで行っている問題
演習では、学生が持ち回りで解説を担当することで国家試験形式の問題を解くだけでなく、それを人に教えること
を学ぶ機会になっている。これからも継続していきたい。本研究室の今年度卒業生 10 名全員が薬剤師国家試験
に合格することができたのは、このような取り組みも貢献していると思われる。

今後に向けて
　学内外の研究室との共同研究に積極的に取り組みたい。引き続き所属学生に学会での発表の機会を持たせた
い。そして、状況を正しく認識して適切な対応ができる学生を養成できることを目標として今後とも研究室活動を
充実させていきたい。
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衛生薬学系
衛生化学分野

（13）衛生化学研究室（Health Chemistry）
　教　授　　石井　　功
　准教授　　赤星　軌征
　助　教　　鎌田祥太郎
　大学院生　D4　本多　彰宏

学会報告
○猪野翔大、清水萌瑞、丸山由莉、岸山千優、倉本咲弥、上茶谷若、赤星軌征、石井功：シアン毒性からのマ
ウス保護における2つの相同的硫黄転移酵素と腸内細菌叢の役割

2024 年度日本生化学会関東支部例会 ( 東京）、令和 6 年 6月
［清水萌瑞、丸山由莉、岸山千優 (令和 6 年度卒業研究 6 年生）、

猪野翔大、倉本咲弥 (令和 6 年度卒業研究 5 年生）］

○本多彰宏、鎌田祥太郎、宮脇瑳恵佳、藤田絢音、金子知央、田中伶奈、蓑毛雪兒、星井瑛介、細田葵衣、今野翼、
南澤乙衣、石井功：NASH病態短期作成モデルマウスを用いたPPAR作働NASH治療薬候補の探索

第 97回日本生化学会大会 ( 横浜）、令和 6 年 11月
［本多彰宏 (令和 6 年度博士 4 年生 )、宮脇瑳恵佳、藤田絢音、金子知央
(令和 5 年度卒業研究 6 年生）、星井瑛介 (令和 6 年度卒業研究 6 年生）、
田中伶奈、蓑毛雪兒、細田葵衣、今野翼 ( 令和 6 年度卒業研究 5 年生）、

南澤乙衣 ( 令和 6 年度卒業研究 4 年生 )］

原著論文
Yoshitaka Taketomi, Takayoshi Higashi, Kuniyuki Kano, Yoshimi Miki, Chika Mochizuki, Shota Toyoshima, 
Yoshimichi Okayama, Yasumasa Nishito, Susumu Nakae, Satoshi Tanaka, Suzumi M. Tokuoka, Yoshiya 
Oda, Shigeyuki Shichino, Satoshi Ueha, Kouji Matsushima, Noriyuki Akahoshi, Satoshi Ishii, Jerold Chun, 
Junken Aoki, Makoto Murakami: Lipid-orchestrated paracrine circuit coordinates mast cell maturation and 
anaphylaxis through functional interaction with fibroblasts.

Immunity 57, 1828–1847 (2024)

招待講演等
○石井功：ペルオキシソーム増殖剤活性化受容体 (PPAR) のリガンド結合・活性化様式

国立国際医療研究センター脂質生命科学研究部セミナー ( 東京）、令和 6 年 9月

○石井功：2つの相同的硫黄転移酵素の生理的役割
レドックスR&D戦略委員会アンチエイジング研究シンポジウム ( 東京）、

令和 6 年 10月

著書
石井功：疾病の予防･治療に向けた栄養管理と方策　A. 食薬区分、B. 特別用途食品と保健機能食品

衛生薬学　基礎･予防･臨床　改訂第 5版、南江堂、東京、2025、284–299

石井功：五大栄養素以外の食品成分 (食物繊維、抗酸化物質など )の機能
新スタンダード薬学シリーズ第 5 巻 衛生薬学、東京化学同人、東京、2025、168–173

活動概要・現状
　石井が赴任して 9 年目となった本年度の構成は、教員 2 名、博士課程 4 年生 1名、6 年生 13 名 ( 総合10 臨
床 2 情報 1)、5 年生 8 名 ( 総合 8)、4 年生 12 名 ( 総合10 臨床 2)、研究補助員1名の計 38 名であった。リバイ
ス中の論文はあるが、研究室オリジナル論文の年度内 in press が無い残念な状況になってしまった。競争的研究
資金の獲得は鎌田の科研費若手B(2022-2024 代表 )及び学内若手研究者助成の 2件に留まった。一方、5 年生
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の倉本が本学ハイテクリサーチ成果報告会で優秀賞 ( 生物系 3位 )を、また 5 年生の猪野が日本生化学会関東支
部例会口頭発表部門において優秀演題賞を受賞した。大学院生の本多は日本薬学会長井記念薬学研究奨励支援
事業による助成 (3 年目 )を受け、博士の学位を無事に取得した。そして、研究室立ち上げから長年に亘り研究室
の両輪として存分に活躍した赤星准教授と鎌田助教がともに年度末にもって退職して、それぞれの進路に進むこと
になった。研究室一同、これまでの2 教員の尽力に心より感謝すると共に、今後のさらなる活躍を祈念している。

自己点検・評価
　本年度末に教員 2 名退職することが早期に決まり、その混乱と対応で、例年の研究アクティビティが落ちてしまっ
た感は否めない。しかし、研究室には ( 教授もしかり)ある程度の新陳代謝は必要で、今後新体制にて新たな ( 石
井にとってはおそらく最後の ) 研究展開を模索していく。6 年生に国試不合格者を多く出してしまったのは残念であ
る。

今後に向けて
　新年度には、新しい准教授 1名と講師 1名、また学位を取得したばかりの本多を特任助教として採用する。研
究指導体勢を再構築する。
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社会薬学系（Division of Social Pharmacy and Public Health）
社会薬学分野

（14）社会薬学研究室（Social Pharmacy and Epidemiology）
　教　授　　原　　　梓
　大学院生　D2　近藤　大雅
　　　　　　　　中國　正祥

学会報告
◯佐藤倫広、目時弘仁、村上任尚、辰巳友佳子、原梓、野村恭子、浅山敬、菊谷昌浩、寳澤篤、今井潤、大久
保孝義 :認知機能低下予測のための血圧日間変動指標の探索：大迫研究	

第 60 回日本循環器病予防学会学術集会（東京）令和 6 年 5月

◯Melanie Griffith-Quintyne, Kyoko Nomura, Ayana Saito, Michihiro Satoh, Yukako Tatsumi, Azusa Hara, 
Kei Asayama, Masahiro Kikuya, Hirohito Metoki, Takayoshi Ohkubo：Factors including home blood 
pressure levels associated with brain volume in older adults: Ohasama Study

第 60 回日本循環器病予防学会学術集会（東京）令和 6 年 5月

◯Hisashi Urushihara, Shogo Yaegashi, Takayuki Ando, Takahiro Yakoh, Nao Oishi, Azusa Hara： A 
Novel, Hypothesis-free Approach to Detecting Safety Signals by Clustering Distributed Representations of 
Adverse Events Based on Claims Databases.

The 40th International Conference on Pharmacoepidemiology (Berlin) 令和 6 年 8月

◯串田一樹、原梓、山本健、廣原正宜：在宅医療における医薬品供給 24 時間体制への一考察 .
日本社会薬学会第 42 年会（福岡）令和 6 年 9月

◯Masayoshi Nakakuni, Kosuke Nakano, Seiji Mitsui, Naoko Deguchi, Azusa Hara, Seiko Miyazaki: Safety 
Signal Detection of Hepatocellular Injury following Methotrexate Administration in Children with Cancer 
and Rare Diseases

International Society of Pharmacovigilance 2024 (Montreal) 令和 6 年 10月
[中國正祥（令和 6 年度博士 2 年生）]

◯メラニー・グリフィス　クインタイン、野村恭子、齋藤文菜、佐藤倫広、山崎貞一郎、小林雄紀、坪田恵、辰巳
友佳子、原梓、村上任尚、廣瀬卓男、菊谷昌弘、浅山敬、目時弘仁、寳澤篤、今井潤、大久保孝義：壮年から
高齢者におけるMRI 脳画像を使用した海馬体積減少に関連する循環器リスクファクターの同定 : 大迫研究縦断分
析. 

第 20 回 秋田県公衆衛生学会学術大会（秋田）令和 6 年 11月

◯佐々木貴史、猪澤一樹、原梓、阿部由紀子、新井康通、漆原尚巳：高血圧、糖尿病、認知症に関する診療報
酬請求書バリデーション研究：川崎元気高齢者コホートデータ横断調査

第 35回日本疫学会学術総会（高知）令和 7年 2月

◯佐藤倫広、橋本英明、中山晋吾、遠山真弥、八木橋 崇仁、廣瀬卓男、村上任尚、辰巳友佳子、坪田 (宇津木 )
恵、原梓、野村恭子、浅山敬、菊谷昌浩、寳澤篤、目時弘仁、大久保孝義：家庭高血圧が及ぼす 20 年間の腎
機能への影響：大迫研究

第 35回日本疫学会学術総会（高知）令和 7年 2月

◯高浦知沙、佐々木健、原梓、山本健、廣原正宜、串田一樹：女性薬剤師のライフサイクルと働き方改革～在宅
訪問薬局の薬剤師の考察～

日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月
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依頼・招待講演等
○原梓：タバコ疫学研究の最新情報

第 34回日本医療薬学会年会（幕張）令和 6 年 11月

○原梓：再現性の高いリアルワールドデータを用いた研究を実施するために－HARPER・デザインダイアグラム・
Outcome Definition Repositoryの活用－

一般社団法人くすりの適正使用協議会　薬剤疫学専門セミナー（オンライン）令和 7年 3月

原著論文
Megumi Tsubota-Utsugi, Michihiro Satoh, Jun Watanabe, Jun Takebayashi, Tomoyuki Oki, Yukako 
Tatsumi, Kei Asayama, Masahiro Kikuya, Takahisa Murakami, Takuo Hirose, Hirohito Metoki, Azusa 
Hara, Kyoko Nomura, Atsushi Hozawa, Yoshitaka Tsubono, Yutaka Imai, Takayoshi Ohkubo: Association 
between an Antioxidant-Rich Japanese Diet and Chronic Kidney Disease: The Ohasama Study. 

J Atheroscler Thromb., 31, 461-477 (2024)

De-Wei An, Yu-Ling Yu, Azusa Hara, Dries S Martens, Wen-Yi Yang, Yi-Bang Cheng, Qi-Fang Huang, Kei 
Asayama, Katarzyna Stolarz-Skrzypek, Marek Rajzer, Peter Verhamme, Tim S Nawrot, Yan Li, Jan A 
Staessen: Lead-Associated Mortality in the Us 1999-2020: a Time-Stratified Analysis of a National Cohort. 

J Hypertens., 42,1322-1330 (2024)

Rina Omata, Akane Asami, Azusa Hara, Hisashi Urushihara: Prescribing Cascades of Loop Diuretics and 
Anti-Vertigo Drugs Following Treatment with Gabapentinoids and Benzodiazepines: Prescription Sequence 
Symmetry Analysis of a Large-Scale Claims Database including Japanese Older Adults. 

Drugs-Real World Outcomes, 11, 529-540 (2024)

Michihiro Satoh, Hirohito Metoki, Masahiro Kikuya, Takahisa Murakami, Yukako Tatsumi, Megumi 
Tsubota-Utsugi, Takuo Hirose, Azusa Hara, Kyoko Nomura, Kei Asayama, Atsushi Hozawa, Yutaka Imai, 
Takayoshi Ohkubo: Proposal of Reference Value for Day-To-Day Blood Pressure Variability Based on Two 
Outcomes: The Ohasama Study. 

J Hypertens., 42,1769-1776 (2024)

活動概要・現状
　今年度は、職員1名、大学院 2 年生 2 名とともに研究活動を行った。
　研究内容は、主として「疫学・薬剤疫学」をテーマとし、慶應義塾大学、東北大学、帝京大学、国立がん研究センター
との共同研究を行い、論文発表や学会での発表を行った。また、配属大学院生 1名が国際学会にて筆頭演者発
表を行った。
　外部資金として、科学研究費補助金・基盤 C（代表・原 継続）を得た。
　日本疫学会上級疫学専門家認定の更新を受けた。
　学外活動として、原は、日本薬学会関東支部会幹事および学術誌編集委員会委員、日本疫学会代議員、疫
学専門家委員会委員および学術委員会委員、日本薬剤疫学会評議員、規約委員会委員および拡充委員会委員、
日本社会薬学会代議員および編集委員会委員等を務め、関連学会の発展や若手育成に貢献した。また、The 
16th Asian Conference on Pharmacoepidemiology（第 16回国際薬剤疫学会アジア会議）のLocal committee 
memberとして、国際学会開催運営に携わった。

自己点検・評価
　令和 6 年度4月に職員1名が着任し、本学における研究・教育活動を開始した。教育活動に多くの時間を割い
たため限られた時間での研究活動となったものの、配属大学院生と共に研究の土台を構築していくことができた。

今後に向けて
　令和 7年度からは、新たに大学院生 1名および学部 4 年生が配属される。令和 6 年度より開始した研究の学
会報告や論文発表が計画されており、教育活動への尽力と共に研究活動にも力をいれていく予定である。
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（15）公衆衛生学研究室
研究室スタッフ
　准教授　　庄野あい子

学会報告
◯新井伶虹 , 庄野あい子 : ワクチンの副作用報告における報告者の特徴と傾向 

第 27回日本地域薬局薬学会 . 船橋 . 2024 年 7月
[ 新井伶虹 (2024 年度卒業研究 6 年生 )]

◯鈴木 深珠 , 戸張 裕子, 庄野 あい子 : 認知機能に対するデジタルデバイスを用いたゲーミフィケーションの効果と
現状：スコーピング・レビュー 

第 27回日本地域薬局薬学会 . 船橋 . 2024 年 7月
[鈴木 深珠 (2024 年度卒業研究 6 年生 )]

◯鈴木 理紗子, 神林 弾 , 庄野 あい子 : 薬局機能情報と薬局の位置情報を活用した分析 
第 27回日本地域薬局薬学会 . 船橋 . 2024 年 7月

[鈴木 理紗子 (2024 年度卒業研究 6 年生 )]

◯庄野あい子、近藤正英 : セルフメディケーション税制導入における一般用医薬品の販売への影響 
第 83 回日本公衆衛生学会総会 . 札幌 . 2024 年 10月

◯庄野あい子、星淑玲、近藤正英 : 20 価肺炎球菌ワクチンの医療経済評価（費用効果分析）に関するナラティブ・
レビュー 

日本薬学会145 年会 . 福岡 . 2025 年 3月

原著論文
Aiko Shono, Shu-Ling Hoshi, Rie Koshida, Motoko Tanaka, Masahide Kondo: Subsidy Programs for 
Seasonal Influenza Vaccination of Children and Pregnant Women in Japanese Municipalities. 

Yakugaku Zasshi. 144(7):749-754. (2024)

Hiroshi Inano, Yoshihito Morimoto, Kanata Kitagawa, Akito Shibuya, Kozue Nakagomi, Tomohiro Ota, 
Yuri Anzo, Rika Miyauchi, Aiko Shono, Kazuhiro Watanabe, Katsuya Otori: Cost-effectiveness analysis of 
fosnetupitant in patients receiving cisplatin in Japan: analysis based on real-world data. 

Support Care Cancer. 33(2):149 (2025)

その他
公募シンポジウム
「地域包括ケアシステムの一翼を担う薬剤師のあり方～患者のための薬局ビジョンを踏まえて～」 座長 （庄野 あい
子，阿部 真也） 第 83 回日本公衆衛生学会総会 . 札幌 . 2024 年 10月

活動概要
　2024 年 4月に公衆衛生学研究室が新しく設置された。それに伴い、2024 年度より当研究室で主に「公衆衛生
学」（4 年生）の科目を担当することとなった。研究においては、これまで取り組んできたワクチンに関する研究を
取りまとめ論文化することができた。公益財団法人 一般用医薬品セルフメディケーション振興財団より令和 6 年度 
調査・研究助成金（庄野 あい子）を得た。

自己点検・評価
　コロナ禍を経て社会における公衆衛生への関心が高まっている。教育においては、学生の学びが地域の公衆衛
生の向上につながるような講義に努めた。研究室では、公衆衛生の研究を志望する学部学生を新たに迎えたこと
により、研究室の活気が高まり多様な視点が生まれつつある。研究においては、公衆衛生（Public Health）を軸
として他機関や地域と連携することにより、新たなテーマの研究を始動させることができた。
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今後に向けて
　多分野との協働や多職種の視点を取り入れることにより、薬学における公衆衛生の学びや研究の幅を広げてい
く。また、薬剤師や薬局が地域の公衆衛生に貢献できるような仕組みに着目し、研究を行っていく予定である。
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臨床薬学教育研究センター
（Center for Education and Research on Clinical Pharmacy）
臨床薬学分野

（16）実践薬学部門
研究室メンバー
　教　授　　廣原　正宜
　教　授　　渡部　一宏
　講　師　　廣澤　伊織
　講　師　　山本　　健
　講　師　　森元　能仁
　講　師　　神林　　弾

学会報告
○串田一樹、白石丈也、今城宏文、武田浪弘、山本健、廣原正宜：在宅がん緩和ケアにおける医薬品供給体制
の実態と課題

第 17回日本緩和医療薬学会（東京）令和 6 年 5月

○川出義浩 , 間辺利江 , 神林弾 , 間辺広樹 , 工藤宏一郎：COVID-19 ５類感染症移行に伴う情報需要の変化に関
する調査研究　－COVID-19 情報発信ウェブサイトへのアクセス動向分析
第 98 回日本感染症学会総会・学術講演会，第 72 回日本化学療法学会学術集会合同学会（神戸）令和 6 年 6月

○神林弾 , 間辺利江 , 川出義浩 , 間辺広樹 , 工藤宏一郎：COVID-19 感染及び重症化に関する学際的要因の検討： 
日本とベトナムの比較調査研究
第 98 回日本感染症学会総会・学術講演会，第 72 回日本化学療法学会学術集会合同学会（神戸）令和 6 年 6月

○河井千茜 , 渡部碧菜 , 間辺広樹 , 川出義浩 , 神林弾 , 工藤宏一郎 , 間辺利江：空間－時間解析から見た日本に
おけるCOVID-19 の疫学－これまでと今後
第 98 回日本感染症学会総会・学術講演会，第 72 回日本化学療法学会学術集会合同学会（神戸）令和 6 年 6月

○鈴木理紗子, 神林弾 , 庄野あい子：薬局機能情報と薬局の位置情報を活用した分析
第 27回日本地域薬局薬学会年会（船橋）令和 6 年 7月

○羽賀正晴，廣原正宜，串田一樹：在日外国人家族の小児在宅医療から在宅医療の地域性・多様性を考える
第 6回日本在宅医療連合学会（千葉）令和 6 年 7月

○佐々木健、廣原正宜、串田一樹、山本健：訪問活動を通して見える在宅がん緩和ケア～医薬品提供から薬局機
能を考察する～

第 6回日本在宅医療連合学会（千葉）令和 6 年 7月

○藤田珠理、斉藤忍、萩原裕美、宮澤慶子、小林奈 、々林美希、別役真帆、木村真有美、小野陽子、杉浦孝太郎、
山本健、廣原正宜、串田一樹：24 時間体制の医薬品供給と薬局間連携について～在宅がん緩和ケアと薬局機能
～

第 6回日本在宅医療連合学会（千葉）令和 6 年 7月

○串田一樹、眞壁聡、藤田珠理、岡豊香、山本健、廣原正宜：在宅医療における医薬品提供の 24 時間体制に
対する一考察

医療薬学フォーラム2024（熊本）令和 6 年 7月

○⽶村明浩、三砂慶太、織⽥理佳⼦、三神将明、倉地勇⽃、⼭本健、廣原正宜、串⽥⼀樹： 医薬品供給の「24
時間対応・在宅対応」を考察する～超⾼齢社会を⽀える上で薬局の任務を考える～

HIP研究会第 21回フォーラム（熊本）令和 6 年 8月
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○藤田珠理、斉藤忍、萩原裕美、宮澤慶子、小林奈 、々林美希、別役真帆、木村真有美、小野陽子、杉浦孝太郎、
山本健、廣原正宜、串田一樹：在宅医療における注射剤の供給体制～在宅がん緩和ケアと薬局機能～

HIP研究会第 21回フォーラム（熊本）令和 6 年 8月

○串田一樹、山本健、廣原正宜：在宅がん緩和ケアの医薬品提供を考える～医薬品提供の24 時間体制と薬局機
能分化～

HIP研究会第 21回フォーラム（熊本）令和 6 年 8月

○佐々木健、高浦知沙、山本健、廣原正宜、串田一樹：医療用麻薬の供給と薬局 24 時間体制
HIP研究会第 21回フォーラム（熊本）令和 6 年 8月

○山本健、森元能仁、神林弾、廣澤伊織、渡部一宏、廣原正宜：デジタルツール（模擬電子カルテ・電子薬歴等）
を活用した次世代薬剤師教育の創出に向けた予備的調査 - 因子分析から紐解くデジタルツールの可能性 -

第 9回日本薬学教育学会大会（東京）令和 6 年 8月

○串田一樹、山本健、羽賀正晴、関下禅美、西田翔、廣原正宜：小児在宅医療にかかわる薬局の現状と課題
第 13 回日本小児在宅医療支援研究会（熊本）令和 6 年 9月

○串田一樹、原梓、山本健、廣原正宜：在宅医療における医薬品供給 24 時間体制への一考察
日本社会薬学会第 42 年会（福岡）令和 6 年 9月

○山本健、神林弾、森元能仁、廣澤伊織、渡部一宏、廣原正宜：学校薬剤師・学校関係者が協働したくすり教
育を推進するための概念及び定義の創出―学校薬剤師を対象としたインタビュー調査から―

日本社会薬学会第 42 年会（福岡）令和 6 年 9月

○串田一樹、白石丈也、真壁聡、森元将郎、西田翔、羽鳥雄貴、唐澤淳子、小橋紀子、佐々木健、山本健、廣
原正宜：在宅医療推進と薬局機能に対する一考察

第 57回日本薬剤師会学術大会（埼玉）令和 6 年 9月

○串田一樹、佐々木健、白石丈也、真壁聡、山本健、廣原正宜：在宅医療における注射薬供給の現状と課題
第 20 回日本在宅静脈経腸栄養研究会（福岡）令和 6 年 11月

○西田翔、小島良介、羽鳥雄貴、山本健、廣原正宣、串田一樹：在宅医療における医薬品供給の24 時間体制と
薬局の業務実態

第 34回日本医療薬学会（千葉）令和 6 年 11月

○寺田大輝、山口奈 、々関下禅美、山本健、廣原正宜、串田一樹：高齢者施設における服薬実態と薬局薬剤師
の介入意義

第 34回日本医療薬学会（千葉）令和 6 年 11月

○山本健，森元能仁，神林弾，廣澤伊織，渡部一宏，廣原正宜：学校薬剤師が考える学校関係者と協働するく
すり教育を推進するためのプロセスの探索 -M-GTAを用いた質的研究 -

第 34 回日本医療薬学会（千葉）令和 6 年 11月

○串田一樹、久武陽子、折原太、岡部幸子、山崎優子、安西佑太、能勢光、大口顕、倉裕文、山本健、原梓、
廣原正宜：お薬を服用している在宅療養者をみんなで見守りましょう～在宅療養者の薬物治療適正化に向けた多
職種連携～

アクティブ福祉 in 2024（東京）令和 6 年 11月

○Yoshihito Morimoto, Kimihiko Takada, Ami Nakano, Osamu Takeuchi, Kazuhiro Watanabe, Masayoshi 
Hirohara, Yutaka Masuda: Combination of S-1 and the oral ATR inhibitor ceralasertib is effective against 
pancreatic cancer cells. 

2025 the Japanese Society of Medical Oncology Annual Meeting (Kobe, Japan) 令和 7年 3月
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○稲野寛、森元能仁、北川遼、渋谷映人、中込梢、太田智博、安藏優里、宮内利佳、庄野あい子、渡部一宏、
尾鳥勝也：NK1受容体拮抗薬ホスネツピタントのホスアプレピタント及びアプレピタントに対する費用対効果分析

第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会（神戸）令和 7年 3月

○宇佐見梨恵、稲野寛、森元能仁、山本悠樹、庄野あい子、渡部一宏、尾鳥勝也：中等度催吐性リスク抗がん
剤におけるNK1受容体拮抗薬ホスネツピタントのアプレピタントに対する有効性の比較検討

第 14回日本薬剤師レジデントフォーラム（津）令和 7年 3月

○山田悠功、稲野寛、森元能仁、山本悠樹、庄野あい子、渡部一宏、尾鳥勝也：トラスツズマブデルクステカン
による悪心嘔吐に対するNK1受容体拮抗薬ホスネツピタントとアプレピタントの有効性・安全性に関する比較検
討

第 14回日本薬剤師レジデントフォーラム（津）令和 7年 3月

○立川早苗、小田佳代、赤松麻紀子、立川靖之、山本健、廣原正宜、串田一樹：薬局管理栄養士と協働する健
康サポート薬局のイベント取り組みについて

日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月

○三砂慶太、加畑智聡、秋山修子、三神将明、倉地勇斗、山本健、廣原正宜、串田一樹：在宅医療推進と薬局
の機能分化

日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月

○高浦知沙、佐々木健、原梓、山本健、廣原正宜、串田一樹：女性薬剤師のライフサイクルと働き方改革～在宅
訪問薬局の薬剤師の考察～

日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月

○藤田珠理、斉藤忍、萩原裕美、宮澤慶子、丸茂美希、別役真帆、木村真有美、小野陽子、石崎麻記子、栄仁美、
杉浦孝太郎、山本健、廣原正宜、串田一樹：在宅医療の医薬品供給態勢について地域の連携態勢と薬局機能か
ら考察する

日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月

○寺田大輝、土方香澄、山口奈 、々白木颯人、関下禅美、山本健、廣原正宜、串田一樹：薬局における在日外
国人患者対応についての検討～DOTS 症例から～

日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月

○堀井孝太、田牧直也、瀬尾優紀、多田萌菜美、串田一樹、廣原正宜、山本健：当薬局における在宅移行初期
管理料の算定状況と業務分析

日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月

○田牧直也、堀井孝太、瀬尾優紀、多田萌菜美、串田一樹、廣原正宣、山本健：在宅医療における医薬品供給
日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月

○森元能仁、山本健、廣澤伊織、神林弾、宇井敬、森井広樹、恵木立、伊藤啓、 串田一樹、渡部一宏、廣原正宜：
注射薬無菌混合調製に関するVR教材の開発と評価

日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月

原著論文
Yoshihito Morimoto, Kimihiko Takada, Ami Nakano, Osamu Takeuchi, Kazuhiro Watanabe, Masayoshi 
Hirohara, Yutaka Masuda. Combination of S-1 and the oral ATR inhibitor ceralasertib is effective against 
pancreatic cancer cells. 

Cancer Chemotherapy and Pharmacology, 94, 763-774 (2024)

Hiroshi Inano, Yoshihito Morimoto, Kanata Kitagawa, Akito Shibuya, Kozue Nakagomi, Tomohiro Ota, 
Yuri Anzo, Rika Miyauchi, Aiko Shono, Kazuhiro Watanabe, Katsuya Otori. Comparing the Efficacy of 
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Fosnetupitant, an NK1 Receptor Antagonist in CDDP-Based Regimens, With that of Fosaprepitant and 
Aprepitant: A Retrospective Observational Study.

Biological and Pharmaceutical Bulletin, 47, 692-697 (2024)
［宮内利佳（令和 6 年度卒業研究 6 年生）］

Kaori Matsumoto, Yoshihito Morimoto, Junichiro Wakatsuki, Daiki Sakuma, Keiko Mukouyama, Masayuki 
Inoue, Ayako Kimura, Iori Hirosawa, Kazuhiro Watanabe, Effect of perioperative docetaxel-induced 
limb edema on health-related quality of life in patients with early-stage breast cancer: a prospective 
observational study.

YAKUGAKU ZASSHI, 144, 685-690 (2024)

Michiko Yamamoto, Ken Yamamoto, Hiromi Takano-Ohmuro, Rain Yamamoto, Junji Saruwatari：Usability 
Evaluation of Foods with Function Claims Labelling as Health Information in Japan: A User-Testing Study

Nutrition and Dietary Supplements, 17, 1-18 (2025)

Hiroshi Inano, Yoshihito Morimoto, Kanata Kitagawa, Akito Shibuya, Kozue Nakagomi, Tomohiro Ota, 
Yuri Anzo, Rika Miyauchi, Aiko Shono, Kazuhiro Watanabe, Katsuya Otori. Cost-effectiveness analysis of 
fosnetupitant in patients receiving cisplatin in Japan: Analysis based on real-world data.

Supportive Care in Cancer, in press (2025)
［宮内利佳（令和 6 年度卒業研究 6 年生）］

依頼・招待講演，シンポジウム等
◯渡部一宏：もしもあなたが臨床研究を学べば 病院薬剤師業務はもっとときめく

第 48 回九州地区国立病院薬剤師会薬学会　特別講演（福岡）　令和 6 年 6月

◯渡部一宏：もしもあなたが臨床研究を学べば 病院薬剤師業務はもっとときめく
第 54回日本病院薬剤師会関東ブロック学術大会　教育講演（さいたま）　令和 6 年 8月

○神林弾：居宅療養管理指導業務が多剤併用高齢患者の医薬品適正使用に与える影響
第 18 回日本薬局学会学術総会教育アップデートセミナー（横浜）　令和 6 年 11月

著　書
廣澤伊織、他：にきび治療薬、今日のOTC 薬　改訂第 6版、南江堂、東京、2024、pp408-415

研究室活動短報
廣原正宜
　教育は，5 年次「病院・薬局実務実習」，3 年～ 4 年次「実務実習事前学習」，2 年次「臨床薬学Ⅰ」の講義・演習・
実習を担当した．研究は，高齢・多死社会の到来に向けて在宅医療に関する研究を行っている．薬学共用試験では，
本学のOSCEの企画・運営，申請資料作成に携わった．また，他大学のモニター業務や評価を行った．学外活動は，
関東地区調整機構の大学委員，今年度から指導薬剤師養成小委員会委員長および神奈川県薬剤師会実務実習委
員として，実務実習が円滑に行われるように他の委員と共に企画・運営，アドバンストワークショップの企画に携わっ
た．障がい者・児（四肢や重症心身など）が参加している「町田 Lien（ボッチャ）」に学生と共に参加することが
できた．

渡部一宏
　本年度の教育活動は，6 年次「臨床試験の評価」，5 年次「医薬開発特論Ⅰ」， 3 年次「臨床統計学」１年次「薬
学への招待」の講義及び 5 年次「病院・薬局実務実習」，4 年次の「実務実習事前学習（事前実習）」の実習指導
を担当した．研究活動は，学部配属学生の卒業論文研究指導にあたった．社会活動として，自身が開発に携わっ
たメトロニダゾールゲル（ロゼックス®ゲル 0.75％）の後発医薬品メトロニダゾールゲル 0.75%「マルイシ」に関す
る承認申請および情報収集に関しても尽力した．その他，日本私立薬科大学協会常務理事 ,日本乳癌学会理事，
日本医療薬学会代議員，健康医療評価研究機構学術諮問委員，内閣府規制改革推進会議特別委員等の役職を
務めた．引き続き教育，研究及び社会活動においても尽力していきたい．
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廣澤伊織
　本年度の教育活動は，4 年次の「臨床実習事前学習」及び 5 年次「病院・薬局実務実習」の運営・実施を主と
し，2 年次「臨床薬学Ⅰ」，5 年次の「医薬開発特論Ⅱ」の一部授業および 6 年生の演習などを行った．また，新
たに 5 年次の「医薬開発特論Ⅰ」およびの一部を担当した．学内実習に関しては昨年度と同様の内容であったが，
学生の実技修得を促すため，動画作成など導入した．卒業研究に関しては，学生の希望を取り入れながら実施した．
来年度は研修を再開し，医療現場の現状を学びつつ，研究に転換していきたい．

山本健
　本年度の教育活動は，4 年次「臨床実習事前学習」及び 5 年次「病院・薬局実務実習」の円滑な運営を主とし，
2 年次「臨床薬学 I」および 6 年次「専門薬剤師」の一部講義を担当した．研究活動としては，患者向け医薬品
情報のあり方について日々検討を行っている．今後は，上記活動に加え，臨床現場での資質維持研修等を通し，
得られた知見を臨床教育及び研究に結び付けられればと考えている．社会活動として，認定実務実習指導薬剤師
養成ワークショップにおけるタスクフォースやスポーツファーマシストとして相談応需した．
　また，2024 年度昭和薬科大学教育改革助成に採択され，薬剤師におけるデジタルリテラシーを向上させ，変貌
する社会で活躍する次世代薬剤師を想定した教育を体系化するために，デジタルツールの活用を含めた次世代薬
学教育について調査・研究を進めた．薬学教育モデル・コア・カリキュラム - 令和 4 年度改訂版 -が策定され，本
学における臨床教育の転換期を迎える．臨床能力の高い薬剤師を輩出するためのカリキュラムを関係教員・委員会
等と連携し，検討・構築していきたい．

森元能仁
　本年度の教育活動は，4 年次「分子病理学」，「薬物治療評価学」の講義と1年次「早期体験学習」の薬局・
病院見学，4 年次の「臨床実習事前学習」，5 年次「病院・薬局実務実習」を担当した．実務家教員として杏林大
学医学部付属病院での資質維持研修を継続して行い，自身の薬剤師スキル・知識の維持・向上だけではなく，杏
林大学医学部合同の 4 年次「多職種連携教育」の運営に携わり，これまでの経験や連携を教育活動に活かすこ
とができた．
　研究活動ではがん薬物療法に関するリバーストランスレーショナルリサーチを進めながら、臨床現場との共同研
究も両立し、原著論文として複数報発表することができた．また川崎市薬剤師会と連携し、薬局薬剤師向けの注
射混合調製の教材を開発・導入し、学会発表を行った。今後も実務家教員として臨床・教育・研究の3 本柱の連
携を強めて、大学運営に貢献していきたい．

神林弾
　本年度は，4 年次の臨床実習事前学習，5 年次の病院・薬局実務実習，6 年次の多職種連携授業において運
営委員を担当し，臨床実習関連の各学年にまたがる授業運営に関与した．また，本学と町田市薬剤師会が共催
する生涯学習講座については，継続して企画・運営を担い，本年度は初めて参加者数が 110 名を超える講座を開
催した．研究活動では，学会発表だけでなく，ポリファーマシーに関する教育セミナーの実施を通じて，研究の
知見を教育現場や地域に共有することも試みた．社会活動としては，日本社会薬学会代議員，日本薬育研究会監事，
日本薬剤師会生涯学習委員会Webテスト試験問題作成小委員会委員，全国薬剤師・在宅療養支援連絡会 調査
研究委員会委員などを務めた．また，令和 6 年度より町田市立南成瀬中学校の学校薬剤師に着任し，薬物乱用
防止授業や学校環境衛生に関する業務も新たに担当している．
　次年度は，新たな研究テーマの立案も進めながら，教育・研究両面での活動をさらに発展させていきたい．

自己点検・評価
　研究成果を教員だけでなく学生も含め，学会発表や論文投稿に繋げることができた．また，担当している講義
も学生からの意見も取り入れるなど毎年ブラッシュアップしており，教育の質の向上に努めている．本部門の主た
る活動として，4 年次臨床実習事前学習及び 5 年次臨床実習の企画・運営があるが，実務実習委員会や関連委員
会と協働し，円滑に実施することができた．

今後に向けて
　各教員が進めている研究成果を学会および論文発表に繋げ，そして多くの学生に学会発表の経験を積ませたい．
また，所属学生への教育支援を行い，特に薬剤師国家試験に全員合格できる様に個別対応を行いたい．令和 6
年度から改訂される薬学教育モデル・コア・カリキュラムでは，生涯にわたって目標とする「薬剤師として求められ
る基本的な資質・能力」を掲げた学修成果基盤型教育（OBE）を柱とし，今まで以上に臨床薬学の領域に重点
が置かれる．担当科目の見直しを行い，教育内容の充実・質の向上を目指したい．
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（17）応用薬物治療部門（Laboratory of Applied Therapeutics, Center for Education 
	 & Research on Clinical Pharmacy）
研究室メンバー
　教　授　　濵本　知之
　教　授　　増田　　豊
　講　師　　高木　彰紀

学会報告

原著論文
Morimoto Y, Takada K, Nakano A, Takeuchi O, Watanabe K, Hirohara M, Masuda Y (2024) Combination 
of S-1 and the oral ATR inhibitor ceralasertib is effective against pancreatic cancer cells. 
Cancer Chemother Pharmacol 94:763-774 (Impact factor: 2.7)

著書

活動概要・現状
　所属する学生は、6 年次 9 名、5 年次 8 名、4 年次 9 名（全て臨床薬学コース）である。
・教育活動
　�　担当科目：1年次「早期体験学習」（解剖実習担当）、3 年次「臨床薬学Ⅱ」、4 年次「薬物治療評価学」、「前
期実務実習事前学習Ⅰ」、「後期実務実習事前学習Ⅱ」、「総合実習」、「多職種連携セミナー」、5 年次「病院実務
実習」指導、6 年次「患者情報」、6 年次留年生補講・臨床薬学特論・演習、6 年次最終総合講義、6 年次「ア
ドバンスト実務実習」指導
・研究活動
　�　基礎研究として、ビグアナイド系糖尿病治療薬メトホルミンによるがん増殖抑制の分子メカニズムについて、甲
状腺がん細胞株を用いて検討している。また、がん細胞がアポトーシスで死滅してゆく現象に着目し、がん細
胞に対してアポトーシスを誘導する物質の探索をしている。アポトーシスの誘導物質は主に天然物や生薬から抽
出し、その誘導メカニズムについての解析も行っている。
　�　その他の研究として、国家試験問題の解析、より良い実務実習を実現するための研究、AI 技術の利活用方
法に関する研究を行っている。
　�　医療現場の問題点を解決するための研究、医薬品の適正使用に関する研究などを行うために、医療施設との
連携を深めている。その中で、実務家教員の資質維持向上研修の研修先とも共同研究を行っている。

自己点検・評価
　今年度は、研究室のテーマについての論文発表を行うことが出来た。さらに所属卒業研究学生の研究テーマに
ついて学会発表や学生による発表、論文発表をすることが出来た。また、医療施設との共同研究によっても研究
成果を学会発表することが出来た。

今後に向けて
　来年度は濱本教授が退職し、新たな教員を迎えることとなる。3名の教員で協力して、臨床薬学教育研究センター
としての教育や業務、当部門としての教育に当たると共に、研究活動についてもさらに学会発表や論文発表、特に
所属卒業研究学生の研究テーマについての学会発表や論文発表が行えるように取り組んでいきたい。
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（18）医薬品情報部門（Laboratory of Drug informatics）
　教　授　　長南　謙一
　准教授　　土肥　弘久
　助　教　　大和　幹枝

学会報告
○大和幹枝、松野純男、土肥弘久、廣原正宜、長南謙一：若手薬剤師の統計学に対する意識改善を目的とし
た教育プログラム開発

日本薬学会第 145 年会 ( 福岡 ) 令和 7年 3月

○山本喬之亮、田村剛哉、佐藤麻央人、大和幹枝、土肥弘久、長南謙一：予防接種健康被害救済制度におけ
る新型コロナワクチンの救済状況

日本社会薬学会第 42 年会 ( 福岡 ) 令和 6年 9月

○佐藤麻央人、田村剛哉、山本喬之亮、大和幹枝、土肥弘久、長南謙一：予防接種健康被害救済制度におけ
るHPVワクチンの救済状況

日本社会薬学会第 42 年会 ( 福岡 ) 令和 6年 9月

○長南 謙一、内藤詩乃、大和 幹枝、土肥 弘久、菊池郁哉、原和夫、猿渡圭一郎、名達陽一：服薬支援機器
｢服薬時計®｣ を使用した服薬状況調査 - 高血圧患者版 - 

第 18 回日本薬局学会学術大会 ( 横浜 ) 令和 6年 11 月

原著論文
長南謙一、山本喬之亮、田村剛哉、佐藤麻央人、大和幹枝、土肥弘久：「予防接種健康被害救済制度におけ
る新型コロナワクチン接種者の救済状況」

医薬品情報学 ,26,36-44,(2025)　
[ 山本喬之亮 ( 令和 7年度卒業研究 6年生 )]

長南謙一、佐藤麻央人、田村剛哉、山本喬之亮、大和幹枝、土肥弘久：「予防接種健康被害救済制度におけ
るHPVワクチン副作用被害救済状況について」

医薬品情報学 ,26,144-150,(2024)
[ 佐藤麻央人 ( 令和 7年度卒業研究 6年生 )]

大和幹枝，松野純男，土肥弘久，松原美誉子，長南謙一：「今後の薬学教育研究を指向した国内外の研究動
向調査」

日本地域薬局薬学会誌 ,12,56-66,(2024)

大学紀要
内藤詩乃、大和幹枝、土肥弘久、長南謙一：｢服薬支援機器 ｢服薬時計｣ を使用した服薬状況調査 - 薬学生版 -」

昭和薬科大学紀要 ,59,15-21,(2025)

活動概要・現状
　本年度は、学部学生 26 名（6年次生：8名、5年次生：9名、4年次生：9名）が在籍し、教育・研究活動
を行った。
　教育活動として、4年次の「医薬品情報学（薬物治療に役立つ情報）」を主担当し、その他、4年次「薬物
治療評価学」、5年次「医薬開発特論Ⅱ ( アカデミック・ディテーリングを学ぶ )」、5年時「医薬開発特論Ⅱ ( ア
カデミック・ディテーリングを学ぶ )」の講義や SGDチューターを行った。実習関係では、3年～ 4年次の
「実務実習事前学習」、5年次「病院・薬局実務実習」を担当した。また、多職種連携セミナーでは、東海大
学 (5 月 )、杏林大学 (7 月 )、聖マリアンナ医科大学 (9 月 )、東京大学 (11 月 ) にて運営委員やファシリテーター
などで参加した。
　学外での活動としては、長南がHPVワクチン薬害訴訟全国支援ネットワーク代表世話人、HPVワクチ
ン名古屋訴訟支援ネットワーク代表世話人としてHPVワクチンの副作用で苦しんでいる患者と家族の支援
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活動に参加した。
　土肥准教授は、引き続き日本薬学会の会誌ファルマシアの地区通信委員と神奈川工科大学の非常勤講師と
して講義を担当している。
　大和助教が日本社会薬学会の代議員、学術委員と第 4回関東地区調整機構主催認定実務実習指導薬剤師養
成ワークショップ（薬学教育者ワークショップ）タスクフォース、健康医療評価研究機構主催の第 13 回 臨
床研究てらこ屋【事前学習コンテンツ＋来場型】ファシリテーター、第 11 回 多職種のための臨床研究てら
こ屋 ファシリテーターを担当した。
　研究活動としては、引き続き服薬支援機器関連、薬害関連、計算化学を用いた医薬品の副作用予測、若手
薬剤師向けの統計学の教育プログラム開発などの研究活動をおこなった。

自己点検・評価
　研究面では、原著論文 3報、学会発表 4報、大学紀要 1報であった。引き続き、学生の卒業研究成果を学
会にて 2演題発表させることができた。また、卒業研究を論文発表させることができた。当学教育改革助成
を取得したため、それらの成果を論文発表し、成果を広く世の中に発信していきたい。
　教育面では、医薬品情報の収集、解析、評価をできる知識や技能が身に付くよう、講義や実習を行ってい
る。しかしながら、実務実習施設との意見交換会などから、全ての学生が知識や技能を実務実習先などで十
分に活用できているとは言い難いと思われる。今後は、授業アンケートなどを用い、授業理解度に関する調
査などをおこなっていきたい。

今後に向けて
　引き続き、原著論文作成、学会発表などの研究活動にも積極的に取り組んでいきたい。そして、より多く
の学生に学会発表を経験させたい。次年度も積極的に内部・外部資金獲得に取り組んでいきたい。2026 年
度から新コアカリキュラム 3年次「医薬品情報学（薬物治療に役立つ情報）」を担当する。その準備も開始
する。薬剤師教育にとって、ますます重要となる医薬品情報や薬物治療において、教育・研究両面から尽力
していきたいと考えている。

（19）地域医療部門（Laboratory of Community Medicine）
研究室メンバー
　教　授　　菊池　千草
　助　教　　柾　江里香

学会報告
○岡田郁奈、柾江里香、菊池千草：保湿剤の使用と足の状態に関する実態調査

第 27 回日本地域薬局薬学会年会（船橋）令和 6年 7月
［岡田郁奈（令和 6年度卒業研究 6年生）］

○柾江里香、井原久美子、菊池千草：外国人へのOTC販売対応習得講義の構築とその効果の検証
第 9回日本薬学教育学会大会（八王子）令和 6年 8月

○長谷川仁美、宇都宮郁、 野崎真由佳、清水満里奈、天野奈津子、井上能博、宇都口直樹、菊池 千草、山本 健、
吉永 真理、岸本 成史：昭和薬科大学薬学生のルーブリックを用いた自己評価によるディプロマ・ポリシー
達成度の可視化

第 9回日本薬学教育学会大会（八王子）令和 6年 8月

○臼井孝、樋口由美、大坊拓、星野圭司、中野春恵、神原千尋、今井 智規、大西絢子、  横山雄二、小林 亮介、
菊池 千草：マイナ保険証の普及に向けた機能の患者認知度と利活用意向に関する調査

第 18 回日本薬局学会学術総会、2024 年 11 月（横浜）
優秀演題賞受賞
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○阿部萌菜美、柾江里香、浅賀恵美子、菊池千草：糖尿病患者に対するフォローアップの新手法検討
日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月
［阿部萌菜美（令和 6年度卒業研究 5年生）］

○石橋咲絵、柾江里香、菊池千草：薬局の「患者のための薬局ビジョン」に対する取り組み
日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月
［石橋咲絵（令和 6年度卒業研究 5年生）］

○裏野彩華、千葉愛子、柾江里香、浅賀恵美子、菊池千草：地域住民を対象とした歩き方の実態調査と歩行
指導の効果

日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月
［裏野彩華（令和 6年度卒業研究 5年生）、千葉愛子（令和 6年度卒業研究 4年生）］

学生優秀発表賞受賞

○富田真由、柾江里香、菊池千草：コーチングの服薬指導への活用を目指したワークショップ
日本薬学会第 145 年会（福岡）令和 7年 3月
［富田真由（令和 6年度卒業研究 5年生）］

原著論文
横井杏菜、堀栄生、吉永千裕、三井すずか、水野正子、水野紀子、浅井治行、山田葉子、三宅宏季、石川友
康、供田将志、菊池千草、鈴木匡：薬局薬剤師から他職種への情報共有を促進するための在宅支援報告書記
載内容についての考察

薬学雑誌 , 145, 247-256 (2025)

その他
依頼・招待講演等
菊池千草：健康維持増進のために薬剤師ができること

名古屋市立大学薬友会関東支部特別講演（東京）令和 6年 7月

菊池千草：リーダーシップ・プログラムの学びをキャリア形成に生かす
名古屋大学ジェンダーダイバーシティセンター・学術研究・産学官連携推進本部共催

「研究者リーダーシップ・プログラム」第 2回キャリアについて考える（名古屋）令和 6年 9月

菊池千草：より良い歩き方
成瀬シニア倶楽部「より良い歩き方」講演会（町田）令和 7年 2月

共同研究
菊池千草：投薬後フォローアップにおける ePTP箔を用いた開封検知サービスを利用した場合の薬局薬剤師
と患者のコミュニケーションへの効果を検討する共同研究

株式会社UACJ、令和 5年 10 月 1 日から令和 8年 3月 31 日

著書
井口和弘、伊野陽子、岩瀬晃子、岩田麻里、宇佐美英績、梅村雅之、大嶋耐之、大津史子、長内理大、賀川
義之、菊池千草、木村美智男、久保みさき、熊澤里美、小出哲郎、澤田和久、重山昌人、神保美紗子、鈴木
昭夫、高島栄滋、舘知也、谷澤克弥、寺町ひとみ、内藤隆文、中村光浩、野口義紘、則武友香、長谷川洋一、
羽田和弘、林秀樹、林雅彦、日比陽子、堀内正、前田徹、間瀬定政、松浦克彦、松岡知子、見野靖晃、森尚
義、森博美、安田浩二、山下修司、山本恭平、吉村知哲：モデル・コアカリキュラムに沿ったわかりやすい
新実務実習テキスト 2025-2026

鈴木匡、寺町ひとみ、長谷川洋一、吉村知哲　編集、じほう、東京、2024、pp.300-304、pp.308-312

大井一弥、井上裕、門脇大介、神村英利、菊池千草、近藤悠希、千葉健史、細谷治、町田奈緒子、松本康弘、
丸岡弘治、森尚義、山浦克典、横山聡：これからの服薬指導ハンドブック　患者対応力を高める知識と技法

大井一弥　編集、講談社、東京、2024、pp.159-167、pp.207-222 
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活動概要・現状
菊池千草
　教育は 1年次「ヒューマコミュニケーション 1」、1年次「薬学への招待」、3年次「社会と薬局」、4年次「実
務実習事前学習」、5年次「病院・薬局実務実習」、5～ 6年次「多職種連携教育」、6年次「在宅医療」、6年次「専
門薬剤師」、6年次「臨床薬学特論」、6年次「最終総合演習」を担当した。卒業研究生 3名の 6年次生が卒業し、
3名とも薬剤師国家試験に合格した。
　研究では 14 名卒業研究を指導し、5名が学会発表を行った。
　社会活動は日本薬学会健康サポート薬局にかかる研修第三者確認委員会委員、日本地域薬局薬学会理事、
第 26 回日本地域薬局薬学会年会実行委員長、第日本口腔ケア学会評議員、日本社会薬学会代議員、日本く
すりと糖尿病学会広報委員、試験委員、編集委員、将来計画委員、東京都薬剤師会実務実習委員会委員、東
京都薬剤師会「都内大学との実習施設情報の共有と対応」ワーキンググループ委員として活動した。また、
町田圏域地域ケア会議に 4回参加した。

柾江里香
　教育活動として、4年次「実務実習事前学習」、5年次「病院・薬局実務実習」、5～ 6年次「多職種連携教育」
を担当した。
　研究活動として、外国人へのOTC販売対応を学ぶ教育プログラムを学生に実施し、プログラム実施後に
対応の出来栄え、外国語対応への不安および抵抗感が有意に改善したため、結果をまとめ論文化に向けて投
稿準備を進めている。
　社会活動として、町田圏域地域ケア会議に 5回参加した。

自己点検・評価
　卒業研究の臨床介入研究を実施し、学会にて発表することができた。日本薬学会第 145 年会にてポスター
発表を行った卒業研究生が、学生優秀発表賞を受賞した。株式会社UACJ との共同研究を行い、卒業研究
生が学会にて発表を行った。

今後に向けて
　今年度共同研究を行った株式会社UACJ とは、来年度も引き続き共同研究を行う。今後も地域医療を担
う薬剤師の育成と現場の薬剤師との共同研究をすすめていきたい。
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総合薬学教育研究センター
人文社会学分野

（20）臨床心理学研究室（Clinical-Community Psychology）
　教　授　　吉永　真理
　【研究室メンバー】
　大学院生（博士課程）　１名
　6年生　　　　　　　３名
　5年生　　　　　　　４名
　4年生　　　　　　　４名
　教　員　　　　　　　１名

学会報告
○長谷川 仁美 , 中村 英里 , 斎藤 百枝美 , 大和 幹枝 , 吉永 真理 , 岸本 成史 . 薬学生を対象としたMHFA研修
プログラムの教育効果を高めるための医療面接シミュレーションの試み . 第 56 回日本医学教育学会 ( 東京 ) 
2024/8/9-10
○長谷川 仁美 , 宇都宮 郁 , 野崎 真由佳 , 清水 満里奈 , 天野 奈津子 , 井上能博 , 宇都口 直樹 , 菊池 千草 , 山
本 健 , 吉永 真理 , 岸本 成史 . 昭和薬科大学薬学生のルーブリックを用いた自己評価によるディプロマ・ポ
リシー達成度の可視化 . 第 9 回日本薬学教育学会 ( 東京 ) 2024/8/17-18 
○吉永 真理 , 渡邉 萌花 , 宮﨑 美子 , 山口 真央 , 尾崎 暁仁 , 佐伯 朋香 , 廣瀬 寛子 , 廣川 亜希子 , 似内 明子 ,
杉田里絵 , 川﨑洋平 . パンデミックによるストレスに対する医療専門職の強みとは？日本心理学会第 88 回大
会 ( 熊本 ) 2024/9/6-8
○佐藤 海音 , 鹿野 晶子 , 吉永 真理 , 野井 真吾 . 養護教諭の複数配置経験と各種事例の遭遇経験との関連 . 日
本学校保健学会第 70 回学術大会 ,( 岡山 ) 2024/11/15-17
○田村 光子 , 吉永 真理 . どこでもこどもカフェの仕組み―官民学で人材育成からネットワーク支援まで
―. 日本コミュニティ心理学会第 27 回大会 ( 東京 ) 2024/10/12-13
○鳥海 玲 , 吉永 真理 , 三輪 律江 . 両親学級での薬局薬剤師による介入の有効性の検討 . 日本幼少児健康教育
学会第 43 回大会（春季：木更津大会）2025/3/21-22
○吉永 真理 , 鹿野 晶子 , 野井 真吾 . 乳幼児親子の外遊びの実態：子育てひろばでの気づきから . 日本幼少児
健康教育学会第 43 回大会（春季：木更津大会）2025/3/21-22

講演ほか
○吉永 真理　子どもにやさしいコミュニティとは？招待講演：日本教育保健学会研究フォーラム 東京
2024/9/28
○吉永 真理　孤立予防のために切れ目ない居場所づくりを！日本コミュニティ心理学会第 27 回大会 自主
シンポD 東京 2024/10/12-13

原著論文
○Akane Kasai, Akiko Shikano, Ryo Tanaka, Mari Yoshinaga, Shingo Noi 	 School -aged chi ldren’s 
movement behaviours and subjective health complaints in Japan: A cross-sectional study during COVID-19 
pandemic-related school closures and after school reopenings. BMC Public Health. 2024 Apr 30;24(1):1204. 
doi: 10.1186/s12889-024-18712-6.
○笠井 茜，鹿野 晶子，田中 良，吉永 真理，野井 真吾 . 中学生における COVID-19 パンデミックによる臨
時休校中と休校明けの生活行動と不定愁訴 .	 子どものからだ研究 1:25-37, 2024
○大野 恋 , 田中 大希 , 吉永 真理 . 薬物乱用防止教育プログラムの効果検証：授業形態別・学校種別比較を
通して . 子どものからだ研究 1:	 39-49, 2024
○永井 伶奈 , 寺田 光成 , 三輪 律江 , 木下 勇 , 吉永 真理 , 松本 暢子 . 住・街区形態が子育ちの地域指標と地
域愛着に及ぼす影響について―都市部既成住宅地と都市部計画的積層住宅団地を比較して―. 日本建築学会
計画系論文集 89(823):1632-1639, 2024

著書
○Isami Kinoshita, Mitsunari Terada, Mari Yoshinaga et al.,  Social Capital for a Child-Friendly City: 
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Housing, Streets, and Parks. Bullerby children in today’s Japan: how they play and who supports them. 
pp115-125, Routledge, London & New York 2024.11.18
○有田 悦子 , 吉永 真理 . ともに学ぶ　薬学の心理学 . ナカニシヤ出版 , 2024.4.1
○吉永 真理 「患者・患者家族の心理」	 社会と薬学（新スタンダード薬学シリーズ　第２巻）東京化学同人
pp38-45, 2024

活動概要
　本年度は職員 1名と院生 1名 , ６年生 3名 , ５年生 4名 , ４年生 4名で活動した .小中学校の依頼による「薬
物乱用防止教育」の実施を町田市薬剤師会との連携によって行い , 学生も主体的に参加した . 今年度は一部
の学校で摂食障害の予防につながる健康教育的な介入を試みて , 一定の効果を得ることができた . そのほか ,
幼稚園での外遊び活動のサポートを行ったり , 団地の活動に居住学生と共に参加し , 地域の方々と交流を深
めた . 学園祭では地域連携センターの活動として町田市薬剤師会と連携して ,「オレンジランプ」の上映会
を行い , 本研究室の学生が受付やワークショップの補佐役で活動した .
　赤ちゃん親子の参加する授業の 7年目を開催できた . 町田市子育て相談センターの方にも来学いただき ,
町田市の子育て支援の仕組みをご紹介いただいた . 町田市地域活動サポートオフィス（中間支援組織）に参
加者の募集や当日の運営サポートを担ってもらった .
　卒業研究に関する活動としては , 週に 1 回程度 , 各自の研究テーマに沿った文献を読んで発表し , さらに
卒論の進行状況の報告を行った . ゼミの資料は Slack で共有や保管を行い , 有効活用した .
　科研費（基盤 C)「親子のwell-being 向上を目指す子育ち支援プログラムの開発と効果検証」に関する研
究の準備のために文献研究と予備的聞き取り調査を開始した . 国際遊びの日が国連で定められたことから ,
世田谷区での市民活動としてのそとあそびプロジェクト・せたがやとして , シンポジウムの企画やワーク
ショップ , 国際遊び月間の活動支援を行なった .
　千葉市のこども若者条例の制定のための委員会に参加した . 従来実施している , 居場所サポーター養成講
座と子ども SOS 支援員養成講座を開催し ,60 名程度の市民が受講し , 市内のさまざまな子どもの居場所での
活動を開始したり , 支援者同士のネットワークで情報交換をしたりする仕組みを形成できた .

自己点検評価
　他大学や各種NPO団体 , 自治体 , 民間企業など多様な領域との協働が本研究室の特色であり , 今年度も活
発な活動を実施できた . 研究室を超えて , 地域で活動したい学生が出入りしてくれて , 学生が学外活動をす
る際の拠り所になれるとよいと考えている . 学園祭に研究室として参加し , 若年性認知症について学生と市
民が多世代で意見交換する場面があり , 身近な問題として感じられたことで , 学生にとっても大きな学びと
なった .

今後に向けて
　他大学や地域との連携した活動や共同研究で , 研究室学生が異分野の学生や研究者と交流する機会を引き
続き , 設けていきたい . また , 地域の薬剤師と協力して , 薬物乱用防止や子育て支援等に貢献したい .

（21）英語文化研究室（British Cultural Studies）
　教　授　　鈴木　英明　

学会報告
鈴木英明：ショシャナ・フェルマンと洞察の冒険、精神分析史と人文科学（京都）、平成 6 年 9月。

研究室活動概況
　日本ワイルド協会編集委員会委員として、協会誌『オスカー･ワイルド研究』の編集運営にかかわり、投稿論文
や書評原稿の査読を行った。　
　教育活動としては、英語ⅠRW（前期後期・週 2コマ×10 週）、英語ⅡRW（前期後期・週 2コマ×15 週）、英
語Ⅲ（前期後期・週 2コマ×15週）を担当した。
　今年度の本研究室所属学生は、6 年生 3 名、5 年生4名、4 年生 3 名の計10 名であった。4 年生は、卒業論
文作成の準備としてアカデミック・スキルズの基礎を学んだ。また、課題図書を数冊指定し、これらの（主にジェンダー
やフェミニズムに関する）本についてゼミで議論を行った。5 年生は、実務実習のない時期に、個別に卒業研究に
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関する指導を行った。6 年生については、4月から7月まで頻繁にゼミを開催して卒業論文執筆の指導を行った。　

自己点検評価
　今年度は研究室のゼミを対面で実施できるようになり、オンラインよりもきめ細かな指導ができるようになった。
また、学生とのコミュニケーションも昨年度よりも密になった。他方で、担当授業のコマ数が多いため、学生のス
ケジュールにあわせてゼミを開催する日時を探すのに苦労した。

今後に向けて
　本研究室は個人研究室であることから、学生が自習するための研究室独自のスペースがないため、学年の異な
る学生たちが日常的に交流する機会が少ない。この点についても工夫をする必要がある。

（22）英語研究室（English Education）
　講　師　　花角　聡美

原著論文
Satomi Hanazumi: “The Whitelands Index”: The Making of John Pincher Faunthorpe’s Index to Fors 
Clavigera.

English Literature; Theories, Interpretations, Contexts (Venice Universtiry), 11, 119-136, (2025).

その他（翻訳）
川端康雄、井上亜紗、海老名恵、押田昊子、花角聡美：ウォルター・ハミルトン『英国の唯美主義運動』（1882
年）試訳と注釈（４）「オスカー・ワイルド氏」（上）

日本女子大学文学部紀要、74、13-33、(2025)。

活動概要・現状
　教育活動としては、「英語Ⅰ RW」、「英語Ⅱ RW」、「英語Ⅲ」をそれぞれ前後期担当した。今年度入学者
より授業回数が半期 10 回になり、限られた時間内での授業の進め方を模索している。
　今年度新たに 3名の 4年生を研究室に迎え、計 5名の学生が在籍している。論文執筆の基礎、研究材料の
収集方法等を確認し、研究課題の検討を行った。

自己点検・評価
　授業においては、ペアワークを取り入れることができた。学生同士はもちろんのこと、学生と教員間でよ
り円滑にコミュニケーションを取ることができたように感じる。

今後に向けて
　論文を読むことに慣れていない状況で、執筆を進めていくことに多少の困難を感じている。今年度はそれ
ぞれが探求したいテーマを明確にしており、個人に合わせた指導を日々試行錯誤している。ゼミ生同士のつ
ながりを大切にしながら、それぞれが満足のいく論文を完成させられるよう、研究室運営を検討していく。
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自然科学分野
（23）応用数学 繁田研究室（Laboratory of Applied Mathematics）
　教　授　　繁田　岳美

査読付き英文学術誌
Takemi Shigeta : Mathematically improved convergence analysis for the non-overlapping domain 
decomposition method, Engineering Analysis with Boundary Elements, 166, 105805 (2024)

学会発表
繁田岳美 : 正則化解に基づく非斉次項復元の試み、第 29 回計算工学講演会

神戸国際会議場（神戸市）2024 年 6月
繁田岳美 : 非有界領域問題に対する高速数値解法、日本応用数理学会 2024 年度年会

京都大学（京都市）2024 年 9月
繁田岳美 : 2 次元 Poisson方程式の開領域問題に対する反復数値解法の高速化、日本応用数理学会環瀬戸内応
用数理研究部会第 28 回シンポジウム

山陽小野田市立山口東京理科大学（山陽小野田市）2024 年 12月

教育関連出版物
繁田岳美 : 二人揃えば始まる多様な学びの場、日本教育ペンクラブ・リレー寄稿 2024

月刊私塾界、2024 年 4月
繁田岳美 : 言葉に関する諸々の事柄、辛口コラム171

塾ジャーナル、2024 年 7月

研究室活動短報　活動概要・現状
　昨年度開催の国際会議 The Asia-Pacific International Conference in Computational Methods in Engineering 
(ICOME2023) で基調講演した内容に基づいた論文が学術誌 Engineering Analysis with Boundary Elements 
(EABE) に掲載された。日本計算数理工学会 (JASCOME) 論文集および EABEから査読依頼を受けた。
　本年度4月にJASCOMEの理事に就任した。5月、9月、12月に開催された理事会に出席し、2027年度開催
予定の国際会議 ICOME2027のオーガナイザーに任命された。
　12月に長岡技術科学大学で開催されたJASCOMEシンポジウムに参加し、同大学の先生と情報交換を行った。
9月には東京大学、3月には東京科学大学で開催された同学会主催の計算数理工学フォーラムに参加した。
　9月の日本応用数理学会では、防衛大学校の先生と私の博士課程時代以来の再会を果たした。これを機に同
先生の研究室を訪問し、6月の計算工学講演会で発表した研究内容を共有した。その結果、同先生から共同研
究の申し出を頂いたことは幸いである。
　12月には環瀬戸内応用数理研究部会に参加し、山口東京理科大学在職時代の元同僚たちと再会した。そのう
ちの一人から、私の関心研究分野に関する個人的な助言を頂いた。
　卒業研究ゼミでは、4 年生の一人が非常に高度な数学を学んでいる。わずか半年間でFourier 変換による画像
処理のPythonコードを作成したことは特筆すべきことである。
　その他教育活動として、本年度も微分積分学、情報科学実習、線形代数（いずれも1年次科目）を担当した。また、
薬学リテラシーの情報倫理に関する講義を1コマ担当した。
　情報教育運営委員会および学務システム運営委員会では委員長を務め、計 7つの委員会において委員（そのう
ちIR委員会では幹事）を務めた。加えて、コンプライアンス推進室員（2018 年度より）の一員であった。
　学外活動では、学校法人明法学院の評議員を2014 年度より務め、教育関連雑誌へのコラム寄稿を1996 年度
から継続して行っている。

自己点検・評価
　ここ数年の研究成果が比較的高いインパクトファクターを有する学術誌に掲載されたことは評価でき、これで研
究が一区切りついたといえる。
　本年度からJASCOME 理事として学会運営に携わり、その大変さを実感した。これまで当然のように参加
していた学会も、運営者の努力によって成立していることを改めて認識し、感謝の気持ちを抱いた。国際会議
ICOME2027のオーガナイザーにJASCOME会長から任命されたが、その理由は私が主な参加予定者である台
湾や中国本土の研究者と人脈を有し、中国語による意思疎通が可能であることによる。
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　本年度は京都や山口で多くの方 と々再会できたことを大変嬉しく思う。

今後に向けて
　今回掲載された論文の研究内容を、拡張や応用がより容易な方向に改良する予定である。具体的には、楕円型
偏微分方程式であるPoisson方程式の 2次元非有界領域問題に対する反復解法における収束の最速化は、他の
支配方程式や3次元問題への拡張が困難であるため、今後は直接解法による研究に移行する計画である。同時に、
防衛大学校、長岡技術科学大学、山口東京理科大学の先生方と定期的に連絡を取り、情報交換を進めて行く予
定である。
　国際会議ICOME2006の参加を機に、2007年度から5年間、前職である国立台湾大学に勤務できた経緯があり、
ICOME2027 ではオーガナイザーとして恩返しをしたいと考えている。
　塾ジャーナルがウェブ版に全面移行することに伴い、辛口コラムの連載は終了となった。辛口コラムへ寄稿を始
めてからちょうど 20 年を迎えたが、これが最後の寄稿となり残念に思う。一方、月刊私塾界への寄稿は今後も継
続する予定である。

（24）数理科学 瀧澤研究室
　講　師　　瀧澤　　誠

学会報告
○Sachiko Takeuchi, Atsushi Hosaka, Makoto Takizawa, and Yasuhiro Yamaguchi：
Di-J/psi structures from the quark Pauli-blocking effect

XVIth Quark Confinement and the Hadron Spectrum
(Cairns, Australia) 令和 6 年 8月

○瀧澤 誠、竹内 幸子、山口 康宏、保坂 淳 ：
X(3872) の性質とD 反 D* 間相互作用について

日本物理学会第 79 回年次大会
( 札幌 ) 令和 6 年 9月

○竹内 幸子、瀧澤 誠、山口 康宏、保坂 淳 ：：
Quark Pauli-blocking 効果がもたらすdi-J/psi 系の共鳴状態

日本物理学会第 79 回年次大会
( 札幌 ) 令和 6 年 9月

○M. Takizawa, S. Takeuchi, Y. Yamaguchi and A. Hosaka ：
Structure of X(3872) and interaction between D and \bar D*

RARiS Workshop on Hadron Spectroscopy
( 仙台 ) 令和 6 年 11月

○Sachiko Takeuchi, Makoto Takizawa, Yasuhiro Yamaguchi and Atsushi Hosaka：
Di-J/psi scattering with the quark Pauli-blocking effect

The 21st International Conference on Hadron Spectroscopy and Structure
( 大阪 ) 令和 7年 3月

招待講演
○M. Takizawa, A. Hosaka, Y. Yamaguchi, S. Takeuchi, ：
Current status of the radiative decay of X(3872) and consideration of the structure of X(3872)
KEK-JAEA One-Day Joint Workshop, Aug. 1, 2024, KEK Tsukuba
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原著論文
Y. Guan, et al.（Belle Collaboration）：

Phys. Rev. Lett. 133, 081801-1-7 (2024)

E. Kovalenko, et al.（Belle Collaboration）：

Phys. Rev. Lett. 133, 261901-1-6 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. Lett. 132, 211804-1-8 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. Lett. 133, 101804-1-8 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. Lett. 134, 011802-1-8 (2025)

M. Nayak, et al.（Belle Collaboration）：

Phys. Rev. D 109, L111102-1-10 (2024)

S.X. Li, et al.（Belle Collaboration）：

Phys. Rev. D 110, 032021-1-10 (2024)

D. Ferlewicz, et al.（Belle Collaboration）：

Phys. Rev. D 110, 072005-1-10 (2024)

R. Seidl, et al.（Belle Collaboration）：

Phys. Rev. D 111, 052003-1-21 (2025)

A. Boshetti, et al.（Belle Collaboration）：

Phys. Rev. D 111, L011102-1-6 (2025)
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I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 109, 072013-1-9 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 109, 112006-1-29 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 109, 112015-1-13 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 109, 112020-1-8 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 109, L111103-1-9 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 110, 012001-1-14 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 110, 072020-1-17 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 110, 112002-1-12 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 110, 112005-1-25 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 110, L031106-1-8 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 111, 012011-1-12 (2025)
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I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 111, 012015-1-11 (2025)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Phys. Rev. D 111, 032012-1-8 (2025)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Journal of High Energy Physics 08, 205-1-21 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Journal of High Energy Physics 08, 206-1-33 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Journal of High Energy Physics 09, 062-1-19 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle & Belle II Collaboration）：

Journal of High Energy Physics 10, 045-1-23 (2024)

I. Adachi, et al.（Belle & Belle II Collaboration）：

Journal of High Energy Physics 03, 061-1-19 (2025)

I. Adachi, et al.（Belle II Collaboration）：

Chinese Physics C 49, 013001-1-12 (2024)

Sachiko Takeuchi, Makoto Takizawa, Yasuhiro Yamaguchi and Atsushi Hosaka：
The impact of Quark Many-Body Effects on Exotic Hadrons

Few-Body Systems 65, 62 (2024)

紀要
瀧澤 誠：
The 2023 Fall Meeting of the Division of Nuclear Physics of American Physical Society and the Physical 
Society of Japan 参加報告

昭和薬科大学紀要第 59号 22-26 (2025)
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教科書
瀧澤 誠，大和 幹枝　他 6 名著：
新スタンダード薬学シリーズ第 6 巻　薬学情報科学　
I.データサイエンス基礎　( 基礎統計からデータ解析へ )

東京化学同人 p. 133-146, (2025)

研究室活動短報
　大阪大学保坂教授、日本社会事業大竹内教授、名古屋大学山口助教とD中間子と反 D* 中間子の低エネルギー
散乱の研究を開始し、散乱長、有効レンジンについて共同研究を行い、その成果を物理学会等で報告した。
　高エネルギー加速器研究機構 (KEK) のBelle 国際共同実験では、論文執筆に積極的に関わり、7報の論文が
掲載された。2024 年にBelle 実験は Belle II 実験に統合された。Belle II 国際共同実験では、Belle II 測定器の
コントロールルームシフト、加速器のコントロールルームシフト、中央飛跡検出器のエキスパートシフトをこなすとと
もに、アウトリーチ担当のdeputy chairとして活動した。Belle II 実験からは論文が 20 報掲載された。Belle 実
験とBelle II 実験の測定データを合わせた解析では 2 報論文が掲載された。
　高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所理論センター客員講師として、国際研究会を1回主催した。
J-PARC ハドロンホール拡張計画に関してタウンミーティングを主催した。J-PARC ハドロンホール実験に関して、
科研費基盤 (S) の分担者として活動を行っている。
　多くの方と共同執筆した薬学におけるデータサイエンス入門の教科書が出版された。また、その続編を執筆した。
2025 年度に開講する新たな授業に活用したい。
　卒業研究では、6 年生は「薬学に関連した iPhoneアプリ開発」を行なった。5 年生は「薬学に関連した
pythonを用いたシステム開発」を行った。4 年生は Pythonのプログラミングの勉強を行なった。

自己点検・評価
　学生はシステム開発、データサイエンスの勉強、Pythonプログラミングの学習のどれも良くやったと評価している。
理論物理学の研究活動では、新たなテーマの研究が順調である。Belle & Belle II 実験では、解析結果を29 本
の論文として出版できたことは高く評価している。薬学共用試験センターシステム検討委員の仕事は十分に役割を
果たしたと評価している。薬学におけるデータサイエンス入門の教科書を2冊執筆できたことは評価している。

今後に向けて
　科研費基盤 (S)で行う新たな分野の理論研究をさらに進めたい。日本の原子核実験において最も重要な将来計
画であるJ-PARC ハドロンホール拡張計画が無事に実現されるよう、タスクフォースメンバーの一員としてさらに努
力していきたい。大阪大学核物理研究センターのハドロン将来計画委員会の委員に任命され、今後 10 年間の将
来計画の答申書を作成し、大阪大学核物理研究センターに貢献したい。Belle II 実験では、さらに多くの物理デー
タ解析を進め新物理の発見、CP 対称性の破れのより高精度の測定、新たなエキゾチックハドロンの発見やハドロ
ンの性質のより深い理解を目指したい。物理学や医療統計へのAIの応用の研究も進めたい。
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薬学教育推進センター
学修支援分野

（25）統合薬学教育研究室（Laboratory of Pharmaceutical Sciences and Education）
　教　授　　井上　能博
　准教授　　池野　聡一
　准教授　　川幡　正俊
　講　師　　小池　　猛
　講　師　　中里　朱根
　　　　　
学会報告
○富永昌英・小松亮太・川幡 正俊・山口健太郎 : アダマンタン架橋シクロファンの直交配列による層状多孔質構
造の構築

第 34回基礎有機化学討論会（札幌）　令和 6 年 9月

○臼井一晃・鈴木日菜・白水 なずな・松本祥汰・川幡正俊・ 小堀康博・唐澤 悟 : ジヒドロピリダジン縮環型ヘリ
センの光らせん反転機構の解明

第 34回基礎有機化学討論会（札幌）　令和 6 年 9月

○宗像真有・沖 光脩・楽満憲太・川幡正俊・横山明弘 : アミド結合を有する [8] ヘリセン類似体の合成検討
第 34回基礎有機化学討論会（札幌）　令和 6 年 9月

○久山和紗・有村舞 子・小林長夫・岡田祐輔・片桐幸輔・川幡正俊・影近弘之・棚谷綾 : 芳香族層状スクアルア
ミドのらせん構造と不斉誘導

第 34回基礎有機化学討論会（札幌）　令和 6 年 9月

○井上　能博 : 学習成績に対する文章を正確に読み取る力の重要性
第 68 回日本薬学会関東支部大会（新潟）　令和 6 年 9月

○池田彩乃・石田良典・川幡正俊・片桐幸輔・影近弘之・棚谷綾 : PRアンタゴニスト活性を有する新規芳香族スルフォ
ンアミドの創製

日本薬学会第 145 年会（福岡）　令和 7年 3月

○深津萌花、井上能博 : 脳波および POMS 測定を用いたコーヒーの香りによるストレス緩和能測定
日本薬学会第 145 年会（福岡）　令和 7年 3月

[ 深津萌花（令和 6 年度卒業研究 5 年生）]

原著論文
Takeshi Koike,  Takashi Ohta: Preparation of the (± ) - Petasalbin, (± ) - 6β-Hydroxyeremophilenolide, and 
(± ) - 6β,8β- Dihydroxyeremophilenolide from (± ) - Ligularone by Chemical Transformations,

Bull. Showa Pharm. Univ. 59, 1-7 (2025).
[ 太田貴志 ( 平成 8 年度大学院修了生 )]

Yasufumi Fuchi, Keita Ikeno, Moeka Fujihara, Tomohiro Umeno, Masatoshi Kawahata, Kazuteru Usui, 
Satoru Karasawa: Synthesis and characterization of emissive 1,9,10-anthyridine derivatives with donor and 
acceptor groups

J. Mol. Struct. 1334, 141840 (2025)

Sakiko Kimura, Fumi Takeda, Ayano Ikeda, Asuka Tanimoto, Kosuke Katagiri, Masatoshi Kawahata, 
Yusuke Okada, Nagao Kobayashi, Hiroyuki Kagechika, Aya Tanatani: Acid-induced conformational 
switching of helical foldamers containing imidazole amide

Bull. Chem. Soc. Jpn. 97, uoae094 (2024)
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Shoyo Shinkawa, Masatoshi Kawahata, Kentaro Yamaguchi, Masahide Tominaga: Dimeric structures of 
ketones and esters in porous adaptive crystals of adamantane-containing macrocycle

Cryst. Eng. Comm. 26, 5358–5365 (2024)

Masatoshi Kawahata, Tadashi Hyodo, Rina Kondo, Masahide Tominaga, Kentaro Yamaguchi: Inclusion of 
halobenzene in water-mediated hydrogen-bonded architectures built from a V-shaped host molecule

Cryst. Eng. Comm. 26, 4272–4275 (2024)

入学前リメディアル教育プログラムへの取り組み姿勢が入学後の成績に与える影響 : 井上 能博 , 池野 聡一 , 川幡 
正俊 , 小池 猛 , 中里 朱根 , 岩田 源太郎 , 山崎 輝子, 宇野 譲

リメディアル教育研究 , 19, 141-146 (2025)

活動概要・現状
　学修支援を中心とした教育活動として、今年度は、2000人以上の学生に対し、個別対応の学修支援を行うこ
とができた。丁寧なサポートを心掛けた結果、多くのケースで学習習慣の定着や単位取得に繋げられた。
　１、２年生を対象とした勉強会（担当：池野、川幡、井上）、３年生を対象としたCBT対策勉強会（担当：小池、
井上）を開催した。後者ではのべ 600人を超える参加があり、ニーズに応えられたのではないかと思われる。
　留年生に対しては、問題演習などを課し、登校の習慣と勉強の習慣をつけるプログラムを実施し、進級率の向
上に寄与できた。
　CBT不合格者に対しては、問題演習の機会を毎日設定することで知識定着を試みた。積極的参加者の結果は
良かったが、出席状況が芳しくない学生の結果は思わしくなかった。
　研究室に配属された特別実習生については、卒業研究発表に向けて健康、疾患についての調査研究を指導して
いる。
　研究活動については、スタッフ個々の研究領域における活動を継続している。学修支援領域の研究発表を、昨
年に引き続き行うことができたので、さらに発展させていきたい。

自己点検・評価
　教育活動では、基礎科目を通しての基礎学力の向上に寄与できていると考えている。さらに、１、２年生対象
の勉強会や３年生対象のCBT 対策勉強会は、改善したいという気持ちのある学生のサポートが十分にできてい
るので、継続して行きたい。さらに参加者を増やせるように、なぜ学ぶかの根本を腹落ちさせるガイダンス等を開
催していきたい。
　研究活動についてもより活発に行い、各スタッフの専門領域にとどまらず、学修支援領域の発信もより活発に行っ
ていきたい。

今後に向けて
　低学年、特に1年生がスムースに大学での学びに移行できるよう、こまめにガイダンス開催などを通じてサポー
トしていきたい。さらに、アドバイザーの協力をいただきながら、個別相談を実施し、困っているが言い出せずに
いる学生を掘り起こせるよう取り組んでいきたい。そして、ニーズに合ったサポートを行っていきたい。
　研究活動については、各スタッフの専門領域はもちろん、対象学生の教育面において問題発見・解決能力の育
成も意識して実践していきたい。

－ 194 －



教育推進分野
（25）薬学教育推進研究室（Laboratory of Promotion of Pharmaceutical Education）
　教　授　　岸本　成史　
　教　授　　宇都宮　郁
　講　師　　長谷川仁美

学会報告
◯清水 満里奈、長谷川 仁美、宇都宮 郁、岸本 成史：学生による「薬剤師として求められる基本的な資質」
とディプロマ・ポリシーにおける達成度の自己評価の解析

日本薬学会第 144 年会（横浜）、2024 年 3 月
［清水 満里奈（2023 年度卒業研究 5年生）］

◯田村 真由美、藤井 智彦、武内 智春、露口 正人、谷川 尚、岡 沙織、畑中 朋美、岸本 成史、加藤龍一、
荒田 洋一郎： 大腸菌で発現した組換えタンパク質（ガレクチン -2）の翻訳後修飾とその抑制方法

日本薬学会第 144 年会（横浜）、2024 年 3 月

原著論文
岩澤 晴代、岸本 成史、長谷川 仁美、安原 眞人、厚味 厳一、北 加代子、安原 崇仁、渡邊 真知子、横山 和
明、板垣 文雄、長田 洋一、奥 直人： オンデマンド形式の授業による分野横断統合演習の実施と学習効果
の検討

薬学教育 , 7, 259-270（2023）

中谷 絵理子、赤下 学、砂見 緩子、長谷川 仁美、岸本 成史、安岡 高志、黄倉 崇： スタディスキル到達度
調査による教授・学修活動改善への取り組み −薬学卒業研究における調べる力・考える力・プレゼン力の
到達度評価 -

帝京大学高等教育開発センターフォーラム , 10, 185-194（2023）

Kazuki Nagashima, Norihiko Fujii,  Saori Oka, Atsushi Yamashita, Fumio Itagaki, Nobuhiro Yasuno, 
Machiko Watanabe and Seishi Kishimoto： Peptides Derived from Soybean β-Conglycinin Induce the 
Migration of Human Peripheral Polymorphonuclear Leukocytes.

Biol. Pharm. Bull., 46, 898-906 (2023)

Mayumi Tamura, Norihiko Fujii, Tomoharu Takeuchi, Masato Tsuyuguchi, Takashi Tanikawa, Saori 
Oka, Tomomi Hatanaka, Seishi Kishimoto, Ryuichi Kato and Yoichiro Arata ：Method for Preparing 
Recombinant Galectin-2 Protein without Escherichia coli-Specific Post-translational Modifications.

Biol. Pharm. Bull., 46, 1676-1682 (2023)

大学紀要
長谷川 仁美，宇都宮 郁，野崎 真由佳，清水 満里奈，天野 奈津子，井上 能博，宇都口 直樹，菊池 千草，
山本 健，吉永 真理，岸本 成史： 昭和薬科大学薬学生のルーブリックを用いた自己評価による ディプロマ・
ポリシー達成度の可視化

昭和薬科大学紀要 , 58, 38-52（2024）
［清水 満里奈（2023 年度卒業研究 5年生）、天野 奈津子、野崎 真由佳（2023 年度卒業研究 4年生）］

その他
依頼・招待講演
◯長谷川 仁美：卒業研究：科学的探究心を育むために～薬学教育分野における卒業研究：学生とともに薬
学教育を語る日々を通して～

日本薬学会第 144 年会（横浜）、2024 年 3 月

活動概要・現状
　2023 年度の当研究室の構成員は、教員 3名、6 年生 3 名、5 年生 2 名、4 年生 8 名（臨床薬学コース 12
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名、情報薬学コース 1名）であった。
　今年度は本学の第三者評価受審や学部教育のカリキュラム改定があり、当研究室教員は、事業計画「教学
マネジメントシステムの充実」及び自己点検・評価委員会や教務委員会等の活動のプラットフォームとし
て、各種情報の収集・提供や資料作成、FD研修会やワークショップ、説明会等の企画・運営に携わった。
更に、現行カリキュラムのディプロマ・ポリシー（DP）ルーブリックの学生自己評価による間接評価の実
施とデータ収集・分析を行い、それらの結果を基に新しいカリキュラムの構築に向けたDP、カリキュラ
ム・ポリシー（CP）、DPルーブリックの見直し案を作成した。また、前年度に引き続き、留年生に対する
ステップアップ・ワークショップの実施、薬剤師国家試験対策を中心とした高学年（5，6 年次）に対する
学修支援、学内演習試験の問題作成支援および結果分析に加え、今年度は新たに 4年次の CBT対策にも携
わった。
　社会貢献・研究活動として、神奈川県薬剤師会・川崎市薬剤師会におけるメンタルヘルス・ファーストエ
イド（MHFA）研修会や本学薬学生を対象としたMHFAワークショップの企画・実施を通じて、地域住民
のメンタルヘルスへの薬剤師・薬学生の貢献につながる教育活動とそれに関する教育研究を行なった。ま
た、配属学生も加わった研究活動として、薬学生の学修成果の達成度に関する研究及び学習への苦手意識に
関する質的研究を行い、前者については 2024 年 3 月の日本薬学会で発表を行なった。
　学外活動として、岸本が日本私立薬科大学協会広報委員会委員として「6年制薬学ガイド」の制作に携
わった他、日本薬学会薬学教育委員会委員として 2023 年度「第 1回シン・全国学生ワークショップ」及
び「大学生および博士取得者のためのキャリアデザインワークショップ」の企画・運営を行うと共にタスク
ホースを務めた。

自己点検・評価
　今年度は薬学教育推進センター構成員として、種々の学習支援活動だけでなく、DP、CP及びDPルーブ
リックの策定とそれに基づく学修成果の可視化のシステム構築などの内部質保証に関連する活動やカリキュ
ラム構築に関連する活動を行い、教学の運営に貢献できたものと考えている。また、MHFAの活動やその
他の教育研究活動についても、質の高い薬剤師の養成や本学の運営、学部生の教育等に貴重な情報提供がで
きるものと評価している。更に、本学学生にもこれらの活動・研究に加わってもらうことで、学生が大きく
成長できていることは大変喜ばしいことである。また、日本私立薬科大学協会や日本薬学会などの学外組織
での活動を通じて、現在の薬学教育を取り巻く状況を把握し、得られた情報を学内へ提供する事ができてお
り、今後も続けて行きたい。

今後に向けて
　構成員の宇都宮郁教授が今年度で定年による退職となるが、引き続き教育研究とリンクさせた学習支援活
動や教学マネジメントの下支えの活動を行なっていきたい。また、来年度はより多くの学生に学会発表の経
験をしてもらい、成長を促したい。
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教育研究支援センター（Center for Support of Education and Research）
薬用植物園

（27）薬用植物資源研究室（Laboratory of Plant Resources for Medicine）
　教　授　　高野　昭人

学会報告
○渥美聡孝、外園鈴夏、南基泰、藤井太一、三宅克典、矢作忠弘、和田美貴代、高野昭人：地理情報システム
および最大エントロピー法を用いた九州のカギカズラ生育適地の客観的重要度評価

日本生薬学会第 70 回年会 ( 大阪 )2024 年 9月16日

講演等
○高野昭人 : 日本薬局方の歴史と生薬の基原植物

日本薬剤師研修センター 2024 年度 漢方薬・生薬研修会（東京）2024 年 4月21日

○高野昭人 : Ephedra equisetinaの栽培技術開発
漢方生薬ソムリエ協会 麻黄シンポジウムⅡ（厚木）2024 年 6月23日

○高野昭人、佐竹元吉：生薬・漢方薬のまとめ
日本薬剤師研修センター2024 年度 漢方薬・生薬研修会（東京）2024 年 12月8日

特別講演
○高野昭人：生薬の鏡検について、～研究、学生実習、委員会活動から学んだこと～

第 52 回生薬分析シンポジウム（神戸）2024 年 11月28日

原著論文
丸山卓郎、高野昭人、小松かつ子、酒井英二、山口茂治、小栗一輝、清水聖子、鈴木淳子、徳本廣子、河野徳昭、
中嶋順一、川原信夫、伊藤美千穂：日本薬局方収載生薬の基原植物科名における新エングラー及びAPGⅣ分類
体系の比較研究

生薬学雑誌 , 78(2), 147-159 (2024).

雑報
清水聖子，鈴木淳子，金井千恵子，茂木友里，丸山祐可，高橋美佐子，浦出朋子，中村耕，斎藤厳利，湯澤勝廣，
長澤明道，田中和良，中嶋順一，鈴木俊也，鈴木仁，高野昭人，丸山卓郎，徳本廣子，政田さやか，河野徳昭，
猪又明子 : 令和 4 年度「日本薬局方の試験法等に関する研究」研究報告 生薬の鏡検
に関する研究 (第 6 報 )ソウジュツ

医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス , 55(5), 376-386 (2024).

活動概要・現状
　6 年次学生 3 名を受入れ、薬用植物園のスタッフの協力を得ながら研究室活動を行った。研究については、ウ
ズベキスタン産マオウの栽培研究、北海道産 Taraxacum属植物の分類学的研究、生薬サイコの基原植物に関する
研究をテーマに卒業研究を行った。高野は、令和 3 年度から始まった日本医療研究開発機構 (AMED)・創薬基
盤推進事業・科学的根拠に基づく高品質生薬の国内栽培拡大に向けた参加型研究 (代表 東京農工大・山田祐彰 )
に分担研究者として参加し、Ephedra equisetinaの栽培研究、オオツヅラフジ及びカギカズラの栽培研究を行った。
また科研費基盤 B「乾燥地での薬草を利用した持続可能な節水型高付加価値農業による塩害防止 (代表 東京農
工大学・川端良子 )」に分担研究者として参加し、ウズベキスタン産薬用植物の栽培研究を行った。

自己点検・評価
　学生の教育・指導：学生は各自の卒業研究に積極的に取り組み、研究室活動にもしっかり取り組んだ。
　研究活動：国内外、学内外の研究者との共同研究を積極的に実施している。
　今後に向けて：これまで蓄積してきた研究結果を報告する。
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Ⅲ．総　括
　「昭和薬科大学教育・研究年報」は、本学の一年間の教育・研究活動を自ら点検・評価し、学内外に公表
することで、次年度以降の教育の改善や研究の質の向上に資することを目的に毎年発行している。また、大
学が主体的に取り組んでいる教育・研究の内容を社会に幅広く公表することで、大学の社会的責任を果たす
役割も担っている。

　令和 6年度より「薬学教育モデル・コア・カリキュラム令和 4年度改訂版」に準拠した新カリキュラムが
始動し、新入生 291 名が新カリキュラムでの学びをスタートさせた。この改訂版カリキュラムは、2040 年
度以降の社会を見据え、医学・歯学・薬学に共通して求められる資質・能力が明示されており、医療人養成
の要素が一層強化されたものになっている。
　本年度の学部卒業生は 203 名であり、修業年限内卒業率は 76.6% であった。薬剤師国家試験の結果とし
て、既卒者を含む総数の全国平均合格率は 68.9% であり、本学の合格率は 74.0% であった。また、本学の
新卒合格率は 81.1% であったが、ストレート合格率（修業年限内に卒業し、卒業年に国家試験に合格）は
63.7% にとどまり、4年連続で維持してきた 70％を下回る結果となった。
　大学院では修士課程に 2名、博士課程には 4名が入学し、大学院生の合計は 21 名となった。令和 7年 3
月には博士（薬学）4名と修士（薬科学）1名が学位を取得し、さらなる高みへと羽ばたいた。大学院は本
学の研究活動の重要な役割を担っており、今後も入学生をしっかり確保し、優れた人材の育成に努めていき
たい。

　教員人事に関しては、令和 6年 4月 1日付の新学長就任とともに社会薬学研究室に教授、生薬・天然物化
学研究室に講師、薬理学研究室及び薬物治療学研究室に特任助教が着任した。また、新設研究室となる公衆
衛生学研究室には本学准教授が異動した。
　一方、令和 7年 3 月には教授 2名（薬用植物資源研究室、臨床薬学教育研究センター応用薬物治療部門）
の定年退職を含め、4名の教員が退職された。

　また、前年度受審した大学基準協会および薬学教育評価機構の認証評価結果を踏まえ、大学自己点検・評
価委員会を中心に「内部質保証体制の再構築」並びに「教育課程の再編成」に向けた検討を開始し、その骨
子となる改善プランの策定を進めている。
　次年度以降もこれまで以上に良い教育の提供と優秀な人材を輩出する昭和薬科大学となるために改善プラ
ンを基に改革を進めていきたい。
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